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巻頭言

地域交流研究センターの今後の展望

～ ヘ ルスプロモーション支援センターの提案

地域交流研究センター長   佐 甲 隆

平成 19年 10月 か ら、鈴木みずえ前センター長に代わ り、地域交流研究センター長を

拝命 しました。今後 とも、どうぞよろしくお願い します。

ここに、本年度の研究事業を年報にまとめることができました。課題研究事業では、卒

業生へのフォローア ッブ支援 も念頭に置いた 「夢が丘ハー トネ ッ ト事業」や、外国人医療

の現状や高齢者虐待予防に関する研究を重点においています。また看護 ・介護職の資質向

上のための 「看護研究の基本ステ ップ」も好評を得ました。 さらに、産学官民共同研究事

業″)一環 として、高齢者のファッションショーにも協力 し、NHKの 取材を受けるなど大き

な反響 も得 ました。ぜひ、詳 しく本文をご御覧にな り、ご意見を頂戴できればあ りがたく

存 じます。

現在二重県立看護大学では、 21年 度か らの独立法人化にむけて、さまざまな検討がな

されていますが、その一環に当センターの方向性の見直 しがあ ります。 まだ、決定の段階

ではあ りませんが、私の考えている今後の展望を少 しご紹介 したいと思います。

これからの二重県立看護大学では、「地域貢献」 と 「社会に開かれた大学Jが 重要なキー

ワー ドになろ うか と思います。そこで、当センターは、特に研究支援 ・知的支援を軸に社

会貢献や協働研究を地域 とともに進めていく窓 口になつてい く必要があ ります。特に、ヘ

ルスプロモーシ ョン理論をヨアに、地域での看護実践現場 と大学の橋渡 しができるよう、

様々な活動を進めていきたいと思っています。

具体的には、まずヘルスブロモーション的実践活動の開発支援です。すでに、名張市な

どでのヘルスフロモーション的介護予防活動の展開支援や、津市でのヘルスツー リズム推

進事業支援などの地域ヘルスプロモーション活動への参加協働を行っていますが、このよ

うな活動をさらに展開 したい と思っています。 また、学内でのヘルスプロモーシ ョン実践

活動 として 「元気いっばい運動 (仮称)」などを、学生さんの参加協力を得て進めていきた

いと考えています。

次に、コミュニテ ィ支援です。 これは、特に卒業生などが働いている医療機関や福祉施

設を始め、様々な団体や民間企業などとも協働 して、地域での看護実践の質的向上を図る

研究活動や、ヘルスプロモーション実践活動に知的支援を行 うものです。 また、研究支援

や、人材育成にも貢献 したいと思つています。 さらに、行政 ・自治体支援 として、保健医

療看護に関する政策開発や政策実行支援を行つていきたいと考えています。

いずれにしても、今後の地域交流研究センター活動の重要な柱 として、ヘルスプロモー

ションを位置づけ、二重県の元気な地域 と人々を応援する仕事を進めていこうと思つてい

ます。皆様のご支援 とご協力をよろしくお願い します。
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I.課 題研究事業



1.夢 が丘ハー トネ ッ トワーク構築事業に関す る研究

学内研 究員 :野 呂千鶴子 佐 甲 隆  山 路 由実子 奥 山み き子 伊 藤  薫  日 比野直 子

【研 究要 旨】

看護職 とは、高い専門性 を持 ち、 日々人々の生命 と向 き合 う仕事 を してい る。厳 しい状

況下で、看護職 が燃 え尽 きて離職 してい くケー スは この二重 県で も少な くない。看護者 自

身が 自らの知識 と技術 を高め、誇 りを持 ちい きい きと仕事 を してい くには、 自身 の心身 の

健康が保持 され る老、要がある。これ まで本学卒業生に対 して、再就職や進学 に関す ること、

仕事上の悩み な どの特別 な支援 は され て こなかった現状か ら、少 しで も本学卒業生が看護

職 としての役割 を果 たす ことがで きるよ うなニーズの把握 、卒後プ ログラム支援 を行い、

県下看護職 の離職 予防 となるよ うな提案 を したい と考 える。 さらに毎年 、約 1 0 0 名の学生

を これ まで 7 回 卒業 させ てお り、これ は二重県に とって も大規模職能団体である といえる。

自然 災告が 日本の各地で頻発 してい る現在 、災害時の健康危機管理時には、幅広 く社会

貢献がで きる と考 え られ 、本学卒業生 としての誇 りを持 ち円滑、迅速 に援助活動 を行 うこ

とがで きるよ うな支援体制 について基盤整備 を行 うことを 目的 とし調査、研究 を行 な う経

緯 となる。

【地域貢献 のポイ ン ト】

二 重 県 立看護 大学 と して 、県 民 の皆様 に質 の高 い看護 、保 健 、 医療 の提 供 を め ざ し、

災害 時 には 中心 とな つ て地域 住 民 の皆様 に貢 献 で き る よ うネ ッ トワー クの基盤 整備 を行

い 、健 康 危機 管 理 時 に対応 す る。

I . 研 究 目的

本研 究では、本学卒業生が心身 ともに健康 に看護職 としての職責が果たせ るよ ういつ

で も 「心の きずな」 にアクセ スできるよ う卒業生サポー トネ ッ トワー ク ( 仮称 : 夢 が丘

ハー トネ ッ ト) の 構築 をめざ し、卒後動向の把握お よび支援 に対す るエーズ把握 、卒後

支援 プ ログラムの提案 を行 うことを 目的 とす る。

また、健康危機管理時 にお ける夢が丘ハー トネ ッ トの機能 を明確 に し、本学 と卒業生

が健康危機 時 に対応 で きる社会貢献について明確 にす る。

対象 ・方法

.夢 が丘ハー トネ ッ トワー ク構築

1 .卒 後動 向及び卒後支援 ニーズ調査

対象 :卒 業生 方 法 :郵 送法

2 .調 査結果に基づ く卒後支援プ ログラムの提案

調査分析 の結果 、卒後支援 プ ログラムの提案 を行 う。

.健 康危機管理 にお ける本学の社会貢献 についての検討

一 - 1 - 一



1 . 災 害 発 生 時 にお け る卒 業 生社 会 貢 献 ( ニー ズ調 査 1 で 同時 に行 う)

2  卒 業 生社 会 貢 献 支援 基盤 整備

3  調 査 分析 に基 づ き初動 時 に必 要 な物 品等 の整 備 を行 う。

I E l . 調査 票 につ い て

1 . 卒 後 動 向 の把 握 : 基 本 属性  卒 後進 路  転 職 経 験  卒 後 支援 希 望 内容  等

2 . 自 然 災害 時 を想 定 して ! 災 害や 避 難 の経 験  ボ ラ ンテ ィア活 動経 験  災 害

活 動 時 の 大学 へ の期 待  等

I V 。今 年 度 計 画

研 修 会 : テ ー マ 「こ ころ に響 くコ ミュニ ケー シ ョン」 講師 : 中 川 祥 子先 生 ( ホ リス

テ ィック心理 教 育研 究所 )

平成 2 0 年 3 月 1 8 日  1 3 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0  二 重 県立看護 大 学 生協 食堂

I I I . 結果

I . 夢 が 丘 ハ ー トネ ッ トワー ク構 築

1 . 卒 後動 向及 び 卒 後 支援 エー ズ調 査

ア ンケー ト送 付 総 教 5 6 1 名  回 収 1 7 6 名  回 収 率 3 1 3 % ( 平 成 2 0 年 1 月 現 在 )

2 . 集 計 結 果

1 ) 卒 後 動 向 の把 握 の ま とめ

, 単 純 集 計 可能 な 内容 につ い て は グ ラフで掲 載。 ( 資料 1 )

・卒 後 1 年 まで の 困難 な こ とにつ い て は 、回収 した約 3 分 の 1 の 方 が何 らか の事

柄 につ い て記 入。 内容 は 、8 割 以 上 が 「看護 技術 の未経 験 や 未 熟 に よ る もの」、

「薬 理 学 に 関す る こ と」 そ の 次 は 「知識 、学 習 不 足」 で あ り、少 数 意 見 に は 、

「社 会 のル ー ル や 基 本 を知 らなか った」 「人 間 関係 」 「新 人 を育 て て くれ る環 境

に な い」等 で あ った。

・転職 経 験 の理 由 につ い て は 、転職 経 験 者 の 半数 以 上 が 「結 婚 、妊 娠 、 出産 な ど

で継 続 が 困難 J で あ り、そ の次 に多 い の は 「職 場 環 境 、雰 囲気 が よ くな い」 で

あ った。 そ の他 の理 由 と して 、 キ ャ リア ア ップ を 目指 す もの が ほ とん どで あ っ

た。

2 ) 自 然 災害 の健 康 危 機 管理 発 生 を想 定 して の ま とめ

, 単 純集 計 可能 な 内容 につ い て は グ ラフで掲載 。 ( 資料 2 )

・災害 ボ ラ ンテ ィア活 動 内容 は 、 「家 庭 や 仮 設 住 宅 へ の訪 問 」 「健 康 相 談 」 「炊

き出 し」 「イベ ン ト集 会 の 手伝 い J 等 で あ った。

・ 活 動 の 中 で老、要 だ と感 じた こ とにつ い て は 、「コ ミュニ ケー シ ョン能 力 J 「リ

ー ダー シ ップ
l J 「

マ ンパ ワー J 「お 金」「効 率 的 な シ ステ ム」「自身 の健 康 管理 」

「知識 J で あ つた。

・ ボ ラ ンテ ィア活 動 を して ブ ラス に な つた こ とは、「責任感 が増 した」「人 との

ネ ッ トワー クJ 「 自分 の 日標 が で きた」 「被 災者 の現状 把 握 」 「自分 の身 に も

とい う心構 え」 とい う意 見 が あ つた。

- 2 -



rv t

・ ボ ラ ンテ ィア活 動 未 経 験 の方 の理 由 は、 「特 に ボ ラ ンテ ィア要 請 が な い」 が

圧 倒 的 に多 く、「どの よ うに動 い て よい か わ か らなか った」「自分 が行 か な く

て もい い と思 つた」 「ボ ランテ ィア に行 く 自信 が無 か った」 で あ った。

考 祭

.  卒 後 動 向 の把 握 につ い て

卒 業 生 の 大 多数 が女性 で あ り、2 0 歳 代 は職 業 人 と して も、結 婚 して妻 や 母 親 と

して最 も充 実 し多忙 な時期 で あ る。 そ の た めか 、 あて先 不 明 と して 3 3 名 の返 送

や ア ンケー ト回収 率 も今 一 歩振 るわ なか ったが 、そ の 中で 1 7 6 名 の 回答 の 中か ら

は 、卒 業 生 と して貴重 な意 見 が つ づ られ た ものが多 くあ った。卒後 動 向 と して は、

卒 後 1 年 で は 困難 な こ とが い ろい ろあ つた が 、先輩 な どに相 談 して乗 り切 り、 キ

ャ リア ア ップ を 目指 して 転 職 や 進 学 す る者 が あ り、 自分 の職 場 を模 索 しな が ら

日々仕 事 を して い る感 触 が え られ た。 大 学 に卒 後 支援 の 内容 と して 多 い もの が 、

「転 職 や 再 就 職 の情 報 」 「卒 業 生 のネ ッ トワー クJ 「看 護 系 の研 修 」 「メ ン タル サ

ポー トJ で あ る こ とか ら、本研 究 の 目的 と して提 示 した 内容 と合 致 して い る事 が

明 らか とな つた。

自然 災害 の健 康 危機 管理 発 生 を想 定 して

被 災経 験 者 が少 数 で 、 ボ ラ ンテ ィア活 動経 験 者 が回答者 の 8 % で あ った が 、活

動 の経 験 内容 か らは貴 重 な意 見 が 多数 あ つた。 ボ ラ ンテ ィア経 験 が無 い大 多数 の

方 は結 果 か ら考 え る と、 災害看護 や 活 動 に関心 は見 られ て い る事 か ら大 学 と して

ボ ラ ンテ ィア活 動 の拠 点 とな る よ うな体制 を と り、積 極 的 に働 きか けて行 けば十

分機 能 す る可能性 は あ る と考 え られ た。

V . 今 後 の課 題

回収 され た調 査 内容 の更 な る分析 を加 え、研 修 会等 を通 して 、卒 業 生 に これ らの

活 動 内容 を周 知 し展 開 を図 り、 災害 支援 につ い て は一 日も早 く体制 を整 備 し活 動 が

開始 可 能 とな る よ う事 業 を進 めて い くこ とで あ る。

なお 、本研 究 で得 られ た 内容 の一
部 を 「卒 業 生 の サ ポー トネ ッ トワー ク構 築 と健 康 危

機 管 理 時 の社 会 貢 献 に関す る基礎 調 査  第 1 報 」 と して第 6 0 回 二 重 県公 衆衛 生学 会 に

て発 表 した。 そ の 内容 につ い て は資料 3 の とお りで あ る。
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井伊 久美 子 他 : 特 集 災害 時 の健 康 ニー ズ を考 え る 地 域 保 健  東 京 法 規  2 0 0 5

中瀬 克 己他 : 特 集 保 健 師 が 育 て る 「地 域 防 災 力 」 保 健 師 ジ ャー ナ ル  医 学 書 院

2 0 0 5

1 3 . 渡 違 能 行 他 : 特集 住 民 が 求 め る安 全 ・安 心 の ま ち づ く り 保 健 師 ジ ャ
ー ナ ル  医 学

書 院  2 0 0 7

1 4 日本公衆衛 生協会 :特 集地域 を支 える地域 の力 公 衆衛生情報 2 0 0 4  8
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資料1 1)卒後動向の把握

①大学卒業時の進路

③転職経験の有無

なし

126人

7240/0

⑤現在の職場年数

その他

5年以上

4～ 5年 末滴

3～ 4年 未満

2～ 3年 未満

1～2年

1年未満

②卒後1年までの困難な事の有無

④転職回数

⑥卒後支援の希望(複数回答)
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資料22)自 然災害の健康危機管理発生を想定して

①被災経験の有無 ②ボランティア活動経験の有無

③ボランティア要請の出所 ④ボランティア活動でプラスになつた事

抑伏卿

自分の意思

7人

500%          n=14

⑤災害活動に備えて大学に期待する事(複数回答)

ある

10人

6%

ない
164ノ( 940/0

n=174

ある,
1 4人

80%

ない

160人

920%

い
人

乳

な

１

６

続
は
蜘
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卒業生のサポートネットワーク構築と健康危機管理時
の社会貢献に関する基礎調査

第1報

日比野直子 野呂千鶴子 伊藤薫

山路由実子 奥山みき子 佐甲隆

(二重県立看護大学)

学暑井斗3

研究 目的

。このような現状から、本学卒業生の
ためのニーズの把握、卒後支援プロ

グラムを作成し、県下看護職の離職
予防となるような提案をしたい。

本研究 における健 康危機 管理の

基本 的な考え方

・日常の生活の中に、突然起こる災書や鳥イ
ンフルエンザ・SARSな どの感染症の発生
時にいかに人命と生活を主体とした健康支
援を行 かを考務 。

り |

研究背景

看護職とは、厳しい状況下で、看護職が燃え
尽き、離職していくケースが二重県でも少なく
ない。

これまで、本学では卒業生に対して、再就職
や進学に関することなどの特別な支援はして略帆

塁 懇

健康危機管理時への社会貢献

本学は、毎年約100名の卒業生を出し、二重

県下の大規模職能団体である。

自然災害が頻発し災害時の健康危機管理時
には、幅広く社会貢献ができると考えている。

本学卒業生としての誇りを持ち、円滑、迅速
に援助活動を行うことができるような支援体

い 却 儲 行 °

ゐ

夢が丘ハートネットワークの構築

~~   目
標

~~~~~、
ト

①味学卒業生がいきいきとした看醸職としての静りを持ち
続け、破貴が桑たせるよう、本申と卒業生の「心のきず
などを構ぷためのサポートネットワークを構築する。

②健康危機管理時における夢が丘ハートネットワークの
機能を明確にし、本学及び卒業生が塩康危機管理時に
できる社会貢献について棋末する。

- 7 -



調査 目的

看護職としての職責が果たせるよういつでも
「心のきずな」にアクセスできる卒業生サポート
ネットワーク(夢が丘ハートネットと称する)の

構築を目指す。

健康危機管理時における夢が丘ハートネット
ワークの機能を明確にし、本学と卒業生が対応
できる社会貢献について明確にする。

結果

総数561名に送付。

現在回収中。

災害に関して
・災害時など、ボランティア登録し、いつでも召集でき
る仕組みを作る。

・

暑齊モ忌曇
隊 警ヽ察など他とどのように協力するか、

・
錬薩麟塔ば監鯉 警、まだ続関乱
い 。・
も轟獣お嶺極示殴 、rる

ことであるので、学生に
°
最類簾雅ゼ邑サ蜘 客京抗争

がヽ
ワークや情報交換ができる状態であればよいと思う。

調 査 方 法
・対象:卒業生
・方法遅「送法
・調査内容:

C)年後動向の把握

基本属性、卒後進路、転職経験、

卒後支援希望内容等

②自然災害を想定して

災害や非難経験、ボランティア活動経験、

災害活動時の大学への期待等

卒後支援について

。ナースという職場環境は、特殊なので、同じ立場
の人がいるのは心強い。このようなネットヮークが
できることをうれしく思う。

・5年働いた今、大学で学べることの内容のすばらし
さがわかる、もったいない“

・ネットワークが構築されることで、母校の更なる発
展につながる。

・HPを利用し、ネット上でも研修内容を知ることがで
きれば便利.

・県外在住者には、大学とは交流が少なくなってし
まうが、できるだけつながっていたい。

今年度の計画

平成20年3月18日 研修開催(本学)

テーマ 「こころに響くコミュニケーション」

ホリスティック心理教育研究所

中川祥子先生

ぷ
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二重県に於 ける外国人医療の実態調査 と支援ネ ッ トワークの構築

学 内研 究員 : 村鳴正幸、佐 甲隆、佐 々木由香、山路由実子、伊藤薫、深堀浩樹

学外研 究 員 : 馬場雄司

【研 究要 旨】二重 県内に住む外国人が必要 とす る医療 を受 け、外国人に接す る医療従事者

が円滑 に医療 を提 供す ることが出来 るよ う支援す ることを 目的に、外国人医療 ・保健活動

の実態調査 を行 った。二重 県保健師 を対象 と した調査では、県内全ての地域 で外国人に対

す る保健活動が行われ てお り、通訳等何 らかの支援 を必要 としていることが明 らか となっ

た。 医療機 関での聞 き取 り調査 において、外国 人医療 に携 わる医療機 関 自身 の工夫 と努 力

に よ り外国 人医療 が支 え られ ている実態が判 明 した。 アメ リカ合衆国お よび タイ において

t )外国 人に対す る医療支援 は十分 とは言 えない。今回調査 した保健活動 において も医療機

関 との連携 が重要であ り、地域 の状況 を考慮 した保健 ・医療の包括的な外国人医療 支援 ネ

ッ トワー クの構築が求 め られ る,

【地域貢駄 のポイ ン ト】

二重 県内で増加 σ)一途 をた どる外国人に対す る医療の実態 を把握 し、支援 ネ ッ トワー ク

構築のサポー トに着 手す ることによ り、二重 県内の外国 人が適 切な医療の提供 を受 けるこ

とにつなが る。 また、外国 人へ医療 を提供す る上で、 コ ミュニケー シ ョンブ)難 しさや医療

費の 不払 い等問題 を抱 えてい る医療機 関の負担 を軽減す ることにつなが る!

I . 研 究 目的

平成 1 7年 1 2 月 にお ける三重県の登録外国人数は 4 7 , 5 5 1 人(前年比 9 . 0 % 増)と過去最高

であ り、毎年増加 してい る。北勢地域な どには、外国 人が人 日の 5 %を 占める市町 t )存在

し、外国 人医療 を担 当す る医療機 関の側 で t )、医療通訳 な ど必要な人材 ・資源等 は 十分であ

る とはい えない現状であ り、対応 に苦慮 してい る医療機 関が多い と考 え られ る。

本課題研 究は、二重県内に住む外国人が必要 とす る医療 を受 け、外 国人 に接す る医療従

事者が円滑に医療 を提供す ることが出来 るよ う支援す ることを 目的 とす る。

対象 ・方法

1 .二 重県保健師の地域在住外国人への保健活動についての実態調査

①対象 :二重県内で働 く保健師 (保健所 6 3名 、市町村 3 6 9 名)

②調査方法 :質 問紙調査 (郵送法)

③調査時期 :平成 2 0年 1月

④統計学的検討 i  S P S S を用い % 2検 定を行 った。

2 .医 療機関における外国人医療の実態調査

①対象 :外 国人医療 に積極的に取 り組んでいる医療機関 (県内 1機 関、県外 1機 関)

②調査方法 :ヒ ア リング調査

③調査時期 :平成 1 9年 8月 お よび平成 2 0年 1月

3 . 海 外 にお ける外国人医療 の現状調査

①対象 :ア メ リカ合衆国お よびタイ
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②調査方法 : 文 献調査お よび専門家か らの聞 き取 り

工. 結 果

1 . 二 重県保健師の地域在住外国人への保健活動 についての実態調査

1 ) 回 収率 ・対象者 の属性( 所属 ・勤務地域)

4 3 2 名 中 2 6 7 名か ら回答 を得 た。対象者 の所属お よび勤務地域 を図 1 、図 2 に 示す。

その他 5名 (1

介護 保 険 系 2 5 名 ( 9

福祉分野 2 6

保健所, 4 8

図 1対 象者 所属

1藻1嬢t歩な■|

1011名|や0,141)
(1810路)

上 野地 区 1 8 名 ( 6

尾鷲 口熊

3 1 名(

桑 名 ・い

32名 (12

四 日

56名 (2

図 2対 象者勤 務地 域

津■な―1盛1韓1募

ア||1名lt,1101)

伊1勢1志1藤‐地‐軽

3ナ名(2113イ)

2 ) 二 重 県 内 の保 健 師 に よる外 国人 へ の保 健 活 動 の経 験 の有 無

回答 者 の うち 2 0 0 名 ( 7 4 . 9 % ) が外 国 人へ の保 健 活動 の経 験 が あ った。χ2 検 定 の結 果外 国

人 へ の保 健 活 動 経 験 と所 属 地 域 の間 には有意 な関連 は認 め られ ず 、 県 内全域 に わ た り約 7

害1 の保 健 師 が外 国 人 へ の保 健 活 動 を経 験 して い た。

3 ) 外 国人 へ の保 健 活 動 経 験 を持 つ保 健 師 の活 動 概 要

保 健 活 動 の対 象 とな つ た外 国 人の 国籍 につ い て質 問 した結 果 ( 複数 回答 ) 、1 0 名 以 上 の保

健 師 が対 象 と した こ とが あ つた の は 7 カ 国 ( ブラ ジル 、フ ィ リビン、中国 、タイ 、韓 国 ・朝

鮮 、人 ル ー 、 ボ リビア 、イ ン ドネ シア) の外 国人 で あ つた( 図 3 ) 。

ブラジル:正三王王王王王正三正=正 三王王=王 王王王王=正 三==王 王王王王王王王三憂131(67、5%)

フィリピン

中国

タイ

韓 国 口朝鮮

ペ
ル

ー ー

ボリビア

インドネシア

123(61 5%)

呼Ⅲ

3X40り |
門 1スl nゅ  |   |‐
■|■ lДI.0め   |     |

0        2 0        4 0        6 0        8 0       1 0 0       1 2 0       1 4 0       1 6 0

注 )回答されていたその他の国名 iアメリカロインド・スペイン・モンゴル・イギリス・ラオス・スリランカ。(名)
ベトナム・ポルトガル・ロシア・アルゼンチン・イラン白イラク・アフリカロチリ'オーストラリア・

オーストリア・オランダ白カンボジア`ドイツ。ネパール

図 3 保 健 活 動 の対 象 となつた外 国 人 の国 籍 ( 複数 回 答 )

の 7 カ 国の外国人への支援経験の有無 と所属地域 の間の関連 を検討 した結果、ブ ラジ

フ ィ リピン、中国、タイ、ペルーの外国人への保健活動経験 で地域間差 を認 めた。 ブ

ル 、ペルー、中国人への対応 は北勢、中勢 に多 く、フィ リピン人は尾鷲 ・熊野地 区に

ナ
」
　
　
ヽ
　
ギン

ル
　
一フ
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多 か った。 タイ 人 へ の対応 は桑 名 ・員 弁 地 区 と尾 鷲 ・熊 野 地 区 で少 な か つた。

保 健 活 動 を行 つた領 域 の 内訳 ( 複数 回答) は、母 子保 健 1 6 5 名 ( 8 2 . 5 % ) 、小 児 保 健 5 5 名

( 2 7 . 5 % ) 、感 染症 保 健 3 3 名 ( 1 6 . 5 % ) 、成 人保 健 2 0 名 ( 1 0 , 0 % ) 、精 神保 健 1 9 名 ( 9 , 5 % ) 、福

祉 分 野 1 3 名 ( 6 . 5 % ) 、高齢 者 保健 4 名 ( 2 . 0 % ) 、学校 保 健 3 名 ( 1 . 5 % ) 、難 病 対 策 2 名 ( 1 . 0 % ) 、

在 宅 ケ ア 1 名 ( 1 . 0 % ) であ った。 活 動 内容 の 内訳 を図 4 に 示 す。

予 防 接 種

妊 娠 口出 産

育 児 支 援

児 童 虐 待

精 神 疾 患

結 核

HIV

DV

その他 の疾 患

介 護 問 題

その他

(5600/D)

106(530%|)

|‐■‐| | ||■・ |126(130%)

2 5 ( 1 2 5 り |

臣茎茎煮謂槻や
0ゆ |

中 1 2 ( 6 0 %〉   ‐

中 9 ( 4 5 % )         ‐

中 8 ( 4 0 % )           |

韓 劇 _位 5hl________一 ― 十 二
〇           20          40          60 80 100

注) その他 は医療保険問題、高齢者虐待、労働環境 、築物依存、不法就労、死亡対応を含む

図 4 保 健 活 動 の 内 容 ( 複数 回 答 )

２

名

保 健 活 動 の 中で の連 携 経 験 を質 問 した結 果 1 5 4名 ( 7 7 . 7 % ) の保 健 師 が他 職 種 ・組 織 との

医 療 機

市 町

学 校

43(21A5%)
176(380%)

31(155%)

保 育 園幼 稚 園 27(1345%)   |

保 健 所 23(11.5%)

民 生 委 21(105%)        |

保イ蝕五捨1:≡≡茎茎:雪冠tま批十
%)

N P O  N G O 襲 1 魚 o ゅ

0         10 20 8 0

( 名)図 5連 携 した組織 口職種 の内訳(複数 回答可)

126(630%)

対 応 用 パンフレッ 90(47,5%)

支障はなかつた   ―   ■ | ‐■■ ■■■■| ‐■| ‐■| | | ■■7 5 ( 3 7 5 % )

市町の通訳「T T T T T T T T T■ 4 2 ( 2 1 0 % )     |

対 象 者 が通 訳 雇 用 | 30(150%)

二重 県国際 交流財 回の
山 ‖毎汚の

通訳利用 上  _  _ _ _ _ _
0        20 40 60 1 4 0

( 名)図 6保 健 活動の際 のコミュニケーションの方法(複数 回答可)
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連 携 経 験 が あ った。 連 携 を した組 織 ・職 種 の 内訳 を図 5 に 示 す ( 複数 回答) 。

外 国人 へ の保 健 活 動 を行 う中で の コ ミュニ ケー シ ョンの 方 法 につ い て質 問 した結 果 を図

6 に 示 す。 外 国 人の家 族 や 友 人 に よる通訳 が最 も多 く、パ ン フ レ ッ トの利 用 が続 い た。

外 国人 へ の保 健 活 動 で特 に困 つた 内容 につ い て質 問 し、 3 つ 選 択 して も らつた結 果 、上

位 に上 が って い た の は 、予防接 種 5 7 名 ( 2 8 . 5 % ) 、妊娠 ・出産 4 6 名 ( 2 3 . 0 0 0 ) 、児童 虐 待 2 4

名 ( 1 2 . 0 % ) であ つ た。

4 ) 所 属 地域 で求 め られ る対応

外 国 人へ の保 健 活動 にお い て 、対 象者 の所 属 す る地域 で求 め られ る対応 につ い て 5 項 目

( 医療 通 訳 σ) 充実 、外 国 人へ の啓 発活動 、 日本 人 へ の啓 発 活 動 、外 国 人へ の資料 ( 六ン フ

レ ッ ト等 ) の 充実 、外 国 人へ の対応 窓 日の設 置 ) を 挙 げ 1 つ を選 択 して も らつた結 果 、有

効 回 答 は 1 3 7 名 ( 6 8 . 5 % ) で、 医療 通 訳 の 充実 5 0 名 ( 3 6 . 5 0 0 ) 、外 国 人へ の 対応 専 門 窓 日の設

置 4 4 名 ( 3 2 . 1 % ) 、外 国 人へ の 資料 の充 実 4 8 名 ( 2 1 . 5 % ) との結 果 が 得 られ た. こ の項 日につ

い て は図 7 ″) よ うに地域 問 でた が 見 られ た( p < . 0 1 ) .

尾鷲熊野

伊勢志摩

上野

津松阪

四国市鈴鹿

桑名いなベ

| ‐   6 1  1 1  1  1 1 1  1       6
|

3 9 1

11

2 . 医 療機 関 にお け る外 国人 医療 の実態 調 査

外 国 人医療 に積 f F F 的に取 り組 ん で い る医療機 関 と して 、県内 σ) A 内 科 胃腸 科 ク リエ ック

( 個人開業 ) お よび 隣 県の B 総 合病 院 ( 国立病 院機 構 ) に 聞 き取 り調査 を行 つた。A ク リ

エ ックは 、四 目市在 住 の約 4 千 人の ブ ラジル 人 の うち 3 千 人程 度 が 居 に して い る地 区 に あ

り、B 総 合病 院 は H I V 治 療 の 中核 病 院 で あ り外 国 人の受 診 が 多 い。外 国 人忠 者 α) 受診状 況 、

外 国人 医療 へ の取 り組 み 、外 国 人医療 に特 有 の 問題 な どを ま とめ る。

1 ) A 内 科 胃腸 科 ク リニ ック

平成 1 9 年 8 月 、A ク リニ ックにて 医師
一

名 を対 象 に聞 き取 り調 査 を行 った。

( 1 ) 外 国人 患者 受診 状 況

患 者 の 出身 国 は ブ ラ ジル が最 も多 く、他 にベ ル ー 、ボ リビア、エ クア ドル 、中国 、韓 国 、

ベ トナ ム な ど幅 広 い。患 者 の居 住 地 は 四 日市 市周 辺 が 多 い が 、桑 名 か ら鈴鹿 ・津 まで北 勢 ・

中勢 一 帯 に広 が って い る。受 診者 教 は 日系 人 を除 き 日に 5 ～ 1 0 名 程 度 で 、受診 理 由 とな っ

た疾 患 は 日本 人 の場 合 と特 に変 わ らない。

患 者 の 医療 保 険加 入 状 況 は様 々で 、常勤 の勤 労者 ( 健康保 険 ) の 他 に も慢 性 疾 患 を抱 え

る高齢 者 で 国 民健 康 保 険 に加 入 して い る者 もい るが 、
一 方 で 医療 保 険 に加 入せ ず 自由診 療

の患 者 も多 い。
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( 2 ) 外 国人 医療 へ の取 り組 み

ボル トガル語 とスペ イ ン語 の 問診 票 ( h t t p : / / w w w . k ‐1 - a . o r . j p / m e d i c a 1 / :  国際 交 流ハ ー

テ ィ港 南 台 作 成 ) に よ り受 付 で大 まか な1 肯報 を とる と と もに、問診 で は多言語 の対 訳語 彙

集 ・医療 場 面 対 話集 な どを利 用 しなが ら、英語 な い しポル トガル語 ( 外国 人診 療 を通 じて独

学 ) に よ り適 切な情 報 を とる よ うに努 めて い る。 適 切 に問診 が取れ さえすれ ば 、診 祭 に特

に時 間 は か か らな い との こ とで あ った。日本語 が で きる家族 ・友 人 を伴 って くる患者 が 多 い

が 、言 葉 で 困 つた ときに は 、知 人 ( 県国 際 交流職 課 員 、元 患 者 等 ) に 電 話 で助 け を依 頼 す

る こ と t ) ある。

特 に トラブ ル が 多い こ とが 予想 され る服 菜 指 導 につ い て は 、医師 が診 察 の場 で 、薬 剤 、

剤形 、服 栗 方 法 、効 果 ・効能 を ま とめた 日本 語 ・ボル トガル語 の対 訳 シー ト ( 自作 ) を 用 い

て説 明す る と と ( ) に、栗 斉J 担当 よ りもボル トガル 語 の説 明書 きを渡 し、二 重確 認 を行 って

い る。

異 国 で病 気 に な る不安 、日常会 話 と異 な る語 彙 の老、要性 を理 解 し、病 気 ・症 状 の微 妙 な エ

ュア ン スを伝 えて も らえ る よ う、医師 の側 か ら患者 の 言語 を覚 えア プ ロー チ して きた。

( 3 ) 外 国人 医療 特 有 の 問題 点

欝 な どの精 神 疾 患 や 、が ん の告 知 な どで は文化 や 国民性 の違 い もあ り、苦 労 が 大 きい.

また 、診 療 ・平台療 に付 随 して なん らか の手続 き ( 身体障 害 者手 帳 申請 手続 き、医療 費還 付 手

続 き等 ) が 老、要 な場 合 、そ の手続 きの難 しさや サー ビスの質 の悪 さが大 きな ネ ック とな っ

て い る。

保 険加 入 の 有 無 に関 わ らず 、 医療 費 の徴収 で は 困 った こ とは無 い。

( 4 ) 行 政 に望 む こ と

外 | ヨ人へ の 医療 保 険制 度 の周 知 や 縦割 りで は な く、外 国人 の ニー ズ を聞 き、 包括 的 に対

応 す る 「コン シ ェル ジュJ の 設 置 、語 学 、行 政 的 な調 整 能 力 、 さ らに積 極 的 に行 動 す る旺

盛 なサ ー ビス精 神 を併 せ 持 つ 人材 の配 置 を行 政 に望 む との こ とで あ った。

2 ) B 総 合 病 院

平 成 2 0 年 1 月 、 B 総 合病 院 にて 医師 二名 、 コー デ ィネ ター ー
名 、看護 師 一

名 を対 象 に

聞 き取 り調 査 を行 つた。

( 1 ) 外 国人 H I V 患 者 の現 状

H I V 専 門外 来 を行 っ て い るが 、息 者全 体 の 1 9 。5 % が 外 国籍 患者 で あ る。2 0 0 7 年 1 2 月 末

で患 者 が 多 い順 に 、南 米 、 ア フ リカ、東南 ・南 ア ジア 、東 ア ジア と続 き、計 2 4 カ 国対応

を行 って い る。 特 に 2 0 代 ～ 3 0 代 で ブ ラ ジル の患者 が多 い。

( 2 ) 外 国人 患者 へ の 問題

病 院 ・健 康 保 険 システ ムヘ の理解 が 困難 で あ る こ と、言 葉 の壁 、文化 社 会 的背 景 の違 い 、

ケア の あ り方 につ い て 問題 を感 じて い る。 ケア上 で一
番 困難 な の は 、言 葉 で あ る。

不 法滞 在 者 の場 合 、帰 国 の意 思 が あれ ば、入 国管理 局 に通 告 して 、帰 国 を前 提 と して ケ

ア を進 め るc

( 3 ) 言 語 へ の対応

スペ イ ン語 、 ポル トガル 語 に関 して は医師 に多少話 せ る者 がお り、 あ る程 度 の対応 は可

能 で あ る。 予算 的 な こ ともあ り、今 後 も病 院 で 常勤 の通訳 が配 置 は困難 で あ る。 必要 に応

じて 、神 奈川 県 に あ る特 定非 営 利 活 動 法 人 C R I A T I V O S ( H I V / S T D 関 連 支援 セ ンター ) に
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月 1 回 、電 話 通 訳 や 来所 で の通 訳 を依 頼 して い る。 そ の費用 につ い て は、エ イ ズ予 防財 団

研 究 費 を使 用 して い る。 医療 専 門 の通訳 で は ない た め、 医療 上伝 えた い こ とを正確 に伝 え

る こ とは 困難 で あ る。

病 院 の あ る県 が通 訳 を派遣 す る システ ム は構 築 され て い ない。 そ の点 で は二 重 県 の方 が

よい。

3 . 海 外 にお け る外 国人 医療 の現 状調 査

歴 史的 に世 界 各地 か らの移 民 を受 け入れ て きた ア メ リカ合 衆 国 、 また東 南 ア ジア で近 隣

諸 国 か らの移 民 が 多 い タイ の 二 国 にお け る外 国 人医療 の現 状 を文献 お よび 専 門家 か らの 聞

き取 りに よ り調 査 した。 いず れ も国民皆保 険制 度 を持 たず 、保 険加 入 が難 しい 人 々の た め

の 医療 はそ の時 々の政 策 や 支援 団体 の活 動 に よ り補 われ て い るのが特徴 で あ る。 外 国 人 医

療 に関す る問題 もそ うした状 況 の なか に あ る。

1 ) ア メ リカ合 衆 国

米 国 で は 、 国 民 は通 常 、民 間 の保 険 会社 の 中か ら自分 に あ つた保 険 を契約 す る。 民 間 の

医療 保 険 は 、
一

家 族 あ た り月 2 万 円か ら 2 0 万 円超 と高額 で 、国 民 の 4 害1 近くが保 険 に加

入 してお らず 、社 会 問題 とな つて い る。 公 的 な医療 保 険 は、年 金 受 給者 に対 す る メデ ィケ

ア と公 的扶 助 受 給 者 に対す る メデ ィケイ ドのみ で あ る。

1 9 6 0 年代 以 降 、移 民 の権 利 拡 大 が進 ん で い ったが 、移 民 の福祉 が ア メ リカ社 会 の負 担 で

あ る との批 判 が t ) ちあが り、1 9 9 4 年 に は移 民 が集 中す るカ リフォル ニ ア で非 合 法 外 国人 が

公 的 サ ー ビス を受 け る こ とを防止 す るシ ステ ム の確 立 が 宣言 され るに至 っ た。 こ うした流

れ を うけ た 1 9 9 6 年 の福 祉 法 の下 で は、 合法 移 民 で さえア メ リカ国籍 を獲 得 す るまで福 祉

受 給 制 限 を うけ る。 例 え ば、新 た に 入国す る移 民 は 、5 年 間 は メデ ィケイ ドと公 営 住 宅 を

含 む連 邦 の福 祉 給 付 を受 け る こ とが で きな い。

しか しな が ら一 方 で 、例 えば フ ィ ラデ ル フ ィアの移 民 の 多 い地 域 に は 、 ビザ の な い 人 を

低 額 で受 け入れ る医療 機 関 も存在 す る。 出産 に関 して も、助 産 師 に よる出産 を 自費 1 5 万

円程 度 で受 け入れ る病 院 もあ る とい う ( 通常 は 自費 5 0 万 円) 。病 院 に とつて は未 払 い に な

る よ りは よ く、そ の人 の家 族 も将 来的 に病 院 を利 用 して くれ るで あ ろ うとい う期 待 の も と

に始 め られ た病 院 独 自の サー ビス で あ る ら しい。

2 ) タ イ

タイ で は 、 国 民 の多 くが 医療 保 険 に入 ってお らず 、病 院 へ の ア クセ スが 困難 な状 況 に あ

った が 、タ クシ ン元 首相 ( 2 0 0 1 ～2 0 0 6 ) が 導 入 した 「3 0 バ ー ツ医療 制 度 」 に よ り、無 保 険

で も 1 回 3 0 バ ー ツ ( 約 9 0 円 ) で 治療 が受 け られ る よ うにな った。ただ し病 院 に よつて は 、

この制 度 の利 用 に あ た って 、
一 日あた りの人 数 に制 限 を設 けて い る ところ もあ る。 また 、

一
部 の 山岳 民族 や 、 ミ ャ ンマ ー な ど隣 国 か らの 不法入 国者 は基本 的 に は 3 0 バ ー ツ医療 の

対 象 で は な い。

た だ し、 ビザ を もた な い 不法 労働 者 で も雇 用 者 が 登録 すれ ば 3 0 バ ー ツで診 療 が受 け ら

れ る とい う制 度 が あ る。 この よ うな労働 者 は r e g i s t e r e d  i l l e g a l  m i g r a n t  w o r k e r s ( 登録

不 法 労働 者 ) と 呼 ばれ 、雇 用 者 が 労働 者 の診 療 費 を支払 うこ とに な つて い る。 タイ で は法

的 な関係 とい うよ り生活 の面倒 をみ る とい う個 人的 な 関係 で雇 用 関係 が成 り立 って い る場

合 が 多 い た め 、 登録 せ ず に実 費 を払 うよ りも、登録 した方 が雇 用 者 の負担 も少 ない。 特 に

中部 タイ で 、 ビル マ 人や カ ンボ ジア人 の労働 者 な どが この制 度 を利 用 して い る。 しか しな
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が ら北 部 タイ にお け る ビル マ か らの越 境 山地 民 に対 して は こ うした政 策 は適 用 され て い な

い。 麻 薬 な どの 問題 が背 景 に存 在 す る と思 われ る。

I I I . 考祭

二 重 県 にお け る登録 外 国人数 は増 加 の一 途 をた どつてお り、外 国人 に対す る医療 の あ り

方 が 問題 とな つて い る。 二重 県内 に住 む外 国人 が必 要 とす る医療 を受 け、外 国 人 に接 す る

医療 従 事 者 が 円滑 に 医療 を提 供す る こ とが 出来 る よ う支援 す る こ とを 目的 に、今 年 度 は外

国 人 に対 す る医療 ・保 健 活 動 の実態 調 査 を行 った。

三重 県 の病 院 を対 象 に した外 国 人 医療 に関す るア ンケー ト調 査 は平成 1 8 年 に二 重 県国

際 交 流財 団 ( 以下財 団 ) が 行 っ てお り、今 回我 々は 、二重 県 内 で働 く保 健 師 を対 象 にア ン

ケー ト調 査 を行 った. 財 団 の調 査 に よれ ば病 院 の 9 1 % に 外 国 人の診 察経 験 が あ り、今 回

の調 査 で は 、 ほ ぼ 7 5 % の 保 健 師 に外 国 人 に対 す る保 健 活 動 の経 験 が あ った。 医療機 関 の

み な らず保 健 活 動 にお い て も外 国 人へ の対応 が重 要 とな つて い る。 さ らに、 この外 国人 に

対 す る保 健 活 動 を経 験 した保 健 師 の率 に地域 差 が ない こ とか ら、二 重 県 全域 にわ た つて外

国 人へ の対応 が求 め られ てい る。

国籍 で は財 回 の調 査 結 果 と同様 に、 ブ ラジル が最 も多 く、 フ ィ リピン、 中国 が続 い た。

北 勢 、 中勢 地 域 で は ブ ラジル 人へ の対応 が多 く、尾 鷲 ・熊 野 地 区 で は フ ィ リピン人へ の対

応 が 多 い な ど、地 域 に よつて主 と して対応 しな けれ ば な らない 国籍 が異 な り、地域 の状 況

に応 じた 支援 が必 要 で あ る と考 え られ た。

必 要 と した保 健 活 動 の 内容 で は 、 予防接 種 、妊 娠 ・出産 、育児 支援 や 児童 虐 待 な ど妊 娠

や 小 児 に 関連 す る活 動 の頻 度 が高 く、 出身 国 の予 防接 種 制 度や 妊 娠 ・出産 、教 育 等 に対 す

る文化 の違 い t ) 十分理 解 す る必 要 が あ る。 疾 患 で は精神 疾 患 に対 す る活動 の頻 度 が最 も多

く、次 い で結 核 、H I V が 挙 げ られ たc 精 神 疾 患 へ の対応 で最 も重 要 な点 の一 つ と して言 葉

に よ る コ ミュニ ケー シ ョンが あ り、通訳 、特 に 医療 ・医療 用語 に精 通 した専 門通 訳 ( 医療

通 訳 ) が 必 要 とな る。結 核 や H I V 等 の感 染性 疾 患 に対 して は、きめ細 か い対応 を怠 る と治

療 を受 け な か った り、 あ るい は治療 を中断 して しま う場 合 もあ り、感 染 拡 大 につ なが る恐

れ が あ る。 感 染 予防 上 も外 国 人 医療 へ の支援 体 制 の構 築 は極 め て重 要 で あ る。

保 健 活 動 にお い て 医療機 関 との連 携 が 多 く行 われ てお り、外 国 人 医療 に対 す る医療機 関

の理 解 、協 力 が 求 め られ る。 財 団 の調 査 に よ る と二重 県が行 つて い る医療 通 訳 派遣 制 度 を

8 0 % の 病 院 が知 らな い と回答 してお り、今 後 、 よ り多 くの 医療機 関 が外 国 人 医療 に感 心 を

持 つ よ う働 きか け る、 あ るい は地 域 ご とに外 国 人医療 の拠 点病 院 を設 け るな どの対 策 が必

要 で あ る。

保 健 活 動 で用 い た コ ミュニ ケー シ ョン方法 と して対 象者 の家族 や 友 人 に よる通 訳 が最 も

多か った が 、財 団 の調 査 で は雇 い主 の会 社 が通 訳 を医療 機 関へ 同伴 させ る場 合が最 も多 か

った。 こブ) 差が生 じた理 由 と して保 健 活 動 と医療 で は、それ らのサ ー ビス を必要 とす る状

況や 対 象 者 が 異 な るた め と考 え られ る。

保健 活 動 で求 め られ る対応 と して 医療 通 訳 の 充 実 、専 門 窓 日の設 置 、資料 の充 実 を挙 げ

る者 が 多か っ たが 、地 域 に よ り差 が 見 られ 、地域 にお け る外 国人 へ の保 健 活動 に活 用 で き

る体制 ・資 源 の整備 状 況 の違 い を反 映 して い る可能性 が考 え られ た。 医療 支援 ネ ッ トワー

クを構 築 す る場 合 に は 、 この地域 問差 を考慮 す る必要 が あ る。

今 回 聞 き取 り調 査 を行 った個 人 開業 の ク リニ ックにお い て も、 また総 合病 院 にお い て も
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受 診 す る外 国 人は 多 く、そ の 国籍 も南 米や ア ジア地域 な ど幅 広 く、 コ ミュニ ケー シ ョン手

段 の確 保 が 問題 とな って い る。 独 自の資料 を作成 した り、 医療 機 関が独 自に確 保 した 資 金

を用 い て N P O 団 体 に通 訳 の派 遣 を依 頼 す るな ど、 医療 機 関 の努 力 、工 大 に よ リコ ミュニ

ケー シ ョン手段 が確 保 され て い る。 ク リニ ックにお い て は二重 県が提 供す る通 訳 の利 用 上)

され て い た。 聞 き取 り調 査 を行 つた総 合病 院 が設 置 され て い る県 で は 県 に よる通 訳派 遣 は

行 われ て い な い との こ とで あ り、二 重 県が行 ってい る通 訳 派遣 事 業 を高 く評 価 して い た。

財 回 の調 査 に よ る と派 遣 事 業 は 医療機 関 に 十分 周 知 され て い る とは言 い が た い結 果 を得 て

い るが 、 同時 に、周 知 すれ ば利 用 頻 度 が上 が る可有ヒ性 が 高 い こ とを示唆 す る結 果 t ) 得てお

り、通 訳 派 遣 事 業 は工 夫 を加 えつ つ継 続 す る こ とが望 ま しい と考 え られ る。

習 1 貫や 文 化 の違 い を埋 め る工 夫 も必 要 と意 見 モ) 聞かれ 、外 国 人 の習慣 や 文化 を理 解 す る

と同時 に 日本 の習慣 や 制 度 、文 化 を理 解 して もら う機 会 を提 供 す る こ と も重 要 で あ る。

ア メ リカ合 衆 国 にお い て合法 に滞 在す る外 国 人は公 的 な 医療 保 険 に加 入で き るが 、移 民

や 非 合 法 で滞 在 す る外 国 人に対 して は厳 しい状 況 に あ る。タイ にお い て 「8 0 バ ー ツ医療 制

度 」 は不 法 労働 者 に も適応 され る医療 制度 で あ るが 、 国家 予算 とのか か わ りな どで継 続 を

楽観 で きな い とみ るむ き もあ る。 日本 の 医療 制 度 に対 す る国際 的 な評 価 は高 く、我 が 国独

自の外 国 人 医療 制 度 を構 築 す る必 要 が あ る。 外 国 に資 金 を援 助 した り、外 国 に出 向 い て行

う事業 だ けが 国際貢 献 で は な く、 日本 国 内 で生活 す る外 国 人に対 す るサ ー ビスダ) 充実 も大

切な国 際貢 献 で あ る との認 識 を持 ちつ つ 、あ るべ き外 国 人 医療 制 度 を模 索 す べ きで あ ろ う.

I V . 今 後 の課 題

今回 の調 査 で 、保 健 活動 も含 めた 、 そ して地域 差 を踏 まえた外 国 人医療 に対 す る支援 が

老、要 で あ る こ とが 明 らか とな つた。 今 回 は調 査 のみ を行 つたが 、今 後 この調 査 結 果 を踏 ま

え、外 国 人 医療 支援 ネ ッ トワー クの構 築 に向 け て歩 を進 め な けれ ば な らな い.

参 考 文 献 ・資 料

江成幸 「アメリカ合衆国における移民の福祉問題」、『人文論叢』1 4 、二重大学人文字部、

1 9 9 7

藤井勝、 レー ワッ ト・セ ンス リヨン 「タイ中部における越境移動 と地域社会J

佐 々木衛編著 『越境す る移動 とコミュニテ ィーの再構築』東方書店、2 0 0 7

財団法人三重県国際交流財団 「外国人医療に関するアンケー ト調査集計 ( 資料) 」、2 0 0 6
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3.高 齢者の尊厳保持をめざした地域ケアシステムの開発

学 内研 究 員 : 伊 藤 薫 、 奥山み き子 、 グ ライ ナ ー 智恵 子、深 堀 浩村

学 外 研 究 員 : 県 長 寿 社会 室  伊 藤 正 美 、馬 場 毅 之

【研 究 要 旨】

本研 究 は 、 清i 齢者 の尊巌 保 持 を め ざ した地域 ケア シ ステ ム グ) 開発 を 目的 と して 、昨 年度

は 高齢 者 虐 待 に対応 す る地域 包 括 支援 セ ン ターや 市 町職 員 へ 実態 調査 お よび研 修 会 を行 い 、

高齢 古虐 待 啓 発 資料 の 作成 を行 つた。 本 年 度 は 、地域 で の虐待 予防研 修 会 を二 重 県 2 0 市

町 で 実施 し、 グ) べ 1 2 5 6 人 ブ) 参加 を得 た。 また 、研 修 会 時 に 合わせ て虐 待 対応 経 験 や 高齢

者 虐 待 防 止法 に関す る実態 調査 ( 回答 者 2 5 3 人 ) t ) 行った結 果 、介護 支援 専 門 員等 の約 5 0 %

は虐 待 対応 の経 験 が あ ったが 、約 8 0 % は 高齢 者 虐待 防止 法 の 内容 を知 らず 、普及 啓 発 の必

要性 が ホ唆 され た。さ らに、施設 内虐 待 に対す る実態調 査 ( 回答 者 2 0 1 名) を 行 つた結 果 、

ク ライ ア ン トハ ラ ス メ ン トは約 5 0  D t l 以上 が受 けてお り、約 3 0 % が 治i 齢者 虐待 等 不適 切 な 介

護 の経 験 が あ った. 今 後 は施 設 内 にお い て t D 虐待 予防 活動 の必 要性 の示唆 を得 た.

【地 域 貢 献 の ポイ ン ト】

高齢 者虐 待 予防研 修 会 を介護 専 門職 や 地域 住 民 等 ( 2 2  L H I 開催 σ) べ 1 2 5 6 人参加 ) へ 実施

した こ とに よ り、高 齢 者虐 待 に気 づ き、適 切 に相 談通 報 され る、高齢 者 の尊巌 が保 持 され

る まえ, づ く り推 進 へ σ) 貢献 が で きた。 また 、高齢 吉 介護 施 設 内 ケア の現状 や職 場 環 境 の 実

態 を把 握 す る こ とで 、 高齢 者 と施 設職 員 の権 利 擁護 を実現 して い くた めの システ ム づ く り

の ‐助 とな るた めの 資料 とな った。

I . 研 究 目的

平 成 1 8 年 4 月 か ら 「高 齢 者虐 待 防止 、高齢 者 の養護 者 に対 す る支援 等 に関す る法律 J が

施 行 され た が 、三重 県内 の調 査 ( 平成 1 9 年 3 月 末 ) に よる と、高齢 者虐 待研 修 会 等 を実施

して い た市 町 は 2 9 市 町 中 6 市 町 で あ り、そ の推 進 の必要性 が示唆 され た。そ こで 、地域 で

の高齢 者 虐 待 予防普 及 啓 発 活 動 を推 進 し、合 わせ て地 域 で の実態 を把握 す る こ とに よ り、

高齢 者 の尊 巌 保 持 を め ざ した地域 ケア システ ム を構 築 して い く一
助 とな る こ とを 目的 と し

た.

同時 に高齢 者 施 設 内 にお け るケア の現状 や 、施 設 従 事者 等 の思 いや 、職 場 環境 を把 握 す

る こ とで 、施 設 内 にお け る高齢 者 の尊巌 あ るケア システ ム確 立す るた めの一助 とな る こ と

を 目的 と した。

対 象 ・方 法

1  高 齢 者虐 待 予防啓発活動研 修会 の実施

1 ) 対 象 : ケ アマ ネ ・ヘ ルパ ー ・施設 職 員 ・民 生委員 等

2 ) 場 所 ! 今 年度 希 望 の され た市 町や 包 括 支援 セ ンター 2 2 回 実施
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2 . 虐 待 の気 づ き ・相 談 に関す るす る実態調査

1 ) 対 象

地域 交 流研 究セ ンター が実施 した高齢者 虐 待 予防研 修 会 に参加 した介護 支援 専 門

員や 介護 福祉 士等在宅 介護 専 門職 と した。

2 ) 調 査 方法

研 修 会 後 に主 旨を説 明 し、同意 を得 た方 のみ 、実施 し、そ の場 で回答 、回収 した。

研 修 会参加者 3 2 7 人 中、回答者 は 2 5 3 人 で、回収 率 は 7 7 . 4 % であつた。

3 ) 調 査 内容

高齢 者虐待 の対応経験 、虐待 の内容 、通報や 相談 の有無 、高齢 者虐待 防止法 の理解 、

研 修 の感想 、高齢者 虐待 を防 ぐた めにや つてみ たい こ とと した。

3 . 施 設 内 にお け る高齢 者 ケ ア に関す る実態 調 査

1 ) 対 象

県 内特 別 養 護 老 人 ホー ム、老 人保 健 施 設 等 に従事 す る介護 ・看職 職 員 等 と した。

2 ) 調 査 方 法

( 1 ) 高 齢 者 虐 待 予防研 修 会 の参加 者 へ の調 査 !

施 設 職 員 向 け高齢 者虐, 待予 防研 修 会 の参加 者 へ調 査依 頼 文書 と調 査 用 紙 を配 布

し、 ア ンケー ト参加 を依 頼 した。

( 2 ) 施 設経 由 に よ る従事 者 へ の調 査

事 前 に施 設 管 理 者 を訪 問 して 、調 査 依 頼 文書 お よび調 査 用紙 を明示 し、 日頭 に

よ る説 明 を加 え、協 力 を依頼 す る。 同意 を得 られ た施 設 は 、管理 者 か ら、職 員ヘ

説 明 を して い た だ き、調 査参 加 同意 を得 られ た場 合 のみ 、郵 送 にて回答 用紙 を返

送 して い た だ き、 回収 した。

3 ) 調 査 内容 :

基 本 属 性 、職 場 満 足度 ・健 康 状 態 な ど高齢 者 虐 待 対 応 の経 験 の有 無 、職 場 環 境 、

高齢 者 虐 待 防止 法 につ い て の理 解 、高齢 者 へ の不適 切 な行 為の実態 、身 体拘 束 、家

族 ケ ア な どで あ り、高齢 者 虐 待 防止 四国共 同研 究会 の実態 調 査 1 ) を
参 考 と した。

4 ) 調 査 時期

平 成 1 9 年 1 1 月 下旬 ～ 1 2 月 末 と した。

5 ) 統 計 学 的検 討

S P S S を 用 い 、 χ 2 検 定 を行 つた。

I I I . 結果

1 . 高 齢 者 虐 待 予防啓 発 活 動研 修 会 の実施 場 所 と参加 者 教

当セ ン ター が 実施 す る 「高齢 者 の尊厳 保 持 を 日指 した地 域 ケア システ ムの 開発 」課

題 研 究事 業 の一
環 と して、地 域 で の高齢 者 虐 待 予 防啓 発研 修 会 の 開催 希望 の あ っ た地

域 包 括 支援 セ ンター ヘ研 修 会 を 2 2 回 に実施 した。 研 修 内容 は 、虐 待 防止 法 に基 づ く

定義 お よび 種 類 の説 明や 高齢 者虐 待 対応 事 例 等 で あ った。 実施 場 所 や 参加 者 教 は資料

1 に 示 す。
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資料 1 高齢 者虐 待 予 防研 修 会 の主催者 お よび参加 者 数

注 ! ― は 、支援 した市 町や職 域 団体 等

(二重 県 内合 計 1 , 2 5 6 人)

北勢地域 人

桑名市地域包括支援センター

木曽岬町地域包括支援センター

東員町地域包括支援センター

川越町地域包括支援センター

菰野町地域包括支援センター

四日市市

鈴鹿市地域包括支援センター

鈴鹿亀山広域連合

合計
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二重県都市福祉主事連絡協議会

二重県施設職員研修会

認知症介護実務者研修会

合計

東紀州地域 人

紀北連合

(大紀町'紀北町・尾鷲市)

紀南連合

(熊野市白御浜町・紀宝町)

合計 120

中高勢地域 人

松阪市介護支援専門員連絡協議会

松阪第3域包括支援センター

大台町地域包括支援センター

伊勢市

鳥羽市地域包括支援センター

玉城町地域包括支援センター

明和町地域包括支援センター

合計 531

ャ

ンす
と■
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2 . 地 域 での高齢者虐待への気づ きや通報 に関す る実態調査概要

1 ) 過 去 1 年 間にお ける虐待 の疑われ る事例の有無 とその内容

未 回 答 1 名 ( 0 4 % )

経験 あり

12,‐名|‐

(50!2%)|

経 験 え

125

(494

図 1  虐 待 事 例 の有 無 ( n = 2 5 3 )

未 回 答 2 名 ( 1 7 % )

報を して

(29■ %) 相 談 や

した
―133

(3012銘

相 談 や ;

いなし

37

図 3 通 報 相 談 をしたか ( n = 1 2 7 )

身体的虐待 た 五れ車主す =経:辞キfキ主革:車革1  7 8 件

介護放棄  路 革野難ユ■= = : H ■治■】ぷ電 6 7 件

精神的虐待 陣キ■| = = ギ驚1  3 4 件

金銭的虐待 卜! ■■■■す 1  3 2 件

性的虐待 ‖ 1件

図2 虐 待の内容 ( 複数 回答 )

未 回 答 6 名 ( 2 3 % ) 法 律 の 内 容 を読 んだこ

全 く知 らない

1 1  メ、( 4 3 佑)

る

いるが 、読 ん

図4高 齢者虐待 防止 法 について( n = 2 5 3 )

491人  (1

施 行 されたことは知 う

だことはな―い| || |||

187人 (739硫 )

2 ) 虐 待 事 例 を通 報や 相 談 の有無 お よび 高齢 者虐待 防止 法 の理 解

3 ) 研 修 会 の感 想 ( 自由記載 か ら一
部抜 粋 )

・ 虐 待 とい うと身構 えて しま う問題 だ つた が 、い つ で も どの よ うな人 に も起 こ り得 る

身 近 な 問題 だ と感 じた。

・ 気づ き と連携 の大 切 さを学 ん だ。

・ 虐 待 の定 義 と早期 対応 にお け る流れ な どが理 解 で きた。

・ 事 例 を通 じて の 内容 は よ く理 解 で きた。

6 ) 虐 待 を防 ぐた め にや つてみ た い こ と ( 自由記載 か ら一
部 抜枠 )

・ 一 人 で抱 え込 まず 、 チー ム で介 入 して い きた い。

・ 家 族 会 な ど介護 者 を支 え る仕組 み づ く りを した い。

・ 虐 待 を受 けな い高 齢者 に な り、虐 待 を され な い環境 づ く りを 目指 した い。

・ 虐 待 のサ イ ンを見逃 さな い よ うに した い。

・ 高齢 者 お よび 家族 の話 に耳 を傾 け、現 時点 で 困 つて い る こ とや 不安 な こ とを発 見 し

て い きた い。
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3 . 施 設 内 にお け る高齢 者 ケ ア に関す る実態 調 査 結 果概 要

1 ) 回 収 率 ・対 象者 の属性 ( 所属 ・年齢 ・職 種 ・夜 勤 の有無 )

4 5 8 人 に調 査 票 を配布 し、2 0 1 人 か ら回答 を得 た。 対 象 者 の所 属 、年 齢 、職 種 、夜

勤 の有 無 を図 5 、 図 6 、 図 7 、 図 8 に 示 す。

その他 3人 (15%)未 回答 1人(05%)

グループホー

14人 (70い

介護療養 型

10フ((50%)

図 5 対 象 者 の所 属

範1人秘碑崎

その他 3 人 ( 1 5 % )  未 回 答 4 人 ( 2 0 % )

生 活 相 談 員 等
14メ 、(700/c)

昆群暑わ■■N■4裁括執)

図 7 対 象 者 の職 種

未 日 答 1 人 ( 0 5 % )

図 9 対 象 者 の仕 事 満 足 度

SO二人|【を■

図 6 対 象 者 の年 齢

未 回 答 1 人 ( 0 5 % )

図 8 夜 勤 勤 務 の有 無

2 ) 対 象 者 の状 況 ( 仕事満 足度 ・疲 労状 態 )

対 象 者 の状 況 と して 、仕 事 の満 足度 を質 問 した結 果 ( 図 9 ) 、普通 8 7 人 ( 4 3 . 3 % ) が

最 も多 く、満 足 と不満 は それ ぞれ 約 3 割 で ほぼ 同数 だ った。 疲 労状 態 につ い て質 問 し

た結 果 ( 図 1 0 ) は 、疲 れ て い る ( やや も含む ) 1 3 1 人 ( 6 5 . 2 % ) と 6 割 以 上 が疲 労 を

じて い た

未 回答 1人 ( 0 5 % ) 疲れていない

んども含 む)

含 む )

6 5 2 % )

普通 ■
3る人(2 6 1

図 1 0 対 象 者 の疲 労 状 態
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3 ) ク ライ ア ン トハ ラス メ ン トにつ い て

ク ライ ア ン トハ ラス メ ン ト ( 利用 者 か らの性 的嫌 が らせ ・暴 力行 為等 ) に つ い て質

問 し、経 験 が あ った 方が 1 l o 人 ( 5 4 . 7 % ) とい う結 果 を得 た。 また 、 この項 目にお い

て χ 2 検 定 を行 った結 果 、年齢 ( p く0 . 0 5 ) 、職 種 ( p 〈0 . 0 5 ) にお い て差 が 見 られ た。

どの よ うな属性 の 方 が ク ライ ア ン トハ ラス メン トを経 験 して い るか につ い て 、所 属 別

( 図 1 1 ) 、年 齢 別 ( 図 1 2 ) 、主 とす る職 種 別 ( 図 1 3 ) に 示 した。

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

認知症グループホーム

養護老人ホーム

その他

未回答

図 11所 属別

■丁T ■■■| 1 4 6 1 人I F S S i a 孫〕| ■■■| | | | ■1   3 1 人 ( 4 3 1 % )  1 1 人
( 1 4 % )

■ ■■■■4 , 1 人I C S な7 % ) | ■| | | 1 1 ■1 1   3 8 人 ( 4 4 2 % )  1 1 人
( 1 2 % )

二! 程1 人二3 3 i 3 路】■J     7 人 ( 7 0 0 % )

= ! | | | l t i l ■1 1 9 人| 〔0 4 違% > | | ■| | | ■| 1 1  5 人( 3 5 1 7 % )

l i l l l l l l l l l ■| 1 8 人| ( 6 1 l i S 路> | ■| ‐| l i ! | ■1  5 人 ( 3 8 5 % )

■| | ■■■| ■3 人l t C 9 1 9 比〉| ■| ! ! | | | | | ■1  2 人 ( 4 0 1 0 % )

0     1   1 人 ( 1 0 0 % )      1

0%      20%      40%      60%      800/0     10o%

日 経験 あ り     日 経験 なし     日 未 回答

3 0歳未満

3 0歳代

4 0歳代

5 0歳代

6 0歳代 1 ノ((1 2%)

0% 20%

日経験あり

40%

日経験なし

60% 80%

□未回答

100%

図 1 2 年 齢 別

介護職員

看護職員

生活相談員等

理学療法士等

2ノ((1 4%)

| ■1 二人【2 5 ! d % )  2 4 人( 7 5 . 0 % )

未回答

0% 2 0 %

日 経験 あ り

4 0 %     6 0 %

日 経験なし

8 0 %     1 0 0 %

口 未回答図 13 職 種 別
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4 ) 虐 待行為 について

虐待行 為の経験 について質問 した結果、同僚 による虐待行為 を見た経験 ( 図 1 4 ) は

6 6 人 ( 3 2 . 8 % ) 、利用者同士 による虐待 を見た経験 ( 図 1 5 ) は 8 8 人 ( 4 1 . 8 % ) であつ

た。 また、現在 の職場で高齢者虐待 と思われ る行 為や不適切 な介護 を行 つた経験 を質

問 した結果 ( 図 1 6 ) 、経験 あ りが 5 8 人 ( 2 8 . 9 % ) であ り、この項 目において χ2 検 定

を行 つた結果、 クライア ン トハ ラスメン トの経験 あ り ( p く0 . 0 0 1 ) において差が見 ら

れた。虐待や不適切 な介護の具体的な内容 を質問 した結果 ( 複数回答) に ついては図

1 7 に 示 した。また、高齢者虐待防止 のために求 め られ る対策 を質問 し、3 つ 選択 して

もらつた結果、もつ とも上位 だったのは、「職員個人あるいは職員 間にス トレスをため

ない工夫」 1 2 6 人 ( 6 2 . 7 % ) であつた。 ( 図 1 8 )

未 日 答 1 人 ( 0 5 % )

駆客し|
(61617%)

図 1 4 同 僚 による虐 待

531(2乳)

図 1 5利 用 者 同 士 による虐 待

未 回 答 7 人 ( 3 5 % )

図 16虐 待(不適切な介護)をした経験

利 用者 に嫌みを言つた ■ | ■| | ■| ■■| ■■■| | ■| | ‐■■‐ | ■■■十■■十■■■■■| ■■■■■■■
 3 5

利用 者 のコールを無視 した
―‐・‐‐・‐ ・■■| | ‐■■| | ■■■■■■■■■

 2 1

乱 異 な介 護 チした | ■■■■‐■■■■| | ■| ■| ■■ 1 4

食事 チ無理 やり押 し込 んだり、せかした ■■■■■■■■| ■■| ■■■■1  1 4

利 用者 チ罵るなど暴 言チ吐いた ■■■| ■| ■■■■■1  1 0

嫌 いな利 用者 の順番 チ後 回 しにした ■ ■| ■‐ ■! ‐ ■1  1 0

人 目に触 れるところで排 泄 行 為 等チさせた ‐ | ■| ■■■
6

叩 く、つねる、枕 を顔 に押 し当てる ■■| ■■■1  5

向精 神 薬 を服 用 させ静 かにさせた ■■■1 3

トイレや食 堂 、屋 外 等 に長 時間放 置 した E コ 2

0           1 0          2 0          3 0          4 0

図 1 7 虐 待 行 為 の 内 容 ( n = 5 8 )

職員個人あるいは職員間にストレスをためない工夫 卜 十■|■|‐!■■■|■■|■■■■■■!■ ■■■■|■‐||■■■■■■■1126

質の向上のための継続的な研修の受講等 |■■■■■■■■■■■■■■■■■■■|■■ 93

業務分散や人員配置の工夫 卜■|||||■||■||■|■|■■■||■■■■■■188

上司からのスーパービジョン(示唆・助言)・■■■■|■|■■|■■■■■■■■|‐■ 74

認知症高齢者のケア方法の確立 ■■|‐|■|■■■■■■|■■■ 57

高齢者の加齢に伴う様々な変化 ■|■■■■■‐||■■■■■■■■ 57

高齢者及び職員の人権についての啓発・理解 ■!■|■■■■■|■■‐|■■ 47

変則勤務や夜勤勤務体制の見直し |‐■■|■■|1 25

図 1 8 求 め られ る対 策 ( n = 2 0 1 )    0        5 0       1 0 0       1 5 0 ( 人 )
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I V . 考 察

今 回 の地 域 にお け る高齢 者 虐 待 の実態調 査 に よれ ば 、介護 支援 専 門員 等 の専 門職 の約 5 0 .

2 % は虐 待 対応 の経 験 が あ るが 、高齢 者虐 待 防止 法 の 内容 につ い て は 、7 8 . 2 % は知 らな い とい

う状 況 で あ つた。 高齢 者 虐 待 防止 法 成 立 に先駆 けて高齢 者 虐 待 相 談 セ ン ター を立 ち上 げ 、

対応 システ ム を構 築 して い る名 古屋 市 にお い て も、 関係者 の認 識 が まだ不 十 分 で あ り、今

後 も事 例 を とお した研 修 会等 を行 い 、成 功 事 例 だ けで な く、対応 に苦慮 した事 例 等 も積 み

上 げ 、研 修 会 を充 実継 続 させ て い く必要 が あ る。また 、専 門職 だ けで な く地 域 も巻 き込 み 、

虐 待 防止 に繁 が る P R 活 動 も必 要 だ と考 えて い る 」) と述 べ てお り、今 後 も二重 県 にお い て も

継 続 した研 修 の積 み 上 げ が期 待 され る と思 われ た。

また今 回 の施 設 内 にお け る実態 調 査 か ら、虐 待 行 為 につ い て は 、同僚 に よ る虐待 3 2 . 8 % 、

利 用 者 同士 に よ る虐 待 4 1 、8 % 、回答者 に よる虐 待 2 8 . 9 % が経 験 あ りと回 答 してお り、この結

果 か らも施 設 内 にお け る人権擁 護 。人権 意識 の 向上 の た めの職 員 に対 す る徹 底 した教 育研

修 ブ ログ ラ ム の企 画 と実施 が早 急 に検 討 す べ き と考 え られ る。 そ の 内容 と して 大 和 国
・)

の指 摘 す る よ うにそ の研 修 ス タイル につ い て は 、単 に講 義 形 式 のみ で な く、職 員 自身 の利

用 者 との 関 わ り方 を め ぐるスー パ ー ビジ ョンや虐 待 事 例 を め ぐる ロール プ レイ な どが取 り

入 れ られ て い くべ きだ ろ うと思 われ た。 また 、本 調 査 結 果 にお い て 、 クライ ア ン トハ ラス

メ ン トを受 けた経 験 は 5 4 2 % 、疲 労状 態 に あ る と回答 が 6 5 . 2 % であ った。この結 果 か らも高

齢 者 虐 待 防止 対 策 に は 、施 設 内 にお け る人権 意 識 の 向上 と共 に 、職 員 の ス トレスや バ ー ン

ア ウ ト防止 と関連 づ けた雇 用環 境 改 善整 備 も不 可 欠で あ り、 ケ アサー ビスの担 い手 で あ る

職 員 を ケアす る体制 整 備 の重 要性 も示唆 され た。

V 。 今 後 の課 題

地 域 で の高齢 者 虐 待 予防 に関す る活 動 は、 専 門職 だ けで な く、民 生 委 員や 自治 会 役員 な

ど地域 も巻 き込 ん で の継 続 させ て い く必要 が あ る と思 われ た。 また 、 同時 に虐 待 され て い

る事 例 は厚 生 労働 省 の調 査 等 か らも認 知症 の 問題 も大 きい こ とが 明 らか に され てお り、認

知 症 の介護 者 を支 え る支援 活 動 も今 後 の r j R 題と思 われ た。

施 設 内 にお け る実態 調 査 につ い て は、施 設 内 で の高齢 者 お よび施 設職 員 の 両方 に尊厳 あ

るケ ア システ ム を構 築 す るた め の資料 と し、県長 寿社 会 室 等 と連 携 しなが ら、施 設職 員研

修 等 を担 当す る方 々へ 示 し、 どの よ うな研 修 内容 ・ス タイル を とって い くべ きか検討 し、

実際 に認 知症 実務 者 研 修 会や 施 設 職 員研 修 会 に反 映 させ てい くこ とが課題 で あ る と思 われ

た。
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正.地 域専門ケア事業



1.女 性ケア

「女性のための健康相談 ・不妊専門相談セ ンター事業への協力」

担 当者 :二 村 良子、中山優子、小村明子、永見桂子 、村本淳子

【事業要 旨】

地域の保健 医療福祉 エーズに基づいて、地域住民 ・行政機 関 ・保健 医療福祉職者 と

ともに地域 にお ける実践活動支援 を行 う地域専門ケアにおいて、女性 のケア として、

女性 のための健康相談や 県が実施 してい る不妊専門相談セ ンター事業の運営への協力

をイ
二
十う。

【地域貢献 のポイ ン ト】

1 )県 内の女性 の ライ フサイ クル にお ける健康 問題 で悩む人々の支援 を行 う。

2 )不 妊相談員への助言 、情報提供、学習支援 、相談活動の支援 、「二重 ・不妊 に関

す る勉強会」の開催 ・運営が円滑に行 えるよ うに支援 を実施す る。

I .活 動 目的 ・目標

1 )二 重県男女共同参画セ ンター 「フ レンテみ え」σ才目談事業 に協力 し、女性 の ライ フ

サイ クル にお ける健康問題 で悩む 人々を支援す る。

2 )二 重 県健康福祉部 こども家庭室の 「不妊相談セ ンター事業」 として、本学 に不妊

相談セ ンターが設置 され てい ることに伴い、事業の円滑な運営 に協力 ・支援 を行 う。

工.活 動 内容お よび経過

1 )二 重 県男女共 同参画セ ンター 「フ レンテみ え」の本目談事業への協力

( 1 )「 三重 県立看護 大学助産師 による女性 のための健康相談」として第 1～ 4木 曜 日

の 1 3 : 0 0～ 1 5 : 0 0に 電話相談 を担 当す る。

( 2 )「 フ レンテみ えJと の合同会議 に よ り情報交換や相談事業の評価 を行 う。

( 3 )学 習会 に よ り相談員 としての知識 ・技術 の強化 を図 る。

2 )「 不妊専門相談セ ンター事業」の運営への協力

( 1 )不 妊榊談員への助 言、情報提供 、学習支援 を行い、相談活動 を支援す る。

( 2 )「 二重 ・不妊 に関す る勉強会」の開催 ・運営の支援

I E I .活動 の成果

1 )二 重県男女共 同参画セ ンター 「フ レンテみ えJの 相談事業への協力

( 1 )電 話相談

三量 県男女共同参画セ ンター フ レンテみ えの相談事業 として 「二重県立看護大学助

産師 による女性 のための健康相談」(電話相談、第 1～ 第 4木 曜 日 1 3 : 0 0～ 1 5 : 0 0 )

を平成 1 3年 度か ら担 当 し、女性 のライ フサイ クル とセ クシュア リテ ィ、周産期 にお

ける相談 を中心 と した内容に関す る相談 に応 じてい る。相談者 の主訴 とその背後 にあ
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る真の訴えを情報収集 、アセ スメン トし、介 入、評価 を行 つた。評価 については、そ

の場 で解決 と判断す る もの と、未解決 によ り他職種 に相談 をつな ぐもの とがあった。

平成 1 9 年度 ( 平成 2 0 年 1 月 8 1 日 現在 まで) の 本目談回数 は 3 5 回 、相談件数 は 3 8

件 であ り、前年度 に比 しやや増加傾 向にあった。 ライ フサイ クル別相談害1 合は、成熟

期 ( 周産期以外) が 最 も多 く、ついで 『更年期』6 件 ( 1 5 . 8 % ) であった ( 図 1 参 照 ) 。

相談内容別相談件教 ( 図2 参 照) は 、複数回答であるが、5 0 件 あ り、「メンタル」が

1 0 件 と最 t ) 多かった。次いで、「婦 人科疾患」 6 件 、「性周期関連」、「性 J が 5 件 であ

り、 これ らの相談は増加傾 向にあつた. 電 話相談の問題 内容が多岐 にわた るよ うにな

つて きてお り、助産師 と しての責任範囲 を超 える事 もあ り、専門家の存在 とそσD 連携

の老、要性 があると考える。 1 回 の相談時間 も平均 3 3 分 と増加傾 向であった。

2.6%

2.6%

□思春期

圏成熟期 (周産期)

日成熟期 (周産期以外)

■更年期

□老年期

回男性

E不 明

15,8%

図 1 ラ イフサイクル別相談割合 (%)
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( 2 ) 「 フ レンテみ えJ と の合 同会議 に よ り情 報 交換 や 相 談 事 業 の評 価

相 談 終 了後 に は 、 フ レンテ み えの相 談 員 に、 そ の都 度状 況 報 告 を行 い 、適 宜相 談 方

法 に関す る助 言 を受 け る と同時 に、1 0 月 に行 われ た フ レンテみ え と当大 学 の担 当者 全

員 の参加 に よ る合 同会議 の 中で 、相 談事 業 を確認 しあい 、看護 者 の祝 点や 役害1 、相 談

員 との共 通 点 を確 認 し、連 携 の方 向性 な どを話 し合 った。 相 談件 教 の増 加 につ い て は
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県民 へ の 宣伝 に よ り広 く本 事 業 の認 知度 が上 が って きた もの と考 え る。 また 、相 談 時

間 が長 くな って い る こ とや 相 談 内容 につ い て も検討 を行 い 、相 談 の ス タ ンス につ い て

確認 を行 ったぅ

( 3 ) 学 習 会

各教 員が 関連 学 習 会や 研 修 会へ 参加 す る こ とに よ り、最 新 の知識 や 技術 を習 得 し、

相 談 に還 元 で きる よ うに努 めた。また 、8 月 に開催 され た 「フ レンテみ え相 談 員研 修 J

に参 加 し、 フ ェ ミニ ス トカ ウンセ ラー に よる 「女性 の か らだ と心 と生 き方の健 康 の た

め に～ 相 談 の場 で で きる こ と～J の テー マ で質 疑応 答 を交 えた講 義 を受 け、相 談 の視

点 につ い て理 解 を深 めた。

2 ) 「 不女i 専 門相 談セ ン ター 事 業 」 の運 営 へ の支援

二 重 県健 康 福 祉 部 こ ど t ) 家庭 室 の 「二重 県不妊 専 門相 談 セ ン ター事 業 J と して 、平

成 1 5 年 1 0 月 か ら本 学 に不妊 専 門相 談 セ ン ター が設 置 され た こ とに伴 い 、事 業 の 円滑

な運 営 に協 力 し、 不妊 相 談 員へ の情 報提 供等 を行 い 、相 談 活動 を支援 して い る。

( 1 ) 相 談 内容 につ い て の アセ ス メン トや 看護 介入 の確 認 お よび助 言 、連 携

平成 1 9 年 度 ( 平成 1 9 年 1 2 月 3 1 日 現 在 まで) の 十日談 回数 は 3 9 回 、相 談 件教 は 1 2 4

件 で あ り、前 年 度 に比 し増 加傾 向 に あつ た。

これ ら相 談 事 例 につ い て適 宜 、相 談 内容 につ い て の アセ ス メ ン トや 介入 の確 認 を行

った。 また 、老、要 時 、不妊 相 談 員へ の助 言 、情 報提 供 、相 談 事 例 の連 携 先 の決 定等 に

つ い て 、 不妊 相 談 員 と と t ) に検 討 を行 つた。

また 、 フ レンテ み えの電 話 相 談 の 「不妊 」 に関す る問題 にお け る情 報提 供 や 医療機

関 につ い て の紹 介 な どの希望者 に は 、 この 「不妊 専 門相 談 セ ン ター事 業 」 の紹 介 を行

い 、 よ り相 談者 の望 む 支援 へ の連 携 を図 ってい る。

I V . 今 後 の課 題

フ レンテ み え にお け る相 談 で は 、相 談 内容 が多岐 にわ た つて きてお り、「メ ン タル J に

つ い て の相 談 や 治療 内容や 疾 患 につ いて 医師 の説 明 で不 明 な点 につ い て尋 ね られ る等 、

助 産 師 の責 任 の範 囲 を超 え る内容 が 多 く、相 談 内容 につ い て の知識 の習 得 と と t ) に、専

門家 へ の連 携 な どの検 討 が求 め られ る。 そ の た め に も、適 時 、大 学 内 あ るい は フ レンテ

み えの相 談 員 との 合同事 例検 討 を行 い 、支援 の 方 向性 や 連携 につ い て検討 して い くこ と、

また双 方 に関連 す るテ ー マ にお け る学 習 会 の 開催 な どを引 き続 き行 つて い く必要 が あ る

と考 え る.

さ らに 、活 動 内容 を充実 させ るた め に 、相 談 事 例 を詳 細 に検討 し、相 談 者 の ニー ズ を

明確 に し、それ に あ つた具体 的 な支援 方 法 の検 討 、必要 な知識 お よび カ ウンセ リング技

術 等 の習 得 、 ニー ズに あ つた専 門相 談 先等 の確 保 が新 た に求 め られ て い る。

特 に 、「メン タル J 、「性 」、「婦 人科 疾 患 の治療 法 」につ い て の相 談 内容 は 、助 産 師 と し

て の責 任 範 囲 を超 え る こ ともあ るた め、 よ り専 門的 な相 談 先 へ の連 携 を行 い 、 これ らの

相 談者 に対 す る助 産 師 と して の責任 と役害」を明確 に して い くこ とが重 要 で あ る と考 え る。

この よ うに活 動 内容 の詳 細 な検討 に よ り、 よ リエー ズ に あ つた対応 を行 うこ とは 、 県

民 へ の貢 献 、教員 の看護 実践能 力 の 向上 に寄 与す る と考 え る。
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2 .高 齢者ケア

1)高 齢者の転倒予防

(転倒 リスク感覚を磨 く危険予測のためのプログラムの開発)

担 当者 : 鈴木みずえ、若林たけ子、内田敦 子、森 京子、斎藤 真

【事業要 旨】

K Y T ( 危険 予知 トレーエ ング) を 用いた転倒 予防教育プ ログラム開発 し、療養型病棟 、リ

ハ ビリテー シ ョン病棟 、老人福祉施設 、療養介護事業所 ・重症心身障害児施設 を有す る済

生会明和病院 で実施す ることで、危険予知能力を高め、ス タ ッフの転倒予防に対す る実践

能力の向上 に役立てる。

【地域貢献のポイ ン ト】

これ まで、介護保険施設 における高齢者の転倒予防の事例検討会を実施 してきた。今年度

は、これ らを基盤 として、スタッフを対象 とした転倒予防の危険 予測 に対す る教育ブ ログラ

ムを開発す る。 さらにその内容 に基づいたパ ンフ レッ トな どを作成 し、二重県全体の高齢

者 ケアの質 の向上の一助 としてい きたい。

I . 活 動 目的 ・目標

K Y T ( 危 険 予 知 トレー エ ン グ) を 用 い た転倒 予 防教 育 プ ログ ラム開発 し、高齢 者 施 設

で実施 し、 ス タ ッフの転 倒 予 防 に対 す る実践 能 力 の 向上 に役 立 て る。

工. 活 動 内容 お よび経 過

1 . K Y T の 概 要

高齢 者 の症 状 は 日々変 化 して い るた め、転倒 リス クアセ ス メ ン トツール に よ る評 価 だ け

で は 、転倒 に 対す る十 分 な対応 が で きな い。 そ こで 、 ス タ ッフが転倒 に対 す る危 険 予知 能

力 を高 め る こ とが重 要 とい え る。

K Y T ( 危険 予知 トレー エ ン グ) は 、建 設 現 場 な どにお け る労働 災害 を 予防 す るた め に活 用

され てお り、 これ を医療 現場 に応 用 した もの で あ る。 職 場 や 作 業 の状 況 を描 い た K Y T シー

ト ( イラス トや 写真 ) を 使 用 し、K Y T シ ー トの 中の危 険 を ス タ ッフ間 で共 有 し、具 体 的 な

対 策 法 を 見出 して い く もの で あ る。K Y T を行 うこ とで 、危 険 予知 能 力 を高 め るだ けで な く、

具 体 的 な 予防 法 を検討 す る訓練 に もな り、転倒 予防 の実践 につ なが る とい え る。 また 、転

倒 リス クマ ネ ジ メ ン トと して 、リス クアセ ス メ ン トツー ル に よる ケア プ ラ ン と K Y T を 併 用

す る とよい で あ ろ う。

2 . K Y T が もた らす 効 果
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転 倒 予 防 に対す る K Y T が もた らす 効果 に は 、次 に示す よ うな こ とが あ る。

1 ) 転 倒 リス クに関す る専 門知識 の習得 : 誰 で も興 味 が持 て るブ レイ ンス トー ミン グか

ら入 るの で 、 ス タ ッフ全 員で転 倒 予 防 の専 門知識 を★ 有 で き る。

2 ) 日 常 業 務 にお け る転 倒 予防 に対す る問題 意識 ブ) 強化 : K Y T の デ ィス カ ッシ ョンに は

ゲー ム的 要 素 が あ るた め 、参 加 者 に とつて興 味 が持 て る内容 とな り、 問題 意識 が高

ま り学 習 効 果 t ) 上が る。

3 ) ス タ ッフ個 々σ) 問題 と して認識 させ る : 指 導 者 が一 方的 に指 示 す る
“
注 意

" で
は な

く、各 ス タ ッフが K Y T に参加 し、 自分 の 問題 と して考 え るた め 、 ス タ ッフ間 で の話

し合い が活 発 にな る。

4 ) 危 険予知能力の育成 i  K Y T シー トを通 して、『自分だつた らどうしただろ うか』と考

えることで注意力が喚起 され , 危 険予知 ・回避能力が高 ま り、記憶 に も留 まる。

5 ) 転 倒予防の実践能力の育成 : 危険 を予知す るだけでな く、具体的な予防法 を検討す

る訓練 に もな り、転倒予防の実践 につなが る。

6 ) 多 職種チーム と しての総合力 の向上 : 多職種で検討 し、テーム全体で問題 を共有 で

きるため、多職種テーム としての総合力が向上す る。

3  K Y T を 用いた転倒 予防の取 り組み

療養型病棟 、 リハ ビ リテー シ ョン病棟 、老人福祉施設 、療養介護事業所 ・重症心身障

害児施設 2 6 4 床を有す る医療施設 において、K Y T を導入 しその効果 を明 らかに した。

1 ) ス タ ッフを対象 とした K Y T 教育プ ログラムの内容

平成 1 9 年8 月 7 日 に全職員 を対象 として、以下の内容 で K Y T に関す る研修 を実施 した。

( 1 ) 高 齢者 の転倒 リスクと転倒 の状況

( 2 ) R e a s o n の スイステーズモデル と高齢者 の転倒

( 3 ) K Y T と は ( K Y T の概 略 )

( 4 ) K Y T 基 礎 4 ラ ウン ド法 ( K Y T 基礎 手 法 )

( 5 ) 事 例 を使 用 した K Y T の実 際

2 ) K Y T リ ー ダー に関す る教 育 プ ログ ラム の 内容

平 成 1 9 年 8 月 2 0 日 に各病 棟 お よび部 署 で選 出 され た K Y T リー ダー 1 ～2 名 を対 象 と し

て 、以 下の 内容 で K Y T リ ー ダー研 修 を実施 した。 K Y T リ ー ダー に は 、各 病棟 お よび 部 署

で の職 場 や 作 業 の状 況 を撮影 した写真 を 1 0 枚程度 事 前 に準備 して も らつた。

( 1 ) K Y T リ ー ダー の役割

( 2 ) K Y T の 記 録 用 紙 の説 明

( 3 ) そ の他 の K Y T の説 明 : 短 時 間 K Y T 、イ ンシデ ン トK Y T

( 4 ) 持 参 した写真 を用 い て グル ー プ で 実際 に K Y T 基礎 4 ラ ウン ド法 を実施

3 ) 各 病棟お よび部署での K Y T の導入

平成 1 9 年 8 月 2 0 日～9 月 2 0 日の 4 週 間に K Y T リー ダー を中心 に各病棟お よび部署の

スタ ッフが、K Y T を実施 した。

4 . K Y T 実 施後のア ンケー ト

回答者 は 1 0 1 名、性別 は男性 1 6 名 ( 1 5 . 8 % ) 女性 8 5 名 ( 8 4 . 2 % ) であつた。平均年齢 は

3 8 . 3 ( ±1 2 . 4 ) 年で、経験年数 は 1 1 . 9 ( ±1 0 . 6 ) 年であつた。職種 は看護職 4 8 名 ( 4 7 . 5 % ) 、

介護職 4 9 名 ( 4 8 . 5 % ) であ り、各スタ ッフが経験 した K Y T の回数 は 0 . 9 7 ( ±0 . 7 0 ) 回( 0 3 回 ) 、
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K Y T リ ー ダー が実施 した K Y Tの 回数 は 2 . 0 0 ( ±0 . 9 7 ) 回 ( 1 4回 )で あつ た。

KYT実 施後 (4週 間)のアンケート

転倒リスクに関する専門知識
の習得ができる

日常業務における転倒予防に

関する間趨意識を強化できる

各スタッフが転4奎母予防を4圏々
の問題として言忍岳裁できる

転4套じ予防に関する危険予知

力が育成できる

転4軍t予防の実践能力が育成
できる

多職種チームとしての総合力
が向上できる

とてもそう思う どちらとも言えない

ア ンケー トか らは 「転 倒 予 防 に関す る実践 能 力が育成 で き るJ 、「転 倒 予 防 に関す る危 険

予知 能 力 が 育成 で き るJ と 回答 した者 が 9 割 で あ り、 7 害1 以上 の者 が 「今 後 も継 続 して い

きた い」 と回答 した。 自由記載 を下 記 に示 した。

ロ チ ー ム で話 し合 うこ とに よ り、い ろい ろな問題 点 が浮 き彫 りに な り、危 険 予知 に対

す る考 えが 今 まで以 上 に広 が っ てい く.

勉強 に な る し、転倒 予防 につ なが る と思 う。

自分 が思 って もい な い所 に危 険 が潜 ん で い る こ とに気 付 か され る。

行動 目標 を 自党 し、他職 種 も実施 で きた と思 う。

患者 様
一 人 ひ と りの危 険 が整 理 で きや す く、わ か りや す い。

ス タ ッフで話 し合 うこ とで危 険度 をチ ェ ック しなが ら事 故 を防止 す る こ とが 出来 る。

い ろん な 目で危 険 を予測 す る とい うこ とは、 自分 の 考 え以 外 に もた く さん の答 えが

あ り、 良 い と思 う。

各 ス タ ッフ間 の意 識 付 け にな る と思 うの で 、続 けて い きた い。

意識 を持 つ こ とに よ り、注 意 して業務 を行 い 、 又 、 自分 以外 の方
・の考 え も知 る こ と

が で き、転 倒 予 防 の 実践 能 力 が 向上す る と思 う。

自分 の気 付 か なか った部 分 が習得 で き る。

4週 間の K Y T導入後 、アンケー ト結果では転倒 に関す る危険予知能力が育成 できるな ど

あまり思わない

ややそう思う

□

□

回

□

回

回

□

　

□

回
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の ス タ ッフか ら高 い評 価 が得 られ た。 新 人 や 経 験 の少 ない ス タ ッフの学 習機 会 とな り、 日

頃 か ら転 倒 予 防 を意識 す る よ うに な つた との意 見 が得 られ た。 7 割 以 上 が今 後 も継 続 した

い とが 回 答 したが 、K Y T を実践 して い くた め には 、K Y T の時 間 の確 保 が課 題 とな った。

I I I . 活動 の成 果

転 倒 予防 に 関す る K Y T 研 修 の ブ ロ グラム を開発 し、K Y T リ ー ダー を 中心 に 4 週 間 の K Y T

を実施 した。 K Y T を 実施 す る こ とで転倒 ・転 落 に関す る実践能 力 が 向上 し転倒 に関す る危

険 予 知 能 力 が育成 で き るな どの ス タ ッフの か らの高 い評 価 が得 られ た。

I V . 今 後 の課 題

ス タ ッフの ア ンケー トか ら、7 割 の ス タ ッフが今 後 も K Y T を継 続 したい と回答 して い た

が 、病 棟 で の K Y T の時 間 の確 保 が課 題 とい え る。 さ らに K Y T 導入 に よ り、転 作J ・骨 折 発 生

の減 少 に繋 が つた の か今 後 検 討 す る予定 で あ る。

なお 、本事業の内容の一部 は、転倒予防医学研 究会第 4 回 研究集会 ( 平成 1 9 年 1 0 月 7

日 ( 日) 場 所 : 京都府 医師会館 ) の シンポジ ウム 『認知症高齢者 の転倒 ・転落事故 を防 ぐ』

において、「認知症高齢者 の転倒 ・転落 K Y T ( 危険予知 トレーニ ング) 」として発表 した。

【KYTリ ーダー研修の様子】
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４盟
浄|か―す |

【リー ダー研修 にお ける K Y T の 内容】

全盲で時々、不稿行動のある高齢患者が
臥床しています。

萎|

危険ストーリー

□ 柵はしてあるが、力が強いので転落する。

□柵を抜いて床に降りて、安定剤も内服されて
いるためにお、らついて転倒する。

□ 右側の柵を紐で結んであるために、乗り越え
1警1半1茂ぉ

第2ラウンド:危険のポイント:

全盲で詔知症があり、不穏状態が強いので、

第4ラウンド:チーム行動目標
病室を詰所の近くにして、1時間に1回は訪室する !

て転落する。

ロ ミトンの金属などでケガを

する

ロ ベッド柵に四肢をはさむ ■■者i<煮 '1軍
|| |   ―‐!|:|   工|■t

つヽらヽもでん休

策
　
て

‐――ヨ
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2)南 勢志摩地域 における健康寿命の延長を目指 した地域ケアシステ

ム構築

学 内研 究員 ! 磯 和 勅 子 、鈴 木 み ず え、 グ ライナ ー智恵 子 、 内 田敦 子 、村 鳴 正 幸

学 外研 究員 : 澤 井 史穂 ( 女子 美術 大学 ) 、金 森 雅 夫 ( びわ こ成 隆 ス ポー ツ大 学 ) 、高木 静 、

南 部 真 希 子 ( 志摩 市 総 合 保 健 セ ン ター ) 、井 上 秀 美 、 岡憲 子 ( 志摩 市 志 摩 保

健 セ ン ター )

【事業要 旨】

本事業 の 目的 は、地域高齢者 の健康寿命の延伸 を 目指 した地域 ケアシステムを構築 し、

二重県の保健事業 に提供す ることで、効果的な健康教育、健康支援 の開発 に貢献す ること

である。過去 2 年 間に亘 る調査 によ り明 らかに した健康障害要因 ( 肥満お よび身体活動量

の不足) に 対 し、昨年度 に引き続 き、健康教育資料の改良、健康教育、健康教育資料お よ

び健康教育効果の情報提供 を行い、高齢者 自主運動 グループ とそのサポー トグループの育

成 ・支援 の拡充 を進 めた。今後は、行政お よび地域 医療 との連携 を強化 し、高齢者 自主運

動 グループ とサポー トグループ活動の継続 と拡充を支援す る体制 を整 える必要がある。 ま

た、 これ らの活動 を県下の住民に広報 し、健康づ くりお よび介護 予防に対す る意識 の向上

に努 め、更 なる 自主運動 グルーブやサポー トグループの発足を推進 ・支援す る必要がある。

【地域貢献 のポイ ン ト】

健康教育及び高齢者 自主運動 グループ とそのサポー トグループの育成 ・支援 によ り、地

域高齢者 の疾病予防及び体 力維持 ・向上に関す る、積極性 と自主性 を高め、 自主活動 を促

進 できる。 さらに、世代の違 う地域住民同士がお互いの健康 をサポー トし合えるコミュニテ

ィの育成にも役立つ。 また、健康教育資料お よび健康教育の成果 を専門職者や住民に情報

発信す るこ とで、地域保健事業の開発 と発展 に寄与す る と共 に地域住民の健康行動への関

フとヽを高 めることがで きる。 さらに、高齢者地域 ケアシステムの構築 に寄与で きる。

I . 活 動 目的 ・目標

高齢化 の進展 に よ り医療費や介護負担が急増す る中、高齢者 の健康寿命 を延仲す るため

の施策開発 が急務 となつている。 し か し、現在 、有効性 と実現可能性 が実証 され た地域 ケ

アシステムは少 ない。 そ こで、二重県の中で も高齢化率が高 く、医療 費や介護負担の増加

が懸念 され てい る南勢志摩地区の高齢者 を対象 として、健康寿命の維持 ・向上を 目指 した

地域 ケア システムを構築 し、二重県下の専門職者 に提供す ることで、効果的な健康教育 ・

健康支援 ブ) 開発 に貢献す ることを 目的 とす る。過去 2 年 間に亘 る健康 ・体力調査 によ り明

らかに した疾患関連要因 ( 肥満 と運動不足 に基づ く健康障害) の 低減 を 目指 し、昨年度 よ

り、①健康教育資料 の開発、②地域高齢者 の運動 と栄養 に焦点 を当てた健康教育、③健康

教育の効果 と健康教育資料 の情報提供、④高齢者 自主運動 グループ とそのサポー トグルー

プの育成 ・支援 を行 なつてきた ( 詳細は平成 1 7 ‐1 8 年 度セ ンター年報参照) 。今年度 は、
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昨年度 に引き続 き、健康教育資料 の改良、健康教育、健康教育資料お よび健康教育効果 の

情報提供 を行い、高齢者 自主運動 グループ とそのサポー トグルーブの育成 ・支援 の拡 充を

進 めることを 目標 とした。

. 活 動 内容 お よび経 過

1 . 健 康教 育 資料 の開発

1 ) 運 動 プ ロ グ ラムお よび パ ン フ レ ッ トの作成

昨年 度 作成 した 下肢 筋 力強 化 運 動 プ ロ グ ラム を、
一

部 の高齢 者 に とつて は難 易度 が

高 く、習得 が困難 であ り、 自宅 にて利 用 し難 い とい う意 見 に基づ き、よ り単純 で効果 的

な 内容 に 一部 修 正 した。運 動 の 内容 は座位 や 立位 で行 な う 6 種 類 の下肢 筋 力強 化 運 動

で 、高齢 者や 住 民 に親 しみや す い よ う、「志摩 市 の はつ らつ健 脚 運 動 」 と名付 けた。パ

ン フ レ ッ トの 内容 は運 動 の必 要性 と効 果 、運 動 実施 前 ・中の注意 事 項 、運 動 時 の正 し

い 姿勢 、運 動 プ ロ グ ラム の詳 細 、運 動 を継 続 す るた めの方 法 で あ り、罹 り付 け医師 の

サ イ ン欄 を設 けた。 また 、 自宅 での定期 的 な運 動 を推 奨 す るた め運 動 記録 用 紙 、音 楽

テ ー ブ 、 ボール ペ ンを添 付 し、オ リジナ ルバ ックにセ ッ トした ( 図 1 ) 。

①パンフレット

②記録用紙

③音楽用テープ

④ DVD

⑤オリジナルバッグ

蘇憐

図 1

2 . 健 康教育および運動の実技講習

健康教育 として、1 )バ ンフレッ トを用いた運動および肥満予防に関する講義、運動の

実際 と習得 として、2 )運 動の実技講習を実施 したc

l )運 動お よび肥満予防に関す る講義

①対象 :志摩市高齢者学級 「はまゆ う大学」(以下、はまゆ う大学)の 受講者 8 0名

②場所 !志摩市志摩文化会館

③ 日時 :平成 1 9年 5月 2 4日 (木) 1 8 : 3 0 - 1 5 : 0 0

④方法 :「健康で楽 しい生活 をめざしてJと い う主題で、運動 と肥満予防に関す る講

義を実施 した。その際、運動お よび栄養パ ンフレッ ト、昨年度実施 した運動介入

の評価結果のまとめを配布 し、それ らに基づき講義 した。

2 )運 動の実技講習

①対象 :は まゆ う大学の受講者 8 0名

②場所 :志摩市志摩文化会館

③期間 :平成 1 9年 9月 ―平成 2 0年 2月

下肢 筋 力強 化運 動 用 グ ッズ

―-34-一



④ 方 法 : は まゆ う大学 受 講 者 個 々に、1 . で 作成 した下肢 筋 力強化 運 動 用 グ ッズ を配

布 し、説 明 を行 な つた。 そ の上 で 、毎 月 1 回 開催 され るはま ゆ う大 学 へ研 究員 お

よび サ ポー トグル ー プ ( 志摩 町ヘ ル ス フ レンズ) の ス タ ッフが 出 向 き、作 成 した

運 動 プ ログ ラム を用 い て 下技 筋 力 強 化運 動 の実技 講 習 を実施 した。 また 、 自宅 で

の定期 的 な運 動 を推 奨 す るた め運 動 記 録 用 紙 へ の記 録 を勧 めた。

3 . 高 齢者 自主運動 グル ー プお よびそのサ ポー トグル ー プの育成

地 域 住 民 を 中心 と した 自主 的 な健 康 活 動 体制 を構 築 す るた め に、平成 1 8 年1 2 月か ら志

摩 市志 摩 町 に在 住 す る高齢 者 の 自主運動 グル ー プ とそ のサ ポー トグル ー プ の育成 、支援

を行 な つ て い る ( 詳細 は平成 1 8 年度 セ ン ター年 報 参 照 ) 。志摩 町2 地区の老人 会 参加 者 ( 自

主運 動 グル ー プ ) が サ ポー トグル ー プ の ス タ ッフ と共 に毎月 2 回、下肢 筋 力 強 化 運 動 を行

つて い る。 自主運 動 グル ー プ に は、 自宅 で 日々行 な う自主 的 な運 動 も推 奨 し、3 ヶ月 に 1

度 、運 動 を継 続 す る意 思 、運 動 量 、歩行 力 、下肢 筋 力等 の評 価 を行 つた。 また 、定期 的

に運 動 記 録 用紙 を確認 し、実施 状 況 や 運 動 に よ る効 果 を話 し合 うこ とで 、 自宅 にお け る

運 動 の習 慣 化 を 目指 した。 なお 、本 取 り組 み の進 行 に 当た つて は、志 摩 市志 摩 保 健 セ ン

ター の保 健 師 、老 人 会 会長 、サ ポー トグル ー プ の ス タ ッフ と定期 的 に検討 会 を行 い 、住

民 の健 康 を 自分 達 自身 が維 持 ・増進 す る こ とが大切 で あ る こ と、そ の為 に行 政 と大学 が

支援 し、体 制 作 りを行 うこ とを伝 えた。

I I I . 活動 の成 果

1 . 健 康 教 育 資料 の開発

健康 教 育 資料 と して、下肢 筋力強化運動 プ ログラム、パ ンフ レッ ト、音楽 テー プ 、記録

用紙 、オ リジナルバ ッグを下肢 筋力強化運動用 グ ッズ と して1 セ ッ トに し、全2 0 0 セッ ト作

成 した。 昨年度 作成 した下肢 筋力強化運動 プ ログラムを簡易化 した こ とに よつて、参加 者

か ら 「簡 単 で覚 えや す い」、 「他 の集 ま りで紹介 で き る」、 「自宅 で実施 しや す くな つた」等

の意 見 を頂 いた。 また、オ リジナルバ ッグにセ ッ トす る こ とで、老 人会や 高齢者 学級 参加

時 に 「持 って きや す いJ と い う意 見や 、「運動 のかばん を見 る とせ なあかん と思 う」、「記録

が あ るか ら毎 日少 しで も行 な う」 とい う運動 へ の意識付 けにつ なが る意 見 を頂 いた。

2 . 健 康 教 育お よび運動 の実技講習

講 義 に は約 8 0 名 の高齢 者 が参加 し、個 別 にパ ンフ レッ トと下肢 筋 力 強化 運 動 用 グ ッ

ズ 1 セ ッ トず つ を配 布 した。 昨年 度 実施 した運 動 介 入 の評 価 結 果 の ま とめ を配 布 した こ

とに よ り、「運 動 の効 果 が 具体 的 に理 解 で きた」、「運 動 を してい る者 と して い ない者 の効

果 の差 が理 解 で きた」 との意 見 を頂 い た。

平成 1 9 年 9 月 か らの実技 講 習 開始 前 に、平成 1 8 年 5 月 か ら平成 1 9 年 2 月 まで実施

した運 動 講 習 に よ る運 動 の習慣 化 の状 況 を確 認 す るた め に ア ンケー トを実施 した。 そ の

結 果 、 昨年 度 に運 動 の実技講 習 を受 けた者 5 6 名 中、そ の後 、 自宅 に て運 動 を実施 した

者 は 4 1 名 ( 約 7 3 % ) で 、現在 も継 続 して い る者 は 3 2 名 ( 約 5 7 % ) と 半数 以 上 に及 ん

だ。また 、現 在継 続 して い る者 の運動 実施 状 況 は、週 に 2 日 以 上 ～ 毎 日が 2 9 名 ( 約 5 1 % )

で あ り、実感 して い る効 果 は 、「つ まず き難 くな つた」、「歩 行 に 自信 がつ い た」、「膝 の痛

み が軽 減 した」 な どで あ つた。 自宅 で の運 動 を実施 しなか った者 1 6 名 ( 約 2 8 % ) お よ

び 途 中でや めた者 8 名 ( 約 1 4 % ) の 理 由 と して は 、 「忙 しい」、 「日頃 か ら畑 な どで動 い

て い る」、 「変 化 が な い」 な どで あ つた。

今 年 度 9 月 か ら毎 月 1 回 実施 してい る実技 講 習 に は毎 回約 6 0 ～7 0 名 が参加 した。 運
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動内容 を簡易化 した ことによ り、参加者 の多 くは運動 内容 をほぼ習得 してお り、「覚 えや

す く、 自宅 で も行 なっている」 とい う意見が多 く聞かれ てい る。

3 . 高 齢 者 自主運 動 グルー プお よび そのサ ポー トグルー プの育成

2 地 区の老 人 会 にお け る 自主運 動 グル ー プ の運 動 には毎 回約 2 0 名 ず つ ( 計 4 5 名 ) が

参加 して い る ( 図 2 ) 。参 加 者 は下肢 筋 力強 化 運動 プ ログ ラム を ほば習得 してお り、参加

者 の約 7 0 % は 自宅 にお い て も定期 的 な運 動 を継 続 して い る。 また 、運 動継 続 に よ る効 果

も実感 してお り、今 後 運 動 を継 続 して行 く意識 も高 い。

老 人会 に は 、サ ポー トグル ー プ の ス タ ッフ 2 ～4 名 ず つ が毎 回参加 し、高齢 者 と共 に運

動 と定期 的 な評 価 を実施 して い る。 ス タ ッフは参加 者 の健 康 状 態や 自宅 にお け る運 動 の

継 続 状 況 を尋 ね 、励 ます な ど、積 極 的 に関 わ り、サ ポー トグル ー プ と して の 自党 と行 動

が 育 まれ つ つ あ る。 自主運 動 グル ー プ か らも、「ヘ ル ス フ レンズ ( サポー トグル ー プ ) が

来 て くれ る とや る気 に な る」、 「誰 か が 関 わ つて くれ る と励 み に な るJ な ど、サ ポー ター

の必 要性 と有 効性 を実感 す る意 見 が 聞 かれ た。 さ らに、今 回対 象 と した地 区以外 の地 域

にお け る老 人会や 集 会 等 にお い て 、本 運 動 プ ログ ラム を紹 介 し、積 極 的 に取 り入れ るな

ど、地 域 高齢 者 の下肢 筋 力強 化 に取 り組 ん でい る。

図 2  老 人 会 にお け る下肢 筋 力強化 運 動 の様 子 ( 写真 中央 サ ポー トグル ー プ ス タ ッフ)

なお 、本 事 業 の取 り組 み と成 果 は 、 2 0 0 7  1 C N  C O n f e r e n c e ( K a n a g a w a ) 、T h e  3 9 t h

COnference of the Asia― Pacific Academic COnsortium for Public Health(Saitama)、  第

1 2 回 老 年看 護学 会 に て発 表 し、 ト レー エ ン グ科 学 V o l . 1 9  N o , 4 2 0 0 7 にて紹 介 した。

I V . 今 後 の課 題

今 後 は 、行 政 お よび 地域 医療 との連携 を強 化 し、高齢 者 自主運 動 グル ー ブ とサ ポー ト

グル ー プ活 動 の継 続 と拡 充 を支援 す る体制 を整 え る必要 が あ る。 また 、 これ らの活 動 を

県 下 の住 民 に広報 し、健 康 づ く りお よび介護 予 防 に対 す る意識 の 向上 に努 め 、更 な る 自

主 運 動 グル ー プや サ ポー トグル ー プ の発 足 を推 進 ・支援 す る必 要 が あ る。
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3.

担 当者 :  村端 真 由美

【事 業 要 旨】

小 児 糖 尿 病 キ ャ ン プ運 営 の 支 援

8 月 に 四 日市 市 で 開催 され た第 3 4 回

東海 地 区小 児糖 尿 病 キ ャ ンプ実行 委 員 と

して 、 キ ャ ンプ全 体 の運 営 ・企 画 へ の支

援 を行 な つた。 さ らに 医療 ス タ ッフや 学

生 ボ ラ ンテ ィア の育成 と して学 習 会 開催

を行 な つた。

医療 ス タ ッフの継 続 した参加 が 困難 な

現 状 の 中、学 生 ス タ ッフの役 割 は非 常 に

大 き く、年 々 、学 生 ス タ ッフヘ の期 待 が

高 まってお り、 キ ャ ンプ期 間 中 、 キ ャ ン

パ ー ヘ の対応 に困 らない よ うに具体 的 か

つ 、実践 的 な学 習 会 を行 った。

感 染 予 防 に関す るケ ア

定期 的 に行 われ て い る二重 病 院感 染 委

員会 にア ドバイザー として参加 し、随時、看護部及び リンクナースや スタ ッフの感染

予防対策 に関す る相談 に助言及び資料提供等の支援 を行 つた。 リ ンクナースの交代は

あったが、昨年 まで以上 に委員会 メンバーで独 自に対応 できるよ うになってきている。

しか し、最新 の知識 を踏 まえた上での独 自の方法 を考 える上での、実践的な情報提供

とい う部分では、身近 な専門的知識 の提供者 の存在 は大 きかった と思われ る。

【地域貢献のポイン ト】

小児糖尿病キャンプ運営の支援

療 育 キ ャ ンプ と して の意 義 が 大 きい この

キ ャ ンプ を継 続 して い く上 で 、重 要 な役 割

に あ る学 生 ス タ ッフ に対 して 、教 育 支 援 が

で きた こ とは 、学 生 ス タ ッフの意 識 や 知 識

の 向上 につ なが った。

さ らに キ ャ ンプ の運 営 に必 要 な 医療 ス タ

ッフや学生 ボ ランテ ィアは、 1 型 糖 尿病 患児

の ケ ア経 験 の少 な い もの が 大 半 を 占 め て お

り、小児看護 の経験 が あ リキ ャンプ参加 経験

の多 い担 当者 の存 在 は大 きか った と考 え る。

子 どもケア 「小児糖尿病患児への支援」

，一ヽ
”イ一

!
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感 染 予 防 に関す るケ ア

最 新 の専 門的 な知識 の提 供 を行 うこ と

た と考 え る。

I . 活 動 目的 ・目標

ができ よ り質の高い看護 の提供 に寄与で き

1 型 糖 尿 病 児 や 家 族 に とつて貴重 な機 会 で

あ る小 児糖 尿 病 サ マ ー キ ャ ンプ の運 営 ス タ ッ

フの育成 お よび よ りよい キ ャ ンプ の運 営 に よ

り、 1 型 糖 尿 病 児や 家 族 の療 養 環 境 の あ り方

につ い て検 討 す る。 さ らに 、院 内での感 染 予

防 対 策 への支援 も平 行 して行 い、1 型 糖 尿 病 児

のよりよい療 養 環 境 のあり方 について検討 する。

H . 活 動 内容 お よび経 過

1 . 小 児 糖 尿病 キ ャ ンブ全 体 の運 営 ・企 画 へ の

支援 を行 な つた。 1 年 間 か けて キ ャ ンプ実 行

委 員会 に 出席 し、学 生 ボ ラ ンテ ィア σD 企画 会

議 に も出席 し、 ア ドバ イ ス を行 な つた。 キ ャ

ンブ 当 日は 、全 体 の運 営 支援 お よび 各企 画 の

運 営 支援 を行 な つた。 さ らに医療 ス タ ッフや

学 生 ボ ラ ンテ ィア の育 成 と して学 習 会 開催 を

行 な った。

2 .感 染予 防 に関す るケア と して 、三重病院感

染対策 委員 会 にア ドバ イザー と して参加 し、

看護 部 、 リンクナー ス、 ス タ ッフヘ の感 染 予防対策方 法 の相談 …情報提 供 を行 つた。

I I I . 活動 の成 果

可 小 児 糖 尿 病 キ ャ ン プ運 営 の 支 援

1 ) 8 月 に四 日市市 で開催 され た小児糖 尿病 サマー キ ャ ンプの運 営支援

2 ) 4 月 、 6 月 、 7 月 、 8 月 に学生 ス タ ッフヘ の勉 強会 の開催

3 ) 2 ヶ 月 に 1 回 行 なわれ るキ ャンプ実行 委員 会 に出席

4 ) 毎 月 1 回 行 なわれ る学生 の企 画会議 に出席 し、助 言
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2 ` 感 染 予 防 に関す るケ ア

1 ) 二 重病院感 染 対策委 員会 にア ドバ イザー と して参加

2 ) 年 間 を通 して、院 内 ガイ ドライ ンの検討及 び リンクナー スの教 育支援

3 ) 看 護 部 、 リ ンクナー ス、ス タ ッフヘ の感 染予防対策方法 の相 談 ・情報提供

I V . 今 後 の課 題

キ ャ ンブ運 営 の で き る医療 ス タ ッフが不 足

して い るた め、継 続 した参 加 が で き る学 生 の

教 育や 企 画 運 営 の支援 を行 い 、 1 型 糖 尿 病 児

や家 族 の エー ズ に応 え る こ との で き る よ うに 、

活動 を継 続 して い く予定 で あ る。

感 染 予 防 に関す るケ ア で は、徐 々に独 自で

対 策 の検 討 が で き る よ うに な つて きてお り、

今 後 は 、 必要 な時 にのみ 活 動 の 支援 を継 続 し

て い く予 定 で あ る。
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皿.教 育 ・研修開発および

産学官民共同研究



1.研 修支援プログラム

1 )看 護研究の基本ステ ップ

担 当教員 :斎 藤真 ・玉 田章 ・佐 甲隆 ・山 口和代 ・鈴木みず え ・永見桂子 ・口井徳子

佐 々木 由香 ・伊藤薫

【事業要 旨】

二重県内で働 く看護職者 へ看護研 究の基本 となる講義の実施 を通 して、看護研 究の

基礎 力の形成 を図 り、ひいては看護 の質の向上 に資す ることを 目的 と して、本学教員

お よび職 員 を指導者 とした看護職者 向け看護研 究の基礎講座 を昨年 に引き続 き開催 し

た。参加者 ア ンケー ト結果 において も好評 であ り、活動継続 の必要性 が求 め られ た。

【地域貢献 のポイ ン ト】

二重 県内全域の看護職 を対象 とした看護研究の基礎講座 を開催す ることによ り、看

護研 究への意欲 ・技術 の向上 を 日指す ことが期待で きる。 また参加者同士や教員お よ

び職 員 との交流 を もつ ことによ り、継続 して看護研究 に取組 める意識 を高める契機 と

なつた。

I .活 動 目的 ・目標

看護 の 日常業務 の中か ら研 究テーマ を見つ け、研 究に取組むための看護研 究の基本 を

身 に付 ける基礎講座 を通 して、看護研 究への取 り組み意欲 ・技術 の向上 を図 り、ひいて

は 日常業務 の質 σ)向上 に資す る。

工.活 動 内容お よび経過

平成 1 9年 6月 ～ 1 1月 まで、月 1回 (計 6回 ) 1 0 講 義 を行 つたc詳 しい 日程お よび内

容 は表 1参 照.

表 1  看 護研 究の基本 ステ ッフ 日程表

回 数 日 程 ア ー マ 担 当教員及び職 員

第 1 日 6月 28口 (木) 研 究 ってなに ?は じめよ う研 究の第 一歩 ! 鈴木みず え

文献検索方法 と図書館の利用方法 二宮 由加利

第 2 目 7 月 24 日 (ク() 文献の読み方 と計画書の書 き方 日井徳 子

英論 文の読み方 山 口和 世

第 3 日 8 月 7 日 ( 火) 現場 の疑問か ら生 まれ るア ンケー ト調査方法
佐 甲隆

ア ンケー ト調査 を成功 させ るマネジメン ト術

第 4 日 9 月 4 日 ( 火) 看護場 面で求 め られ る質的研 究方法 永見桂子

第 5日 1 0 月 1 2 日 ( 金) 統計は怖 くない !
―エクセルを使って、楽 しく統計解析― 斎藤真

論文 を書 くコツ 玉 田章

第 6日 月 20日 (ク() パ ワーポイ ン トに よるプ レゼ ンテー シ ョン 佐 々木由香
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I I I . 活動 の成 果

1 . 参 加 希 望所 属機 関等 につ い て

二重 県 内 2 0 箇 所 ( 国立病 院 1 箇 所 、県立病 院 6 箇 所 、市 町 立病 院 4 箇 所 、民 間病 院 8

箇 所 、教 育機 関 1 箇 所 ) か ら参加 希 望 が あ り、3 3 名 の参加 を決 定 した。詳 細 は図 1 参 照。

| し ■`へ1 1

+       系名|
!     現員町  ネ曽輝す

‐
1覗

節

ぃ口市  i } fヲ
晋荘嘉晃晏孔 t各 圭 四 日市 病 院 2名

―     1   県 立 総 合 医療 センター 1名
!   曳 申市 競 市 |

(津市 内計 4名 )          ,           |     (鈴 鹿市 内計 4名 )

二 重 大 学 医 学 部 付 属 病 院 2名    1  岱
市
      !     鈴 鹿 中央病院 2名 、村瀬 病院 2

岩崎病院 1名 、武内病院 2名      I          V I

習ザ 軽亀】是考石

志病院 2 名
‐
1 眠

市    ~ ｀
済 生 会 松 阪 総 合 病 院 2 名

二重 県立小児心療センター2 名       ｀ l t    4 坂 ■  蜘 町
  、 . ■

(  ・

二 重 県 立 草 の 実 リハビリテ
ーションセンター 1 名     ―

‐
     義 町 型 駒

, 姉  ■ = | ―
二重介護福祉専門学校 1名      ■               脚 ‐ヽ

優誉町
        、.il―!―

1 苅

町 六紀町

すf戦
′IF空

=

. | ′ヽイ~        県 立志摩病院1名!,   把
Jと期f‐4・

t

!       ■ t,
1    1 ⅢヶⅢ

―

_ i早 ☆市

!十  尾
鷲総合病院 2名

―1 市野市   ■手
‐f

f 子1 1 紀 南病院1 名   図 1  参 加 者 所 属 機 関
一

覧

2 . 参 加 者 ア ンケー ト結 果 につ い て

実施 後 に内容 につ い て の満 足度 を問 うア ンケー ト調 査 を行 つた が 、お お む ね 好 評 で

あ った。 ア ンケー トは最 終 回 ( 1 1 月 2 0 日 ) に 参加 し、 ア ンケー ト記 入 に同意 され た

3 1 名 につ い て回答 結 果 を以 下 に ま とめた。
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1 ) 参 加 者 の基 本 属性

参加 者 の年齢 区分 を図 2 、 経 験 年 数 を図 3 、 職 務 上 の位 置 づ け を図 4 に 示 す 。

5 0 歳 代

4 0 歳 代

7 人  ( 2 2

図 2 参

2人 ( 6 5 % )

加 者 年 齢 区 分

5年 未 満

(161%)

1 0 年

2 0 年

1 5 人

図 3経 験 年数

師 長 1 人 ( 3 2 % )

図 4 職 務 上 の 位 置 づ け

2 ) 講 義 内容 の満 足度 につ い て

不 林 1  人( 3 舛/ n )
や や不 満 1 人 ( 3 2 % )

図 5 議 義 内 容 の満 足 度

(3515%〉

3 ) 研 修 の期 間 の満 足度 につ いて

や や

9)、 (

図 5 研 修 期 間 の 満 足 度

4 )本 事業の継続 について

満 足 2 0 人 ( 6 4 5 % )

図 6 本 事 業 孝継 続 すべきか

【講義 内容 に関す る意見】

・ 研 究 を行 な う上 での構成や 内容 が よ く理解 で き

た。
・ 研 究の基本的 な事 については教 えて頂 いた と思

い ます。研 究のデザイ ン別 に、も う少 し詳 しく講

義 を していただけ るコー スが あ る といい と思 い

ます。
・ 統計 について も う少 し勉強 したかった。

【研究期間に関する意見】

・ 月 に 1 回 ペ ー スな の で参加 しや す か った。研 究 を

行 な う上 で の構 成 や 内容 が よ く理 解 で きた。
・ あ と半年 間 、実際 の研 究 で事 例 を と り、具体 的 に

考 えた か った。
・ もつ と延 長 して ほ しい。自分 が取 り組 む研 究 を持

ち込 ん で研 修 を受 けつ つ 、完 成 させ て い けた らい

い と思 い ま した。

【事業継続 に関す る意見】

・ 他 のスタ ッフに もぜひ参加 してほ しい。
・ この よ うな講義 を受 けたい と思 つてい る人 は多

い と思い ます。研 究をや った ことのない人 を対象

に研修者 を募 って継続 してほ しいです。
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5 ) 本 事 業 につ い て の意 見 ・感 想 につ い て

>  全 て の先 生 が親 切 で丁 寧 に教 えて い た だ き、 良 か った。 い ろん な分 野 で い ろん

な施 設 や 病 院 の方 と出会 え、勉 強 で きて 良 か った。 質 的 ・量 的 に ポイ ン トを絞

っ た研 究 方 法 につ い て も勉 強 で き る と良い。 職 場 に も出前講 座 を して い た だ け

な い で しょ うか ? 期 待 して い ます。

>  英 論 文 の読 み 方 の講義 を とて も楽 しく興 味深 く受講 させ て頂 き ま した。

>  統 計 学 が苦 手 か と思 って い た が 、授 業 が分 か りや す くス ムー ズにい けた。

>  院 内 で の研 究 に行 き詰 っ た時 等 に相 談 で き る窓 日が あれ ば嬉 しい です 。

>  参 加 者 の 方 々が意 欲 的 で刺激 に な りま した。 研 究 をが ん ば ろ うと意 欲 が 出 て き

ま した。

6 ) 本 事 業 以 外 につ い て も、地域 交流研 究セ ン ター に期 待 す る こ と

>  今 回 、受 講 したテ ー マ それ ぞれ を もっ と深 く学 べ る よ う、 又 、 それ らを選 ん で

受 け られ る よ うな学 習 会 を して ほ しい。

>  実 習 指 導 者 の講 習 会 が あ ります が 、
一 方的 に終 わ るの で 、他 の施 設 で の状 況 、

学 生 につ い て も情 報 交 換 で き る場 と して t ) ある と うれ しい です。

>  研 究 の窓 日、研 究 を指 導 す る側 の相 談 窓 日が あれ ば い い な と思 い ま した。

>  研 究 が相 談 で き る窓 口をつ くつて ほ しい。 なか なか デ ー タ分 析 の方 法 を教 え て

くれ る人 が病 院 に は い な い の で 、量 、質 共 に じっ く り学 び た い。

>  研 究 だ け で な く他 の こ とに対 して t ) 相談 で き る場 所 と して くだ さい。 現 場 に は

相 談 や 具 体 的 な指 導 を出 来 る人が か な り少 な い の で 、ぜ ひ 現 場 でお きて い る問

題 に対 して も相 談 窓 口に な っ てい た だ きた い です。

I V . 今 後 の課 題

参加 者 か らの反 応 は 、講 義 内容 ・回数 な どに関 して はお お む ね 良好 で あ つた。 各 所 属

機 関 の管 理 者 か ら も今 後 も継 続 して看護 研 究 に関 して積 極 的 に ス タ ッフ を教 育 して い き

た い の で 、本 講座 を継 続 して ほ しい との要 望 を受 けた。 来 年度 も本 講 座 を継 続 して実施

して い く必 要性 が あ る と考 え る。

セ ミナ ー最 終 日に学長 よ り、参 加

者 へ修 了 証書 が授 与 され た。
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中 日新 聞 平 成 1 9年 6月 2 9日 掲 載
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2 )夢 が丘県民講座

～ケアする人のセルフケアセ ミナー～

担 当教員 : 伊藤薫 ・若林たけ子 ・小池教 ・荒木美和 ・日比野直子 ・灘波浩子

【事業要 旨】

近 年 、ケ アす る人の ケア につ い て注 目され 、そ の重 要性 が あげ られ て い る。しか し、

二 重 県 にお い て は ケアす る人のセル フ ケア につ い て まだ十 分 に認 識 され て い ない現状

が あ る。 そ こで本 事 業 で は様 々な場 面 で 、 ケア に携 わ って い る人 ( 家族 介護 者 2 名 、

介護 職 2 6 名 、看護 職 7 名 ) の 計 3 5 名 を対 象 と して 、講 演 、演 習 、 ワー ク シ ョップ

な どを通 して 、 ケ アす る人 自身 が ケア され る こ との重 要性 につ い て体験 的 に学 ぶ機 会

を提 供 した。 結 果 と して 、お お む ね好 評 で あ り今 後 も継 続 したセ ミナ ー 開催 が要 望 さ

れ た。

【地域貢献のポイ ン ト】

ケアす る家族や看護 師 ・介護 士等専門職 の うつ病やバー ンア ウ トが問題 になってい

る。二重県内において も同様 の問題 が指摘 され ている。 これ に対 してケア され る人も

ケア され なけれ ばな らない とい う認識 とともに、各 自の職場で 自らをケアす ることの

重要性 について浸透す ることが期待 され る。 それ によって、家族 をケアす る家族、看

護 師介護 上等 、職業 としてケアに従事す る方 々へのス トレスやバー ンア ウ ト防 止への

一助 とな り、ケア環境お よびケアす る人の健康の重要性 を考 える契機 となったc

. 活 動 目的

二重県内ではケアす る人のセル フケアについて十分浸透 していない実状がある。 ケア

す る人 自身 がケア され なけれ ばな らない とい う考 えを県内に浸透 させ てい くことを 目的

とす る。

工 . 活 動 内 容 お よび 経 過

平 成 1 9 年 1 0 月 ～ 1 2 月 まで 、 月 1 回 ( 計 3 回 ) 6 講 義 を行 っ た ( 表 1 ) 。

表 1  セ ミナーの概要

日   F寺 研 修 内 容 講  師

10月  27日

講 演
「ケアす る 人の ケア」・～セ ル フケア環境 づ く り～

財 団 法 人 た ん ぼ ほ の 家

森 口弘 美 氏

ワー ク シ ョ ップ

「ケ ア す る 人 J の I H 会↓

本 学 担 当教 員

11 月  24 日

講 演お よび演習
「自己へ の気づ きを体験 しよ う ! 」

保 健 師 ・交 流 分 析 士

山 口節 子 氏

ワー クシ ョップ
「歌 と音を楽 しみ 、豊 な時間 を」

音 楽療 法 土

伊 沢径世氏

12月  24日

議 演お よび演習
「よ りよい対 人関係 を築 くためにJ

保 健 師 ・交 流 分 析 士

山 口節 子 氏

講 演 お よ び ワー ク シ ョ ップ

「素 敵 な ケ ア 」 の 紹 介

四 日市 医療 生協施設長

小澤 常氏
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I I I . 活動 の成 果

参加 者 に対 して本 セ ミナ ー 終 了時 に、セ ミナ ー につ い ての感 想 を求 め た。 3 5 名 中 2 3

名 か ら回 答 を得 られ 、以 下 の よ うな概 要 を得 た。

1 . 回 収 率 ・参加 者 の属性 ( 年齢 ・立場 )

8 5 名 中 2 3 名 か ら回答 を得 た。 参加 者 の年齢 お よび 立場 を図 1 、図 2 に 示 す。

2 0歳 代 1名 ( 4 . 3°l j )

50歳 イ

10名

(17.4%)

( 3 4 . 8 % )

図 1 .参 加 者 年 齢

看護 助 手 2 名 ( 8 . 7 1 1 1 j )

家族 介護 者

1 名 ( 4 3 0 0 )

看護 職 3 名

( 1 3 . 0 °。)

ヘルハ ー 8

(34.8° 。

図 2 .参 加 者 の立場

2 . 講 座 内容 に対 す る満 足度 につ い て

講 座 内容 に関 して は 、 図 3 に 示 す 。 結 果 は 、概 ね満 足 ( やや も含 む ) と 回 答 して い た。

特 に音 楽療 法 士 に よ る ワー ク シ ョッブ ヤよ、全 員 に満 足 で あ る と回答 を得 、次 に交 流 分析 を

用 い た講 演 お よび 演 習 は 、ス トレスマ ネ ジ メ ン トに役 立 った とい う意 見が 多 く寄せ られ た。

10 20 30

講 演 「ケ アす る人 の ケ ア ～セルフケアの環境づくり～ 18名 (56.5%】 ■■7 ( 3 0 . 4 % )

( 3 0 , 4 % )ワータショッフ  「 ケアす る人 |の 出会 い 12 52,2%)|17

講 演 お よび 演 習 「自己へ の気 づ きを体験 しよ う 1

ワークショッフ 「歌 と音 を楽 しみ 、豊 な時 間 を」

22,名  (95.7核 よ)  1 4 . 3 % )

0 . 0 % )

4 . 3 % )

( 3 0 。4 % )

名 (100,

講 演 お よび 演 習 「よ

講 演 お よび ワー クシ

ぬ
ソ
　
　

　

　

ヨ

よい対 人 関係 を築 くた め に

ップ 「素 敵 な ケ アJ の 紹 介

22名 (95,7%) 1名

1 3 名 ( 5 6 . 5 % 名

図 3 .講 座 内容 へ の満 足度

□満足 □やや満足
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3 . 参 加 動機 ・事 業継 続 へ の希望

参加 動機 お よび 事 業継 続 へ の希 望 につ い て図 4 、 図 5 に 示す。

ケアマネか ら 1名 (4.3%)

職 場 の 上 司 か
ンを見 て

( 2 6 . 1 % )
5名 (4.3%)

友 人 か ら

2 名 ( 8 , 7 % ) を 見て

大 学 関 係 名 (17.4%)

5 名 ( 2 1 . 7 % )

図 4 . 参 加 動機

そ う思 :

6名 ( 2 6

図 5  事 業継 続 へ の希 望

と|て|も|そ|う

11711i々lll(1713

4 。 自由記 載 か ら一
部 抜 枠

1 ) セ ミナ ー の 内容 につ い て

>  自 分 自身 ″) 考え方 の癖 を知 り、 ス トレスの大 き さを再確 認 で き ま した。 現 在 休 職 中で

あ り、心癒 され た く参 加 しま した が 、参加 して本 当に よか つた です。 自分以 外 に も同

じよ うに ス トレス を感 じて い る方 と出会 えて心 強 く思 い ま した。

>  自 分 の こ とは意 外 とわ か らず 対 人 関係 に も悩 む ところが あ りま した が 、少 しず つ 努 力

を して他 人へ の声 の か け方 を変 え られ る よ う心 が けてみ よ うと思 い ま した。

>  あ ま リケ アす る人 の ケ ア を考 えた こ とは あ りませ ん で した が 、「あ っ、そ うだ。 ケアす

る人 も同 じ人間。 い ろん な思 い を抱 えて仕 事 され てい るの だ」 と改 めて思 い考 え させ

られ ま した。

>  ケ ア をす る人 を ケ アす る こ とこそ最 も重 要 な こ とです。 この様 なセ ミナ ー を して い た

だ き感 謝 します。

2 ) 開 催 回数 につ い て

>  単 発 の方 が参 加 しや す い か な と思 い ま した。

>  仕 事 の 関係 で 3 回 続 け る事 が 出来 に くい。

>  顔 も覚 えて きて 、知 らな い方 とも仲 良 くなれ る。

>  続 けて何 度 か受 け る方 が とて も良 い の です が 、 1 カ 月 1 回 とは い え、 月 中頃 の 土曜 日

は仕 事 的 に少 し苦 しか った。

3 ) 本事 業 を継 続 した方 が 良 い か

>  私 た ち看護 、介護 職 は ケ アす る立場 と思 われ て い るが 、私 達 も仕 事 を して い る立場 で

あ リス トレス は とて も大 きい と思 い ます。 し か し職 場 で は ケ アす る体 制 は と られ て い

ない の で 、 こ うい う場 は もつ ともつ とあ つて もい い と思 い ます。

>  他 職 種 の方 の 考 えや 思 い も聞 けて一 緒 に笑 うこ とや 歌 うこ とが 出来 て癒 しにな った。

>  明 日へ のエ ネル ギー に な ります の で 、多 くの 人 に受 けて も らい た い。

>  自 分 も参加 した い し、他 の方 に もす す め た い。 セ ル フケ アセ ミナ ー が とて も大 切 、 必

要 だ と感 じて い ます。
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4 ) 本 事 業 へ の感 想 ・意 見

今 回 の ス タイル な ら会 場 を少 し大 き く して定員 を増 や して も良 い と思 う。 身 体 を動 か

す 、 レク リエ ー シ ョン を取 り入れ て も楽 しそ う。

ケ アす る人 の ケ ア が重 要性 とな っ て きて い るの で 、 この よ うなセ ミナ ー を幅 広 くい ろ

ん な場 所 で行 な って い って ほ しい。

絶 対 に継 続 して 下 さい。 自分以 外 の方 に も参 加 の機 会 が あ ります よ うに。 家 族 介護 に

潰れ て しま う人 が あ りませ ん よ うに。

各 先 生 方 の暖 か い雰 囲気 に とて も癒 され ま した。

5 ) 地域 交 流研 究セ ン ター ヘ の意 見

い ろい ろなセ ミナ ー を提 案 して ほ しい。内容 に よって は実 費 が 発生 して も良 い と思 う。

心 の ケ ア 、技 術 の 向 上 へ の 具 体 的 な取 り組 み へ の支援 をお願 い した い。 燃 え尽 き を防

止 した 取 り組 み を期 待 します。

ケ アす る人 が 、 い つ まで も元気 で今 の仕 事 が継 続 で き る よ うに な つて ほ しい です。

保 健 医療 ・福 祉職 ・あ るい は家 族 が気軽 に交 流 し合 え る場 の提 供。

I 1 7 . 本事 業 に対 す る評 価 と今 後 の課 題

今 回 の参加 者 は 4 0 代 、 5 0 代 が 多 く、仕 事 で は管理職 、 中間管理職 年 代 、家 庭 で も家 庭

人 と して様 々な課 題 を もつてお られ る年代 で はな い か と考 え られ 、参加 の エー ズ は 、「ケ ア

の本 質 を学 ぶ 」 よ りは 、歌 を歌 っ た り、 同 じ立場 の方 々 との交流 な どの 「癒 され 体験 」に あ

つ た と思 われ る。 これ は ま さに本 セ ミナ ー 開催 主 旨で あ る 「ケアす る人 自身 が癒 され て ほ

しい」 と合致 す る t ) ので あ った。 し た が って 、 ケアす る人 が ケア され な けれ ば な らな い と

い うセ ル フケ ア の体験 的 な気 づ きが あ る程 度 実現 で きた と考 え られ るc

今 回 のセ ミナ ー は 3 回 シ リー ズで 、そ の 3 回 を通 して少 しず つ このセ ミナ ー は安 心 出来

る場 で あ る こ とが わ か り、受 講 者 同士 の輪 ( 和) からの癒 し、苦 労 話 を話 し合っ た り、共 通

の歌 を歌 うな ど癒 され 体験 を味 わ うこ とが で きた の で は な い か思 われ る。 単発 の場 合 、心

を ほ ぐす 頃 に修 了 とな り、体験 か らの癒 し効 果 は半減 す るの で は な いか と思 われ た。 勤 務

の都 合 上 、「単 発 」は 出席 しや す い と思 われ るが 、セ ミナ ー の主 旨か ら考 え る と来年 度 も 3

回 シ リー ズが 望 ま しい と思 われ た。

本 セ ミナ ー に対 して 、全 体 的 にみ て約 9 害1 の方 々に満 足 してい た だ けた とい う結 果 は 、

セ ミナ ー の主 旨に合致 して い た とい う他 に、 3 回 シ リー ズ とい う回数 が適 切 で あ つた とい

う点 が あ げ られ る。 さ らにセ ミナ ー 参加 人数 も参 加 者 同 士 の交 流や 輪 が形 成 しや す い 2 0

人 ～ 3 0 人 く らい で よい と思 われ た。 した が って 、来年度 以 降 もこの 人数 の範 囲 で実施 す る

こ とが適 切 と考 え られ る。

今 後 の課 題 と して は 、 男性 の介護 ・看護 職 員 、家 族 介護 者 の 出席 も促 せ る よ うな試 み も

必 要 と思 われ る。また 、学 生 の教 育 の場 と して もセ ミナ ー は貢 献 で きる と考 え られ るの で 、

学 生 ボ ラ ンテ ィア を募 って もよい の で は な いか と思 われ る。 セ ミナー ス タイル と して 、参

加型 のセ ミナ ー が好評 で あ っ た の で 、今 後 t ) 参加 型 セ ミナ ー を取 り入れ た企 画 を検 討 して

い きた い。

―-48-―



参考 文 献

1 )  ケ アす

言舌―一、

2 )  ケ アす

1 1 1 法人

る人 の ケア ・サ ポー トシ

財 団法 人 た ん ぼ ぼ の家 、

る人 の ケア研 究所 ! ケ ア

た ん ぼ ば の家 、2 0 0 5

参 加 募 集 用ポスター

テ

０３

ン

ス
　
刻
　
リ

〕
キ
ノ

ヽ
ヽ
ヽ

Ｌ
７
じ

戦

座講民県

　

！串超
貯
炉
平

ム研 究 委 員会 : セ ル フケア ・ノー トー魂 の 世

グ ・ツサ イ エテ ィ 「生 きや す い社 会 」 へ 、財

ご家族を介破されている方、看護師さん、ケアマネージャーさん、ヘルパーさんなど、ケア

の担い手になっておられる方、ひとりて苦悩を抱えこんでいませんか?ケ アをしている人には、

舶しが必要です。

この掛座では、ケアをされている方々に音楽や笑い、こころが元気になるお橋を通して、京
されていただきたいと思います。毎日力tんばっている自分へのごほうびに是〕,、お超しくださ
い。をつと素敵な何かをもつてお帰りになれると思います。
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ワークショップ「ケアする人 」の出会 いの様 子
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3)児 童精神科における暴力防止対策支援プロジェク ト

担当者 : 【学内研究員】服部希恵、鈴木敦子、船越明子

【研究協力者】冨永礼子、土田幸子

【事 業 要 旨】

近 年 、 医療 現 場 にお け る患者 に よる暴 力 が 問題 とな って い る。 児童 精神 科 領 域 にお

い て も社 会 情 勢 を反 映 し同様 の傾 向が 見 られ て い る。

児 童 精 神 科 に入 院 して い る児 は 、衝 動性 や 攻 撃性 の コン トロール の未 熟 さ、 自己評

価 の低 さ、 コ ミュニ ケー シ ョン能 力や 自己表 現 能 力 の未 発 達 な どを併せ 持 ち、 ス トレ

ス が加 わ る と容 易 に暴 力 へ と発展 す る。 また 、心 的外 傷 を もつてい る児 の場 合 、 かつ

て 自分 を傷 つ けた大 人 と身 近 にい る医療 者 を重 ね 合わせ 、容赦 な く攻 撃 す る こ ともあ

る。 桑 力 を受 けた 医療 者 は、怒 りと無 力感 を強 く し、 ケア の質 が低 下 し、仕 事 意 欲 の

低 下や 離職 な ど、 さ ま ざ まな影 響 を受 け る こ とが報 告 され て い るc

本 事 業 は 、 医療 現 場 で 問題 とな って い る患者 に よ る暴 力 に対 し、組 織 的 な取 り組 み

を行 って い る 三重 県立小 児心療 セ ン ター あす な ろ学 園 と協働 し、医療 者 へ の呆 言 暴 力

の理 解 と対応 に関す る教 育 の提 供 、 医療者 へ の暴 力被 害 へ の対応 を含 めた包 括 的暴 力

防止 対 策 へ の支援 を行 うこ とを 目的 と して い る。 平 成 1 9 年 度 は 、暴 言 暴 力 に対 す る

理 解 と対応 に関す る支援 、サ ポー トシステ ム構 築 の た めの情 報 収 集 を行 った。 そ の結

果 、暴 言 暴 力 を行 う状 況 や 児 の 実態 、暴 言 暴 力 を受 けた 医療 者 の メ ン タル ヘ ル ス、 2

～ 3 年 目看護 師 の抱 え る困難 さが 明 らか とな り、今 後 、 チー ム で暴 言暴 力 の児 に対応

して い くた めのサ ポー トシステ ム構 築 の重 要性 が示唆 され た。

【地域 貢 献 の ポイ ン ト】

二重 県立 小 児 心療 セ ン ター あす な ろ学 園 と協働 し、包 括 的 暴 力防止 対策 の取 り組 み

を行 うこ とに よ り、医療 者 の呆 言 暴 力や 児 の対応 につ い て理 解 を深 め る こ とが で きた。

医療 者 の抱 えてい る困難 さが 明 らか とな り、チー ムで暴 言 暴 力 の児 に対応 してい くサ

ポー トシステ ム構 築 へ の足 が か りとな った。

I . 活 動 目的 ・目標

二重県立小児心療セ ンターあすなろ学園 と協働 し、包活的暴力防止対策の取 り組み を行

い、医療者 の暴力行動や児への対応 についての理解 を深 め、医療者 の抱 える困難 さが改善

す ることを 目的 とす る。 その ことによ り、児童精神科 において、質の高い看護 の提供 に貢

献す る。

工. 活 動 内容 お よび経 過

1 . 二 重 県 立小 児 心療 セ ン ター あす な ろ学 園 と協働 し、以 下 の こ とを行 つた。

1 ) 平 成 1 9 年 度 暴 言 暴 力 実態調 査 の実施 、分析 ( 6 月、 1 0 月 、 2 月 )
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2 ) 第 4 8 回 日本 児童 青年 精 神 医学 会 総 会 にお け る暴 言 暴 力対応 プ ロジ ェ ク トの取 り

組 み 報 告 の 発表 支援 ( 1 0 月)

3 ) 暴 言暴 カ アセ ス メ ン ト表 の実施 、評 価

4 ) 勤 務 年 教 2 ～ 3 年 目の看護 職 員 を対 象 と した勉 強 会 の実施 ( 9 月 、 1 1 月 )

i 看護 過 程 、プ ロセ ス レコー ドを用 い て 、児 の理解 と対応 につ い て の勉 強 会 を行 い 、

2 ～ 3 年 目の看護 師 が 児童 精 神 科 で の看 護 で感 じて い る困難 さにつ い て検討 した。

2 . 第 1 7 回 日本 精神 保 健 看護 学 会 にて 、「児童 思 春期 精 神 科 病棟 にお け る子 どもの暴 力

とそ の対応 」 ワー ク シ ョッブを 開催 ( 6 月 )

: 児 童 精神 科 にお け る児 か ら看護 者 へ の暴言 暴 力 の場 面 につ い て ロー ル ブ レイ を行 い 、

暴 力の背 景 に何 が起 こって い るの か 、そ こに うごめ く感 情 や葛藤 につ い て検討 した。

I I I . 活動 の成 果

1 , 1 ) 2 ) 暴 言 暴 力実態調 査 の結 果 か ら、 1 週 間 中の暴言 暴 力 の件教 は 6 月 が 9 0 件 、

1 0 月 が 8 8 件 で あ つた。暴 言 暴 力 を した児 の 実 人数 は 6 月 が 2 4 名 、 1 0 月 が 2 5 名 で あ

った。 6 月 と 1 0 月 σ) 両方 の調 査 時 に暴 言 暴 力 を した児 は 1 4 名 で あ つた。 6 月 と 1 0 月

の調 査 と も広 汎性 発 達 障 害 の 児 の 占め る害1 合が 多 か った。 暴言 暴 力 の うち暴 力 の 占め

る害1 合は 5 2 . 3 ～5 4 . 8 % で あ つた。 発 生 時 間 は、 1 2 時 ～ 1 4 時 、 1 7 時 ～ 1 9 時 に ピー クが

見 られ た. 発 生場 所 で 多 い の は廊 下 、 自室 で あ った。 また 、疾 患 の違 い に よ り桑 言暴

力 の 内容や 対 処 に違 い が あ る こ とが わか った。広汎性 発達 障害 児 の場 合 、暴 力 が 多 く、

医療 者 が行 って い る対 処 と して は 、 「距離 を とる」 「休 虐、を とる」の他 に、 「意 図 的 に無

視 す るJ と い う対応 が と られ 、広 汎性 発達 障 害 児 の示 す 不適 L - 7 な行 動 に極 力反 応 しな

い こ とで 、そ の軽 減 を図 る対応 が有 効 な場 合 もあ つた。 職 員 σD メ ン タル ヘ ル ス に 関す

る調 査 で は 、 「子 どもに接 した くない 」 「仕 事 に きた くな い J と 回答 した もの せ) お り、

特 定 の 医療 者 が 問題 を抱 え込 む こ とな く、 チ ー ムで対 応 して い く こ との重 要性 が示 唆

され た.

3 ) 暴 言 暴 力 σ) アセ スメ ン ト表 を作成 し、複 数 の児 に対 し担 当職 員 と主治 医 が 実施 し

そ の有 用性 を検 討 して い る段 階 で あ る。

4 ) 勉 強 会 につ い て は 、年 4 回 実施 を行 つた。児童 精 神 科 看護 につ い て行 つて い る こ

とを うま く表 現 で きな い、担 当看護 師 と して の責任 の重 さな ど 2 ～ 3 年 目看護 師 の抱 え

て い る困難 さが 明 らか とな った。 勉 強 会 終 了後 の レポー トか ら、 チ ー ム で情 報 を共 有

し看 護 の検 討 を して い くこ とが 、 自分 の行 つ て い る看 護 を深 めて い くた め に重 要 で あ

る こ とが 多 く示 され て い た。

2  ワ ー クシ ョ ップ にお い て 3 0 名 の参加 者 が あ り、児 童 精 神 科 にお け る呆 言 暴 力 につ

い て検 討 を行 つた。 現 在 、サ ポー トシステ ムが十 分 に行 われ て い ない児童 精神 科看護

領 域 にお い て 、今 後 、事 例検討 会 、勉 強 会 な どを開催 し、 児童精 神 科 にお け る看護 の

困難 さの サ ポー トシステ ム構 築 を行 って い くこ とにつ いて話 し合 われ た。

I V . 今 後 の課 題

今 後 、医療 者 へ のサ ポー トシステ ム を含 めた包 括 的暴 力 防止 対策 を確 立 して い くた め 、

医療 者 チー ムで暴 言 暴 力 の児 に対応 して い くた めの システ ム構 築 を行 う予 定 で あ る。
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4)新 人看護師の定着支援

学 内研 究員 : 河 合富美 子  池 田道 智 江

学外研 究員 : 坂 倉 小 夜子 ( 二重 県病院事 業庁 )  大 川恵美 ( 二重 県立総合 医療 セ ン

ター ) 山 路恭子 ( 二重 県立総合 医療 セ ン ター )

【研究要 旨】

二重県立総 合医療セ ンター ( 以下、総合 医療 セ ンター ) に おいて、新 人看護 師 の早期

離職 防止 を 目的 に二重 県病 院 事 業庁 ( 以下 、病 院 事 業 庁 ) と 、二重 県 立看護 大学 地域

交 流研 究セ ン ター ( 以下 、看護 大学 ) の 3 組 織 が協働 し、支援 活動 に取 り組 んだ。 活

動 内容 は支援 室駐 在や病 棟 ラ ウン ド等 で、実施 4 ヵ 月後 、新 人看護職 員 に支援 活動 に

対す るア ンケー ト調 査 を実施 した。 そ の結果 、概 ね 肯 定的 な評価 を得 る こ とが で き、

支援 活動 の必要性 を確 認 す る こ とがで きた。

【地域貢献 のポイ ン ト】

新人看護 師の早期離職防止 は、二重県立総合医療セ ンターの看護体制の充実、県民への

質の高い医療 サー ビスの提供 に貢献できる。

I . 研 究 目的

総 合医療 セ ンター にお け る新 人看護職 員の支援 活動 を確 立 し、新 人看護職 員の職 場 早期離

職 予 防 に寄 与す る。

対象 ・方法

1 . 支 援 活 動 の概 要

1 ) 支 援活動

平成 1 9 年 4 月 か ら総 合医療セ ンター新 人看護職 員 2 4 名を対象 に主に支援室内で

実施 したⅢ担 当者 は、総 合医療セ ンター2 名 、病院事業庁 1 名 、看護大学 2 名 の 5

名である ( 表 1 ) 。活動内容は、病棟 ラウン ド ( 新人看護 師に声 をか け、スタッフ と

関わ りなが ら新 人看護 師の勤務状況 を見守 る) と 支援 室 で1 / 2 看護技術の練習 、『ホ

ッとす る場』 の提供 ( フッ トバスゃハ ン ドマ ッサー ジ、相談) で ある.

曜 日 月曜 日 火曜 日 水曜 日 木曜 日 金曜 日

時 間 16～ 20日寺 16～ 2仰寺 16～19時 16～2郁寺 16～ 20日寺

所 属 病院事業庁
総合医療
セ ンター 看護大学 病院事業庁

総合医療
センター

表 1 支 援 生 活 動 週 間 予 定 ( 7 月 は 月

―-52十 一

金曜 日の週 3 同 )



2 ) 支 援 室 ポ ス ター

支援 室 の紹 介 に は 、利 用 を促 す た めの ポ ス ター ( 図 1 ) を 作成 し、院 内 に掲 示 し

た。

鱒導鞭らり簗
萩縄 統 一転海 然 鵬 ボ

支揮室が報しくむ↓l孝し造。新A犠 緩機員の皆様を勝じめ、

家 の替緩機員、書報禅銭の皆霞にも利隅し掛 燈だ母たい

こ経っrtl孝す。 どぅ範 こ刊隅下せい。

立 劇静鴎 :

志 靖閲 :

な場稀 :

な ぬ害

事蔵 ,9年 4月 ～同年わ目 (土・日曜日,察B掛 酔く)

コ●:00～ 20:00(本 畷日勝『900)

爾 賄 rと電 8-
の確朗の海めの輸畠態単ロル
て11けす。車 燈時
転 こ括報肝屯Ⅲヽ

図 1 , 支 援 室 ポ ス ター
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2 . 支 援 室 に 関す る質 問紙 調 査

平 成 1 9 年 8 月 、平成 1 9 年度 入職 した新 人看 護職 員 2 4 名 を対 象 に 自記 式 質 問紙 調 査 を

行 った。 回収 人数 1 4 名 ( 回収 率 5 8 % ) で あ った。調 査 項 目は 、
“
支援 室 を利 用 した こ と

が あ るか
" 、“

支援 室 を利 用 した理 由 ・利

用 しな か った理 由
" 、“

支援 室 を継 続 させ

た ほ うが よいか
" 、“

病 棟 ラ ウン ドは有 効

か
" 等

で あ る。

I I I . 結果         ′

1 . 支 援 室 の利 用 状 況 に つ い て ( 図 2 )

5 月 の利 用 者 数 は 2 5 人 、6 月 は 2 1 人 、

7 月 は 8 人 で あ っ た。利 用 内 容 につ い て

は 、図 2 に 示 す とお りで あ る。支 援 活

動 が 4 月 下 旬 開 始 とな っ た た め 4 月 の

利 用 は な か っ た。

2.ア ン ケ ー ト調 査 結 果 に つ い て

1)支 援 室 の利 用 経 験 につ い て (図 3)

「利 用 経 験 が あ る」 が 9名 (6 9 % )、 「利 用

経 験 が な い」 が 4名 (3 1 % )で あ った。 支

援 室利 用 者 は全 員 「利 用 して よか ったJと

答 えて い た。 そ の主 な理 由 と して 「話 を聞

い て も らえ、他 の病棟 の人 た ち と交流 で き

る」、 「悩み を話 す 場 所 が あ る こ とで ス トレ

ス が軽 減 され る」、 「日々 の業務 で困 つた と

きや疲 れ た とき、悩 ん だ ときに話 を聞 い て

も ら う事 が で き、癒 され る」、「安 心 で き るJ、

「勉 強 に な っ た」、「本音 で話 が で き る」、「技

術 練 習 が で き る」で あ っ た。

支援 室 を利 用 しな い理 由 は 「利 用 す る時

間 が ない」、 「残 業 で利 用 す る余裕 が な い」

で あ った。

2)支 援 室継 続 の必 要性 につ い て (図 4)

「支援 室 の継 続 が必 要 で あ るJは 、11名

( 8 4 % )、 「必要 な いJが 1名 ( 8 % )無

回答 が 1名 (8 % )で あ った。

3)病 棟 ラ ウン ドにつ い て (図 5)

病 棟 ラ ウン ドは 「有 効 で あ るJ は 1 1

名 ( 8 5 % ) 、「有 効 で な い」が 2 名 ( 1 5 % ) 、

「有 効 で あ る」 の主 な理 由 は 「自分 の状

況 を見 て も らえ るJ 、「見 守 られ てい る気

□休憩

ロフットバスのみ

圏技術練習十フットバス

国技術練習のみ

6月

9

11

1

0

(7月は週3回の実施)

5月 7月

7

1

0

0

4

15

4

2

図2支 援室の利用状況

不必要

図3支 援室の利用経験

無回答
1メ、( 3%)

品
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分 が強 まるJ 、「ほ つ とす る」、 「声 か け して

も らえ る こ とで安 心 す る」、「気 にか けて く

れ て い る と思 うと うれ しい。 支援 室 の こ と

を思 い 出す 」で あ った。「有 効 で ない J の 理

由は 「病 棟 で は1亡しくて話 が で きな いJ で

あ った.

有効でない
2人 ( 1 5 % )

図5病 棟ラウンドについて

Ⅳ . 考 祭

新 人看護 師 の支援 室 活 動 に対す る評 価 は概 ね 肯 定的 で あ った。 支援 室 は悩 みや 困 つた こ

とを 自由 に話 す こ とで ス トレスの軽 減 、 問題 解 決 の きっか け を得 る場 所 にな つて い る こ と

が わ か った. 支 援 室 担 当者 が総 合 医療 セ ン ター職 員 のみ で な く、病 院 事 業 庁職 員、看護 大

学 教 員 で構 成 され て い る こ と も、気軽 に支援 室 に立 ち寄 り話 が で き る要 因 にな つ てい る と

考 え られ た。 また 、支援 室 の利 用 状 況 か ら就職 後 3 ヶ 月間 は利 用 人数 も多 く リラ クゼ ー シ

ョンや 休 憩 な ど気 分転 換 に対す るエー ドが高 い こ とが わ か つた。

病 棟 ラ ウン ドは 、新 人看 護師 に とつて 「見守 られ て い る 自分」 を確 認 す る こ とが で き る

貴 重 な機 会 とな り、勤 務 の状 況 で支援 室 に立 ち寄れ ない新 人看 護 師 に とつ て は有 効 な機 会

とな る こ とが わ か った.

以 上 よ り、支援 活 動 には 一 定 の有 効性 が示 され 、今 後 、 よ り有 効 な支援 活動 を検 討す る

必 要 が 明確 に な った.

V . 今 後 の課 題

・今 年 度 の活 動 結 果 を踏 まえ、支援 室 を拠 点 と した支援 内容 ( 病棟 ラ ウン ド、看護 技 術 支

援 、『ホ ッとす る場』 の提供) 、支援時間お よび支援期間について検討 を行 い、 よ り良い

支援活動 を構築す る ( 新人看護師 を対象 に実施 した支援室活動 に関す るフォー カスグル

ーブイ ンタ ビューの実施) 。

・新 人看護 師の定着率 についての評価 を行 う。
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2.研 究支援プログラム

1)特 定地域研究支援 :山 田赤十字病院

担 当者 : 永 見桂子

【事業要 旨】

本事業 は、地域 交流研 究セ ンターの組織変更に伴い、平成 1 8 年 度 よ り研究支援 プ

ログラム特定地域研 究支援 として継続 され た ものである。

山口赤十年病院看護部では今年度 よ り研 究委員会の組織改変がな され 、研修推進 チ

ーム会が中心 となつて、院内看護職 の研修 ・研究活動支援 に取 り組 んでい る。研修推

進 チーム会 との連携 の もとに、実践現場 でのニーズにそつた研修 ・研 究活動の支援 方

法 を検討 し、研 究活動 σ) 活性化に果たす役割 を検討 してい る6

【地域貢献 のポイ ン ト】

山田赤十年病院 でσ) 研修 ・研究活動支援 を通 じて、 ケアダ) 支え手である看護職 の実

践能 力 ・教育能力 ・研 究能力 を高めることによ り、地域住民の健康づ くりに資す るこ

とがで きる。 さらに、看護研 究活動か ら得 られた成果 を看護実践 に還元す ることによ

り、地域 住民に提供 され る看護 の質向上に寄 与す ることができる。

. 活 動 目的 ・目標

研 究 支援 ブ ログ ラムの特 定地 域研 究 支援 の一環 と して 、 山 田赤 十 字病 院 での研 修 ・研

究 活 動 を 支援 す る.

1 . 研 修推 進 チ ー ム会 の研 修 会 企 画 ・運 営 へ の協 力 支援 を通 じ連携 を強 化 す る。

2 . 院 内看護 研 究 グル ー プ をサ ポー トす る看護研 究推 進 チ ー ム員 へ の助 言 ・協 力 を通 じ

実践 現 場 で 7 1 ニー ズに沿 つた研 究活動 支援 を図 る.

. 活 動 内容 お よび経 過

1 . 看 護 研 究研 修 会 へ の協 力 ・支援

看護研 究基礎 I l l ‐① ( 中堅看護師対象、キャ リアラダー I E l の中請 に老、要な研修、平成

1 9 年 8 月 2 8 日 ) の 講師 を担 当 し、『看護論文 を書 こ う』をテーマに、看護研 究論文の

書 き方、抄録 の書 き方な どについて助言 ・指導 を行 った。院内看護職 1 9 名 が参加 し、

1 7 名 ( 8 9 % ) か ら 「看護研 究論文の書 き方について理解 できた ・やや理解 で きた」、

1 5 名 ( 7 9 % ) か ら 「抄録 の書 き方について理解 できた 。やや理解で きた」との回答 を

得 た。参加者 が学会 ・研究会等で発表 した抄録原稿 を素材 として査読 の基準 となる観

点 を示 しなが らデ ィスカ ッシ ョン・講義 を行つた ことによ り「わか りやすかつた」、「グ

ループ ワー クの時間を しつか りほ しかつた」な どの感想 も聞かれた。

―-56十 一



今 後 、看護 研 究 基礎 Ⅱ ( 2 年 目看護 師 対 象 、キ ャ リア ラダー Ⅱの 申請 に必 要 な研 修 、

平成 2 0 年 3 月 7 日 予 定 ) に お い て 、1 ) 日 頃 の疑 問や 課題 を研 究 テ ー マ に絞 り込 む ブ

ロセ ス を理 解 す る、2 ) テ ー マ を絞 り込 む過 程 にお け る文献 検討 の必 要性 と方法 を理

解 す る、 の 2 点 をね らい と し、助 言 ・協 力 を行 う予 定 で あ る。

2 . 院 内看 護研 究発 表 会 へ の協 力 ・支援

看 護 部 看護 研 究 小 委 員会企 画 の第 6 1 回 院 内看護 研 究発表 会 ( 第 1 日 : 平 成 2 0 年

2 月 1 8 日 ) の 講 評 を担 当 した。 「保 健 師 の N I C U 訪 間 が効 果 の あ った一 事 例 」 「在 宅

ケア を必 要 とす る患 児 へ の退 院 支援 にお け る病 棟 看護 師 の役害| 一母親 の 関 わ りと他 部

門 とσD 連携 か ら一」な ど看護 職 種 間 あ るい は他 専 門職 種 との連 携 に焦 点 を 当て た研 究 、

「前 立腺 全摘 除術 後 の排 尿 自立 に 向 けた看護 援 助 の課題 ―骨 盤 底 筋 体操 の指 導 を実施

した結 果 ―」「総 合病 院 で び) 透析 患者 の意識 向上 をめ ざ した フ ッ トケア の取 り組 み J な

ど新 た に実践 した 看護 方 法 の評 価 に関す る研 究 な ど、看護 の質 向上 を 目指 した精 力的

な取 り組 み が うか が われ た。 今 後 、第 2 日 ( 2 月 2 6 日 予 定 ) の 講評 を行 う予 定 で あ

る。

3 . 研 究活 動 支援

院 内看護 研 究 グル ー プ α) 研究活 動 をサ ポー トす る看護 研 究推 進 チー ム 員へ の助 言 ・

支援 を行 うと と もに、 「摂 食 ・味 下障 害 事 例 の看護 」 に関す る事 例研 究 ( 平成 1 9 年 8

月 2 8 日 ) 、「N I C U に お け るカ ンガル ー ケア」 「外 国人 H I V 事 例 」 「食べ る こ とへ の家

族 看護 J 「囃 下 トレー ニ ン グJ に 関す る研 究 につ い て、看護研 究推 進 チー ム員 を交 えた

研 究相 談 会 ( 平成 1 9 年 1 1 月 1 3 日 ) に 参加 し、助 言 を行 ったc

I I I . 活動 の成 果

院 内看護 研 究発 表 会 で の成 果発 表 に至 る まで の過 程 で、経 験 や 意識 の違 い が そ の取 り

組 み に影 響 し、進 行や 内容 の深 ま りに差 異 が生 じてお り、看護 研 究推 進 チ ー ム員 へ の研

究指 導 の スー パ ーバ ィ ズゃ 、適 宜 、研 究 グル ー プ メ ンバ ー ヘ の直接 指 導 を行 つて ほ しい

との要請 が あ つた。 院 内看護 研 究発表 会 で の演題 には 、研 究 目的 お よび背 景 の 明確 化 、

研 究方 法 の妥 当性 、 日的 ・結 果 ・考 察 の一 貫性 な どの課題 は あ る もの の 、 いず れ も看護

実践 に根 ざ した研 究 テ ー マ で あ り、実践 現 場 な らで はの事 実や 発 見 を さ らに焦 点化 して

い くこ とに よ り、看護 実践 にお け る研 究成 果 の活 用 につ なが ってい くもの と考 え る。

今 後 、研 究推 進 チ ー ム会 とのデ ィス カ ッシ ョンを通 じ、活 動 の評 価 を行 う予定 で あ る。

I V . 今 後 の課 題

今 年 度 は研 究 支援 プ ログ ラム特 定地域研 究 支援 と して の活 動 の 2 年 目で あ り、来年 度

は看護 研 究推 進 チ ー ム員 へ の助 言 ・協力 を通 じた研 究活 動 支援 に重 点 を置 い た活 動 と し

て収 束 を図 つ てい くこ とが課 題 で あ る。 主 た る活 動 を 2 月 ～ 3 月 に予 定 してお り、看 護

部研 修 推 進 チー ム会 と ともにそれ らの活 動 の評 価 を行 い 、実践 現 場 で のニー ズ を掘 り下

げ て い くこ とが課 題 で あ る。また、特 定地域研 究支援 とい う本 ブや グ ラムの趣 旨を鑑 み 、

南 勢 志 摩 地域 の基 幹 病 院 で あ る山 田赤 十 字病 院 の特性 を踏 ま えた活 動 内容 ・方 法 につ い

て検討 して い きた い。

―-57-一



2)特 定地域研究支援 :紀 南病院

担 当者 :玉 田章 、平 野真 紀

【事業要 旨】

本事業 は平成 1 7 年 度 に県民局担 当制事業の うち紀 南県民局の活動の一部 として開

始 した紀南病院 にお ける研 究支援活動 を、平成 1 8 年 度 の地域交流研 究セ ンターの組

織変更 によ り 「研 究支援 プ ログラムJ と して位置づ けを変更 して継続 している研 究支

援 である。紀南病院 で実施 され ている看護研 究活動 について指導 ・支援 をす ることを

通 して、同施設の看護職 の研究遂行能力 を育成 し、紀南地域住民に対す る看護サー ビ

スの質的向上 をね らい と してい る。

【地域貢献のポイ ン ト】

看護研 究に関す る研修会の多 くは二重県中心部 で行われ ることか ら、三重 県南部 に

位置す る紀南地域 はその機 会が限 られ る。看護職 が、 日常の看護援助 での問題 を研 究

課題 と して研究す ることは看護専門職業人 と しての意識 を高める契機 となる. ま た、

研 究 を継続 して行 うことは看護の質の向 上として地域 の人 々に還元 され る。 し たがっ

て本事業 に よ り紀南地域 の基幹病院である紀南病院の看護職 の研 究意欲 を高める とと

もに、研 究遂行能 力を育成 し、紀南地域の人々によ りよい看護 が提供できる.

I . 活 動 目的 。目標

看護 専 門職 業 人 と して 、臨地 で の看護 の質 向上 の た め に看護 研 究 を行 うこ とは重 要 で あ

る。 し か し、看護 師養成 には様 々な課柱 が あ り、看護研 究 につ いては必ず しも十 分 な教 育 が

され て い る とは限 らな い。 看護 研 究 に関す る研 修 会 の 多 くは津 市や 四 日市 な ど三 重 県 中部

で 開催 され る こ とが 多 く、紀 南 地域 は二重 県南 部 に位 置 す るた めそれ ら研 修会 へ の参 加 機

会 を得 る こ とが難 しい現 状 が あ る。 し たが っ て本事 業 に よ り紀 南 病 院 にお け る看護 研 究活

動 の支援 を行 い 、 同施 設 看護 職 の研 究遂 行 能 力 を育成 す る こ とを 目的 とす る.

H . 活 動 内容 お よび経 過

平成 1 9 年 度 の活動 は、平成 1 7 ・1 8 年 度 の活動 を継 続 し、集 団研 究指 導 、個別研 究指 導 、

看護研 究発 表会議評 等 を通 して、紀 南病 院 での看護 の研 究活動 支援 を実施 した.

1 . 個 別研 究指 導

紀南病 院 の各病棟 で実施 され る看護研 究計画 について 、各研 究テーマ に応 じて、研 究

方法 ・デー タ分析 ・発表 方法 ・論文 の ま とめ方等 の個別指 導 を、紀南病 院看護 部 の教 育

委 員 ( 研究部 門) を 介 して実施 した。 さ らに年 間 を通 して E メ ー ル に よる個別 相談 ・個

別 指 導 に モD 応 じた。
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2 . 院 内看護研 究発表 会議評

紀南病院 看護研 究発表会 で発 表 され る各病棟 の看護研 究 につ いて、今後 さ らに質 の高

い看護研 究へ と結 びつ くよ うに講評 を行 つた。

I I I . 活動 の成 果

1 . 平 成 1 9 年 度 の活 動 の成 果

1 ) 平 成 1 9 年 5 ～8 月  平 成 2 0 年 度研 究計 画 書 へ の指 導

平成 2 0 年 度 に発表 を予 定 してい る看護 の研 究計 画 につ い て 、紀 南病 院 看護 部 教 育委

員 ( 研究部 門 ) の 事 前指 導 を踏 まえて E メ ール に よ る指 導 を実施 した ( 教育 委 員 が助 言

した 内容 を担 当者 が校 閲 す る) 。8 病 棟 を対 象 に 8 つ の研 究 計画 に対 して指 導 を行 つた ( 表

1 参 照 ) .

2 ) 平 成 1 9 年 1 0 ～1 2 月  平 成 1 9 年 度研 究抄録 へ の指 導

平 成 1 9 年 度 の紀 南病 院 看護 研 究 発表 会 で 発表 す る研 究抄録 につ い て 、紀 南病 院 看護

部 教 育委 員 ( 研究 部 門) の 事 前 指 導 を踏 まえた E メ ール に よる指 導 を実施 した。 9 病 棟

を 対象 にそれ ぞれ の研 究課題 の抄 録 につ い て指 導 を行 った ( 表 2 参 照 ) 。

3 ) 平 成 1 9 年 1 2 月 1 5 日  平 成 1 9 年 度 紀 南病 院 看護 研 究発 表 会講評

紀 南病 院 での看護 研 究 発 表 会 に出席 し、各 病棟 の看護 研 究発 表 に対 して講 評 を行 つた。

表1平 成20年度発表予定 紀 南病院 看 護研究計画一
覧

部 晋 研究課題

3特中央病1束 コス トをチロつて看護F llにできること 一コス トの実態を知 リコス ト削減に向けての意識付け一

31粘南病棟 大けと骨r頁部付折術後の認知症8者 の立位について一写真を用いて行動を起こす ことができるか―

4階中火病棟 青護師の勤務移動に伴 うス トレスの実態調査

4階 南病棟
J4病院 にお ける希護 スタッフの勤務満 足度 にお ける調査―尾崎 らの看護師の職 務満 足質問紙 を用

い
ヤ
〔一

5降寧)内1束 病棟内における ドア子の改善策の検討―クッション材を用いた防キ対策一

外来 Aチ ー ユ、 検合生への道順を示 した案内図を用いて一アンケー ト用紙を用いて一

外 来 1 3チー プ、 地lHlklケこ療の中での医師 との関係を考える一魅力ある病院をめさして今、看護師に何ができるか―

透析室
効果的な災告時マニュアルを作成 して一マニュアルの作成前後でスタッフの知「H kの変化の比較検

「十一

表2平 成19年度発表 紀 南病院看護研究一覧

”者 研究課題

3,特!II央塙1束 電 rカ ルテ導人に(兵る看護師のス トレスに関する実態調査

3陪南病棟
整形外科疾忠忠者の弾性 ス トッキング装者による皮膚 トラブルと合併l. Lとの関連性一粘尿病 ・低

栄差 ・認知)品:よリー

41竹中央病棟 4階中't病棟に勤務移動 した看護師のス トレス調査

4階 新病棟 電話による業務中断減少に向けて一リハ ビリテーション科 との業務調整を試みて一

51培病棟 インスリン白己注射における消毒の実際一アルコール消毒の実際 と感染との関連性を検討する一

療差病棟 在院 日数の短縮に向けて一療養病棟医療型における試み―

きなん苑 を健施設における認知高齢者への学習療法の効果―ヤ読、計算ドリルを用いて一

手術生 手術室の情報伝達方法の統 一を目指 して一術後中し送 りについて一

内科外来 デジタル電話 と携帯電話使用に対する患幸の意識調査一医療デジタル電話普及に伴 う影響
一
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2 . 本 事 業 3 年 間 の活 動 成 果 の総 括

本 事 業 は平成 1 7 年 度 に県 民局担 当制 事 業 の うち県 民局 活 動 の一 部 と して開始 した紀 南

病 院 にお け る研 究支援 活 動 を地域 交 流研 究セ ン ター の組 織 変 更 に伴 つて平成 1 8 年 度 か ら

「研 究 支援 プ ログ ラム」 と して計 画 し、計 3 年 に渡 って実施 した。研 究支援 と して は講 演

や 個 別 研 究指 導 を行 い 、 そ の上 で病 院 看 護 部 を 中心 と した研 究支援 体制 づ く りを進 め て き

た。 そ の結 果 と して 、院 外 へ の研 究発 表 数 も徐 々に増 加 してお り、 また紀 南病 院 看護 師 の

日々の研 究 に対 す る取 り組 む積 極 的 な姿 勢 と して も現れ てお り、それ らは 日常業 務 の 中 に

研 究 的 思 考 と して反 映 され て い る もの と考 え られ る。 3 年 を通 して の活動 の成 果は表 3 の

とお りで あ る。 研 究 支援 を行 う場 合 には 、支援 を受 け入れ る狽1 の医療 機 関 の看護 部 お よび

看護 専 門職 個 々の看護 研 究推 進 に対 す る積極 的 な姿勢 が必 要 で あ る。 紀 南病 院 の看護研 究

推 進 の意 欲 は 当初 か らあ る程 度 の ニー ズ と して存在 してお り、研 究支援 事 業 の継 続 を行 う

こ とを通 して 、そ の エー ズは病 院 全体 に広 が った と感 じて い る。そ の成 果 の ひ とつ と して 、

紀 南病 院 看護 部 教 育 委 員 会内 で研 究部 門が 作 られ た こ とが あげ られ る。研 究部 門 の設 置 は 、

組 織 と して 自立 して研 究 に取 り組 も うとす る表 れ で あ り、本 研 究支援 プ ログ ラムが研 究活

動 の活性 化 に貢 献 で きた と考 え られ る。

表 3 研 究支援プログラム 3 年 間の活動成果

I V , 今 後 の課題

今後の紀南病院の看護研 究活動 においては、研 究の成果 をさらに院外 で発表 できるよ う

に内容 の充実 を図 る必要性 がある。本年度 で紀南病院への研 究支援 プ ログラムは終了 とな

るが、地域交流研 究セ ンターでの他 の事業 との連携 によって研究の質 を高 めることにつ な

が るもの と考 える。 また、 この 「研 究支援 プ ログラム」は得 られ た結果 を明確 に評価す る

指標 を有 してお らず 、看護部お よび看護師個 々の研 究意識 の変遷 を測 るな どのア ウ トカム

の指標 を準備すべ きであった。 この ことが今後新たな研 究支援 プ ログラムを取 り組む場合

の課題 として挙 げ られ る。

研 究 支援 活 動 内容
紀南塙 llL tt f嬉部 げ)研 究 i舌fll竿

研 究 支援 活 動 院 外 花 装

平

成

１７

年

度

8 ) 1 2 4 , 1  看経研 究 講た
「
千 i 奮研 究 と1 士? J

8月  2 6  日 石サ「クヒf l l句) ,「1点巧l f旨I事

(卜|を成 18年 度生 成 予定 分 )
1 1 ) J 1 9 口

平成 1 7 年度 看護 研 究 子さ夫 公講 評

石護 部教 育 舞員会 げ) 研究 支坂
外部 看護研 究研 修 げ) 参加
・二重県 看護 協会 : 1 名

l l 県舌護 研 究 奄 共会 : 2 題

平

成

１８

年

度

8 1 1 1 1 1 1  研 究 計画サ商棟 培1指章
(早二"k 19 FFI空 ゲこゎ蛇 十,せち))

8 1 1 2 5 1 1  看護 研 究 i 蔵主
「看護 'Fイヒ計 由「キ 上 々1秩検 索 J

9 月 2 9 1 1 ( r 成1 8 年度 活護 研 究 花衣 会
f ウ録 ・奄 夫 1 7 法精 卓

1 l  r 1  4  1 ]

r 成 1 8 年度 r ~ 護研 究 奄 共会議 吉ギ

舌護 ヤL 教育 呑 員会 ヴ) 研究 支援
・研 究指 導 方法 ブ) 学習
外 部 千護研 究研 修 θ) 参加
・二 t ■県 t l 誰協 会 : 1 名
・地岐 交流研 究セ ン ター :
「岳護研 究 の 基本 ステ ッフ | : 1 名

! 重県 舌護 研 すこ奄 丈 r 2題

平

成

１９

年

度

5 ヽ8 ナl  看 護 研 究 古1 画l T l 棟明1 精卓
(i「1皮 20Fキ:「=う七"蛇〒',とう))

1 0 ～1 2 月 平 成 1 9 年度 舌護研 究 発 表 :

すウ鉄 ・子さ衣 ケ逆11肯;単

1 2  1 1  1 5  1

|` を成 1 9 年度 看護 研 究 発 夫会f 肯評
2 月 2 口 希 護研 究 講義

1 統計の 雄健 !        へ

看護 部教 育委 員会 に研 究部 門 を設 置
外部 青護研 究研 1 多の参加
・二 重 県 言護 協会 : 1 名
・地岐 交流研 究セ ン ター :
「岳護研 究 フ) 基本 ステ ッフ J : 1 イl

看護 研 究 専 r l l ′、ッコンげ) 設置
・各ち埼棟 1 台 設 置

i 重 県 岳護研 ケt 発表 会 : 3 題

代 海 北 性 地 「【 岳 護 研 究 宇
会 : 1 題

令l t  l モ] 保1 世技 l f 療学 会 : 1 題
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3)看 護研究支援事業

I . 活 動 目的 ・目標

二 重 県 内 の看護 職 者 が 自 らの看護 実践 や 改革 に関す る能 力 を高 め るた めに、研 究的

に取 り組 も うす る姿勢 を高め、看護 の質の向上 に向けて努力す ることを 目的 とす る。

Ⅱ. 活 動 内容お よび経過

看護研 究の基本 ステ ッブ と合わせ て、広報 を行い、個別 の研 究支援 については 5 件 の応

募があった。 また、看護研 究基本 ステ ップに参加の方 々か らも随意相談 を受 けた。 さらに

新たに、名張市、津 市、松阪市か らも事業計画 に基づ く研 究的な取 り組み についての個別

支援 を行 つた。

I E I . 個別研 究支援対象機 関

1     真島中  末官抑爺

1聴
町 朝

丹‖とⅢ
ヤi

―  抵 B‐布
|ヤ (四日市市内医療機関計 3名 )

1 富 回浜病院 1名 、市立四 日市病院 1名
tl    韓 はヽ   擁 市 1 県 立総合医療センター1名

1憾
市
       1津 市

―             ;李わ    Ⅲ

名張市 i低市        t !‐  松 阪市     (津 市内医療機関計 5名 )

‐     武 内病院 1名 榊原温泉病院 1名
■     な 坂布  掬 町

   … ⅢI '県 立一志病院 2名

_ 1    類
町

玉域町
伊鞠

ぶ 芋 声 ― 立

こ こ ろ の 医 療 セ ン タ
ー

1 名

監ダギ1  太
卸 大抑

 酵争恥
|           ,rゃ 、 1

1           , , _ '

1  規 抑 .■
午■―     県 立志摩病院1名

|、  ■t'

r   十 尾
汽市

 |‐)‐

_十       ■
Ff■

,  I Ft rr市    ■ '(

F萱町 |

I V 。今後の課題

今年度 は、文献検索 ・計画か ら始 ま り、デー タの分析 な ど多数 の相談 を受 けた。相談回

数 も 1 回 で終わるものか ら、1 0 回 以上の相談 とな る場合 もあつた。研究相談の窓 日の設置

は看護研 究の基本 ステ ップ修 了者か らも強 く求 め られてお り、個別研究相談体制 を今後、

どの よ うに整備 してい くか検討 が必要である と思われた。
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3.産 学官民共同研究事業

担 当教 員 ! 村 本 淳 子 ・斎藤 真 ・小 池敦 ・伊 藤 薫

I . 研 究 目的 ・目標

二重 県 内 の企 業 ・地 域 産 業 、官 公 庁 、県 民等 とともに、それ ぞれ が保 有 す る人材 、設備 、

資 金 、技 術 を有 効 に活 用 し、共 通 す る技 術 課題 を分担 して 、健 康 や 福祉 に寄 与 し、二 重 県

内 の ケア の質 を向上 させ る こ とを 目的 とす る共 同研 究 を行 うc

Ⅱ. 研 究 内容 お よび経 過

共 同研 究 の 申 し出 の あ った 2 件 につ い て は、以 下 の とお りで あ った。

研 究 テ ー マ 研 究 の概 要 等 担 当教 員

①

水圧 式 駆 動 システ ム を用

い た安 全 で 人 にや さ しい

沐浴装置の開発

( 平成 1 9 年 度 オ ン リー

ワ ン企 業 育 成 技 術 開 発 支

援 事 業 )

病 院 , 産 院 な どで新 生 児 を沐 浴 させ る際 に用 い

る沐 浴 1 曹は , 固 定 され てお り、 こブ) ため , 多 くの

助 産 師 は沐浴 作業 の際 に, 沐 浴 槽 の高 さに 自分 の

身 体 を合 わせ ね ば な らず , 中 腰 姿 勢 を強 い られ て

い る そ の結 果 , 沐 浴 作業 時 の身 体 へ の負 担 は大

き く, ほ とん どの助 産 師 が 腰 痛 に悩 ま され て お

り、 作業 姿勢 に配 慮 した製 品 が望 まれ て い る。

また , 生 まれ た て の新 生 児 を対 象 と した沐浴 で

あ るの で , 清 潔 さに はい っそ うの配 慮 が求 め られ

る し か し, 従 来 の沐浴 槽 は 固定 式 で あ るた め ,

限 られ た範 囲 で しか洗浄 が行 えず , そ の た め , 排

水溝 な どで雑 菌 が 固着す る可能性 が あ り, 脱 着 式

な どの新 た な機 構 を有 す る製 品 が望 まれ て い る.

そ こで本 学 の研 究 グルー ブ に よ り、沐 浴 時 の作

業 姿 勢 を人間 工学 的 に評 価 ・解析 し, 身 体 的 な 負

担 が 少 な い 沐 浴 槽 高 さの 設 計 値 を 明 らか に して

い る。 さ らに , 身 体 寸 法 に あわせ て高 さ調 整 をす

る こ とで , 生 体 へ の 負担 が少 ない こ と も明 らか に

し、

これ らの研 究成 果 を も とに, 企 業 の技術 シー ス で

あ る 「水圧 式駆 動 システ ムJ を 応 用 す る こ とで ,

安全 で使 いや す い沐 浴 槽 の開発 を行 う。

斎藤真

村本淳子
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② 高齢 者 の衣服 開発 とそ

の販 路 開拓 と しての ファ

ッ シ ョ ン シ ョー ヘ の 取 り

組 み

( 平成 1 9 年 度 二重 県地域

産 業 活性 化 支援事業)

高齢 者 用 衣 服 (上着 )の 新 規 開発 の た め、ユ ー
1小池敦

ザーである高齢者 自身か ら聞 き取 り調査 を行 い、 1伊藤薫

ユ ー ザ ー 中心 型 の衣 服 開 発 の た め の デ ー タ収 集

を行 つた。

方 法 と して 、2 0 0 7 年 9 月 7 日 か ら 1 1 月 1 2 日

の 3 ヶ 月 にわ た り、ユ ー ザー で あ る高齢 者 か ら直

接 意 見聴 取 ( モニ タ リン グ) す る こ とを 目的 と し

て 、四 日市 医療 生協 ・デ イサー ビス事 業所 ( あお

ぞ ら健 康 セ ン ター 3 F ) に て会 合 を もった。そ の際

高齢 者 に対 して、自由な発想 で の衣服 のデ ザ イ ン

の依 頼 か ら始 ま り、企 業側 が呈示 す るデ ザ イ ン画

に対 す る意 見 の聴 取 、さ らに さま ざまな意 見 を取

り入 れ た サ ン プ ル 商 品 に対 す る意 見 の聴 取 等 を

行 つた。

開発 され た 商 品 ( フ リー ス生地 に よる
“
お しゃ

れ ケー プ
" ) に

取 り入 れ られ た 意 見聴 取 の 内容 と

して は、素材 、裾 丈 、首周 りのデ ザ イ ン、ボ タ ン

の大 き さ と穴 の位 置 な ど多岐 に渡 り、これ ら全 て

につ い て開発 され た商 品 に反 映 され た。 また 、デ

イ サー ビス事 業 に対 して 、高齢 者 自身 が商 品 開発

のモ ニ ター とな る こ とが 、新 た な社 会復 帰 に向 け

て の プ ロ グ ラ ム とな る可 能 性 を包 含 した もの と

な っ た。 そ の ブ ロ グ ラム の 一
部 を兼 ね て 、 2 0 0 7

年 1 1 月 1 0 日 ( 土曜 日) 開 催 「リーデ ィン グ産 業

展 J に お い て 、開発 モ ニ ター に 当た つた高齢 者 自

身 がモ デ ル とな り、新 商 品 に関す る フ ァ ッシ ョン

シ ョー を開催 し、シ ョー の進 行 に も携 わ った。看

護 大 学 の 教 員 と して 多 方 面 か らの 情 報 収 集 を行

うと ともに、新 商 品 のユ ー ザ ー とな る高齢 者 か ら

有 効 な情 報 を聴 取 す るた めの導入 か ら展 開 、さ ら

に次 のデ イ サ ー ビスヘ の橋 渡 し等 、医療 ・福 祉 分

野 で の知識 ・経 験 を生 か した調 査 的 な介入 が で き

た と考 え られ る。

( 別添 資料 1 ・ 2 。 3 参 照 )

I I I 。今後 の課題

来年度 は、「水圧式駆動 システムを用いた安全で人にや さしい沐浴装置の開発」について

は沐浴装置 の試作品を使 っての調査研 究 をさらに進 め、商品化 を 目指 してい く。また、「高

齢者 の衣服 開発 とその販路開拓 としてのファッシ ョンシ ョーヘの取 り組み」は、高齢者 自

身や施設側 か らも継続 した取 り組み を期待 され てお り、今後、新たな展開について検討 し

てい く。
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資料 1

スマイル コ ッ トン社 と二重県立看護大学地域交流研 究セ ンターが共同で, 四 日市医療生

協デイサー ビスの利用者 の方 々の協力や二重県科学技術振興セ ンターエ業研 究部 の技術支

援 によ り, 利 用者参加型 の ものづ く りを行い, 高 齢者用 ケープを開発 した。その経過 につ

いて、以下に報告す る。

平成 1 9 年 9 月 7 日  メ ンバーの 自己紹介 ・目的の確認 ・デザイ ンの検討 の様子

Ⅲ車ギ野半
‐
|1晋響響響響

議 !|!||||

平成 1 9年 1 1月 2日  完 成 品 の試 着 お よび フ ァ ッシ ョン シ ョー の練 習
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平成 1 9 年 1 1 月 1 0 日  リ ー デ ィン グ産 業 展 み え 2 0 0 7 での様 子

衣 服 開発 の経 過 お よび 工夫 点 を紹 介す る と ともに、参加 者 へ のイ ンタ ビュー を行 った。

資料 2  中 日新 聞 平成 1 9年 1 1月 1 1日 掲 載

議
髄
憲
鶏輯

ジ
韻

態
麗 癒議

※ 平成 1 9年 1 1月 2 9日 に は 「N H Kほ っ とイ ブ ェ ン グ」 に て、平成 1 9年 1 2月 4日 に は

「N H Kお は よ う 日本 」 にて 、本 事 業 につ い て放 映 され た。

資料 3  津 市商工観光部 の紹介 にてデ ンマー ク福祉企業か ら訪 間を受 けた

日時 : 平 成 1 9 年 1 月 2 3 日

来訪 者 t デ ンマ ー ク H a n d y  W e a r  A p s 社

カー ステ ンセ ン氏

ジェ トロニ重  宮 部 剛 氏

津 市 商 工観 光部企 業 立地 課 担 当者

2名

内容 ! 本研 究セ ンター の活 動 を紹 介 し、本 プ

ロ ジ ェ ク トお よび デ ンマ ー ク にお け る高 齢

者 の衣服 開発 につ い て意 見交換 を行 つた。
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1 .情 報発信

1 ) 活 動 報 告

( 1 ) 地 域交流研 究セ ンター年報 V O L . 9 発 行

平成 1 9 年 3 月 1 3 日                           .

( 2 ) 地 域交流研 究セ ンターパ ンフ レッ ト

※ 掲載 内容 は P . 7 5 ～7 8 参 照

2 ) 学 会 発 表

(1)演 題 :The effects of behavioral therapy as over、 veight prevention program

in healthy elderly」 apanese people

発ヲ薫者 :Tokiko lsowa,Atsuko Uchida, Chieko Greiner, Shiho Sawai, Seikou

帥Iurashima,A/1asao Kanamori,MIizue Suzuki

発 表 場 所 : 2 0 0 7  1 C N  C o n f e r e n c e ( K a n a g a w a )

事 業 名 : 南 勢 志 摩 地域 にお け る健康 寿 命 の延 長 を 目指 した地域 ケア システ ム の構

築

(2)演 題 ! Effects of leg strength exercise on physiological and imIIlunological

functiOns in the elderly people in」 apan

発求:'旨 :Tokiko lsowa,Atsuko Uchida, Chieko Greiner, Shiho Sawai, Seikou

S/1urashima,単 Iasao Kanamori,NIizue Suzuki

発 ヲ受場 所 :The 39th Conference of the Asia― Pacific Academic Consortium for

P u b l i c  H e a l t h ( S a i t a m a )

事 業 名 : 南 勢 志摩 地域 にお け る健 康 寿命 の延 長 を 目指 した地 域 ケ ア システ ム の構

築

( 3 ) 演 題 : 地 域 高齢 者 の 介護 予 防 を 目指 した 下肢 筋 力 強 化 運 動 の取 り組 み

発表 者 : 磯 和 勅子 、内 田敦 子 、 グ ライナ ー 智恵 子 、澤 井 史穂 、村 鳴 正 幸 、

金 森 雅 夫 、鈴 木 みず え

発 表 場 所 : 第 1 2 回 老年 看護 学 会 ( 神戸 )

事業名 : 南 勢 志摩 地 域 にお け る健 康 寿命 の延 長 を 目指 した地域 ケア システ ムの

構 築

( 4 ) 演 題 : 当 園 にお け る暴言 ・暴 力 の 実態 一平成 1 8 年 度 暴 言 ・暴 カ プ ロジ ェ ク トの

取 り組 み につ い て一

発 表 者 t 結 城 久 美 子 、末 吉信 夫 、 中西 大 介 、浮 田頼 子 、 中根 教 善 、 吉 田芳 子 、

図枝 晃 、西 田寿美 ( 二重 県 立小 児 心療 セ ン ター あす な ろ学 園) 、今 井 芳裕 ( 三

重 県伊 賀 児 童 相 談 所 ) 、服 部 希 恵 、船越 明子 、土 田幸 子 ( 二重 県 立看護 大 学

地 域 交 流研 究 セ ン ター)

発表 場 所 : 第 4 8 回 日本 児童 青 年 精神 医学 会 総 会 ( 岩手 県)

事 業名 : 児 童 精神 科 にお け る暴 力 防止 対 策 支援 プ ロジ ェ ク ト( 平成 1 9 年 度 )
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( 5 ) 演 題 : 卒 業 生 の サ ポー トネ ッ トワー ク構 築 と健 康 危機 管理 時 の社 会貢 献 に 関す

る基礎 調 査

発 表 者 : 日 比 野 直 子 、野 呂千鶴 子 、伊 藤 薫 、 山路 由実子 、奥 山み き子 、佐 甲隆

発表 場 所 : 第 6 0 回 三 重 県公 衆衛 生学 会 ( 二重 県津 庁 舎 )

事 業 名 ! 夢 が 丘ハ ー トネ ッ トワー ク構 築 事 業

( 6 ) 演 題 : 二 重 県総 合医療 セ ン ター にお け る新 人看護 職 員 の定 着支援 活 動 につ い て

発表 者 : 河 合富美 子 、池 田道 智 江 、坂 倉小夜 子 、大川 恵 美 、 山路 恭 子

事 業 名 t 新 人看護 職 員 へ の支援

( 7 ) 演 題 : 高 齢 者 虐待 につ い て の介護 専 門職 の認 識 ～虐 待 予防啓 発研 修 会 参 加 者

ア ンケー トか ら～

発 表者 : 伊 藤 薫 、深 堀 浩樹 、 グ ライ ナ ー智恵 子 、奥 山み き子 、佐 甲隆

発表 場所 : 第 6 0 回 二 重 県公 衆 衛 生 学 会 ( 二重 県津 庁 舎 )

事 業 名 t 高 齢 者 の尊巌 保 持 を め ざ した地域 ケ ア システ ム構 築

( 8 ) 演 題 : 地 域 との共 同 に よ る ものづ く り～新 しいデ ィサ ー ビス の試 み ～

発 表 者 : 竹 平 野 里絵 ( 四 日市医療 生協 )

発 表 協 力 者 : 小 澤 常 ( 四日市 医療 生 協 ) 、小 池敦 ・伊 藤 薫 ( 三重 県 立看護 大 学 )

発 表 場 所 : 第 7 回 「医療 生協 の患者 の権利 章典 」 「医療 生 協 の 介護 」 実践 交 流 会

( 千葉 県  国 際能 力開発 支援 セ ン ター )

事 業 名 : 高 齢 者 の衣 服 開発 とそ の販 路 開拓 と して の フ ァ ッシ ョン シ ョー ヘ の取 り

組 み

3 ) リ ー デ ィ ン グ産 業 展 み え 2 0 0 7 で の ブ ー ス 展 示

( 「み え産 学 官 研 究 交 流 フ ォ ー ラ ム 」 に参 加 )

日時 ! 平成 1 9 年 1 1 月 9 日 ( 金) ～ 1 1 月 1 0 日 ( 土)

場所 : 四 日市 ドー ム

内容 : 地域交流セ ンターの事業紹介お よび健康相談

担 当 : 佐 甲隆、野 呂千鶴子 、伊藤薫、本学学生 6 名

健 康 相 談 ヨー ナ ー
人 教

血圧 測 定 155

アル コール パ ッチ テ ス ト 222

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー

ム に つ い て の 説 明 お よび

メ タ ボ メ ジ ャ ー の 配 布
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4 ) 看 護 研 究 の 基 本 ス テ ップ 講 義 内 容 に つ い て 雑 誌 連 載

看護研 究の基本 ステ ップσD講座 内容に基づ き、平成 1 9年 4月 ～平成 2 0年 3月 の期

間に月間看護 きろ くにて、雑誌連載 を行 った。

誌上セ ミナー 『二重 県立看護大学地域交流研 究セ ンターによる看護研究の基本 ステ ップ』

執筆内容 ・教員
一

覧

回 数 内 容 執 筆者 掲 載 年 月

第 1 回 研 究 の プ ロセ ス 鈴 木 みず え 平成 19年 4月 号

第 2 回 文献 検 索 と図 書館 の利 用 方法 伊藤薫

( 上国泰子)

平成 19年 5月 号

第 3 回 文献 σ)読み 方 と計 画 書 の書 き方 若林 た け子 平 成 1 9 年 6 月 号

第 4 回 英 論 文 の読 み 方 山 田和 世 平成 19年 7月 号

第 5 回 実験研 究 斎藤真 平成 19年 8月 号

第 6 回 量 的 研 究 井 上 洋 士 ※ 平成 19年 9月 号

第 7 回 質 的研 究 永 見桂 子 平成 1 9年 1 0月 号

第 8 回 質 的 研 究 に お け る研 究 計 画 書 の 作 成

と分析 方 法

長 江美 代子 ※ 平 成 1 9 年 1 1 月 号

第 9 回 統 計 学 の基礎 斎藤真 平成 19年 1 2月 号

第 1 0回 論 文 ブ) 書き方 玉 田章 平成 20年 1月 号

第 1 1 回 ブ レゼ ンテ ー シ ョン技 法 佐 々木 由香 平成 20年 2月 号

第 1 2回 学 会 で の発 表 の仕 方 佐 甲 隆 平成 20年 3月 号

※ 平成 1 8 年度 看護 研 究 の基本 ステ ッブ の講 師 とな つた本 学 教 員 に よ る リ レー就 筆 と して 、

当初計 画 を行 った た め 、本 学 か ら移 籍 され た井 上洋 士氏 、長 江 美 代子 氏 か ら も協 力を得

た。

5 ) セ ン タ ー 事 業 に つ い て の雑 誌 掲 載

表題 : 地域高齢者 にお ける 日常生活活動量お よび下肢筋力強化運動の効果 : 二重 県

志摩市にお ける取 り組み

掲載紙 : ト レーニ ング科学

発表者 : 磯和勅子

事業名 : 南勢志摩地域 にお ける健康寿命の延長 を 目指 した地域 ケアシステムの構築

※ 掲載 内容 は P . 7 0 ～7 6 参照
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「トレーニング
｀
科学」第19巻 第4号

特集 【地域住民の健康寿命延伸に向けた運動推進策】

地域高齢者における日常生活活動量および

下肢筋力強化運動の効果
一三重県志摩市における取り組み―

磯和 勅 子

平成19年12月
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|し批高品行イにおける |】,′lii岳i岳動|!!および 卜いと航力班11ヒi坐動の効男t

特集 【地域住民の健康寿命延仲に向けた運動推進策】

1口はじめに

少 r高齢社会の進展により医療費や介護負担が急増す

る中,高 締者の介誰予防および健康寿命延仲のための効

果的なプログラ2、の開発が急務となっている.特 に高齢

者は,加 締に伴う心身の機能低下により疾患や転倒など

をきっかけとして白立した生活が損なわれ易く,疾 病や

転倒の予防に焦点をメ1てた取 り組みが重要となる。これ

までに定期的な運動習慣がメタボリックシンドロー2、の

工防や改章につなが りゃ拒たきりや死亡■を減少させる

ことが1堀らかにされている ど' ‐.さ らに,運 動機能お

よび免技機能の維持 ・向 11の効果も期待できる品` わ。 し

かし,運 動の有効性を理解 していても定期的な運動習慣

を行する杵は少なく,例 え必要な運動の知識や技術を捉

供 して運動を開始 したとしても50%以 上の者は6か)]以

内にやめてしまっているのが現状である卜.

三重県立看護ナt宇地域交流研究センター (以下,地 域

交流打)F究センター)で は,地 域に在住する高齢者 (以

下,地 域高齢舌)の 介護予防および健康寿命の延仲を日

的に,地 域の保健師や地域で白主的に運動を行っている

グループ (以下,ド1主運動グループ)と 協同で運動を中

米  tiり子1立看た人卜石|た″十刊!千十たイ■↑|

〒511()116  Ⅲに'「ti l市夢がil l-1-1

1,11lail t tc)氏1氏ol、()、'a(4 11lc llとCヽjp

フはヽとした健康支援活動を行ってきた.本 稿では,そ の活

動内容を紹介したうえで,得 られた成果を日常生活活動

量と運動能力および免技系との関連に焦点を当てて紹介

する.

I.加 齢に伴 う免疫系の変化と運動の効果

免残系は大 きく自然免疫系と獲得免疫系に分け,)れ

る。ナチュラルキラー (NK)細 胞に代表される自然免

疫系は,病 原体の種類に関わらず広 く即時に作十IJできる

がその効果は短期的である.他 方,T細 胞に代表される

獲得免疫系は,反 応は遅いが病原体の種類に特呆的に作

用し、その効米は強力かつ長期的である。これら免疫細

胞は胸腺と骨髄で生成されているが,胸 腺の機能は思春

期をピークに低下し徐々に萎縮するため,加 齢による影

響を受けやすいのは胸腺出来の獲得免疫系である.ま た

自然免疫系でがん細l包などを攻撃するNK細 胞も加齢と

ともに低下するが,そ の程度は獲得免疫程ではないり.

いずれにしても,免疫機能は加齢とともに低下するため,

高締者は他の発達段階にある者に比べ感染症やがんの発

症リスクが高くなる.

運動と免疫系の関連についてはこれまでに多くの研究

が蓄積されてきた。継続 した運動習慣がある者は,運 動

習慣を持たない者に較べて安静時のNK細 胞の濃度が高

く,免 疫機能を示すNK細 胞活性やリンパ球増殖能 t)高

地域高齢者における日常生活活動量および

重県志摩市における取り組み―

磯和 勅 子
*

下肢筋力強化運動の効果

- 7 1 -



トレーニング↑|ケ ヽll lCloヽ12(X)7

い‖H.ま た,T細 胞への効果も判it子されている性.し

かし,強 度が高い トレーエングや運動‖慣のない者が急

に運動をすると,NK細 胞活性を低下させた り,高J腎皮

質から分泌されるコルチゾールによってリンパ球なと
Sの

免疫細胞がタメージを受けるという報t!iもある !.つ ま

り,j芭度な運動習1段は,加 1齢による免残機能低 下を抑制

するだけでなく機能強化の効果もあるが,逆 に高強度の

起動は免嘘機tとを低 下させると考えられる.

Ⅲ.志 摩市における取 り組み

モ丘嶋tの111でも志摩市は高苗令化■が高く医療賀や介護

負4丁1の増加|が懸念されてお り,地 域高齢者の健康井命の

相t持 ・向 にを|1指した地域ケアシステ″、の構業が課題に

なっている.我 々は,志 |=市の地域高怖杵を対象に突ほ

嗣査を行ない,llu満と'笙動不足に米づ く使々の疾はおよ

び健康1町連要IJを1明らかにした。それに基づき,特 に'笙

動に焦点をメ4てた介入が必要と判断し,健 康教育資十1の

開発,運 動と栄差に焦点を!11てた健康教育, ドl14筋力強

化運動を'門いた介人と白 iをとIl」グループの育成 ・支援を

行なった。

健康教育資料|として,運 動プログラ2、を開発したうえ

で,運 動'11の予楽テープとビデオ,パ ンフレットと記録

盤止tザ

慈 1幾妊! ,争|

用紙を作成し,オ リジナルバックにいれて門じ商iした は|

1 ,田2 ) . 'こ動は ドl l tの筋力を強化する運動 (以ド・ ド

打支角わ力強化運動)と し, H4ねLく■11上てヤ十なう6和類15'>

杜度の同じ動作を繰り返す単純な内容で、「″よ摩市のは

つらつ健脚運動」とネー ミングした。また,楽 しみなが

ら運動できるように高齢者になじみの深い出に合わせて

作成した。パンフレットの内″ドは,運動の必要1■と効果,

'延動実施前 ・中の注意Ⅲ工t,連rll」時の1としい姿勢,延 EIJ

プログラムの詳細‖,運 動を継統するための にりtとし,壮

終ベージにはかかりつけに柿からの水詰サインを記入す

る欄をi技けた、祀録用紙は庁1化における連Fl」の習1棋化と

li の々運動炉1枚の確認を|1的に作成された。健康教育と

して,作 成したバンフレットを||」いて運動およびllLtt jチ

６

！鍛

図1 健 康教育資料

1運動用パンフレット, 2記録用紙とペン, 3音楽テープ,
4 DVD‐ 5オ リジナルバックック

鱒紬

1譲士舞1韓!単f
なだ    い ち     め ん     Fニ

1幾1揮ril暑ギf
逮ち

1轟F
多む

す, 音隊, 議ィ
. かi . 十_
鋳―tc     ゅ 念

技
盛
！４

害キ

図2 パ ンフ レッ トおよび記録用紙

左 :パ ンフレット,右 :記録用紙

パンフレットには下肢筋力強化運動の種類毎に音楽の歌詞と共に振付が図示しされており,記 録用紙

にはその日の体調および運動の種類毎に実施回数が記入できる.
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図3 運 動指導の様子

左右写真中央 :自主運動クループのメンバー

防に関する講義を行った。

地域高齢告への運動介入ではH々 のli活の中に運動を

定若させることが|1標となる。そのため,対 象者の動機

づけをしっか りと行い,意 欲を継統させるための働きか

けが重要である。そこで、同地区に和:住する白i運 動グ

ループが指導者およびサポーターとなり、いと代の共なる

地域住民同十が定期的に楽 しみながら下肢筋力強化運動

を行う場づ くりを行った はi3).このグループは高商令者

への運動精導を|1的とした指導ヤイリ「1みを受けてお り,連

動指導および運動能力測定ができる。さらに,定 期的な

運動能力測定と,堅動,」数の確認を行い,そ れらの結果に

コメントをつけて,こ期的に配布 した。なお,本 取 り組み

は、地域の保健師ゃ老人会会長.白 i運 動グループと定

期的な検討会を持ちながら進めた。

Ⅳ.活 動量および下肢筋力強化運動の効果

争者らは,地 域高締イを対象に日常の活動革:および 下

肢筋力強化運動が運動能力および免技系におよぼす影響

について検吉」したのでその成来の ‐部を紹介する ｀ ⅢⅢ.

A.日 常生活活動量 と運動能力および免疫系 との関

連 (調査1)

志1挙市A地 区に在住 し自立した生活をお くる高歯令者20

名 (男交10名ずつ)い r均午齢7596±55()歳)を 舛サ象に,

日常生活活動量と身体的 ・精神的機能との関連を検言Jし

た。対象イは体格や運動能力測定,質 |1瑚紙などを行なっ

たうえで,日 常生活記録機 (スズケン製 :以下、ライフ

コーダ)を 1週1切装満 し, 日常生活活動量を測定 した。

200          300          400

縦活動量(KcaD

総活動量とヘルパーT細胞との関連

この装置は歩数とj宣動強度を2分平位で約6週間j二続記欽

できるもので,付 属のベル トにて腰部に同定しゃ記録は

装置本体に自動的に記憶される.

測定取 11は, 日常生活活動量として,lH当 たりの総

消費豊 (Kcal),運 動量 (2Met以 Lの j王動士 tK( aヽl),

総活動量 (全ての活動量 :Kcal),歩 数を測定 した。ま

た,各 日常生活活動iの 値は1,回間の平均1れとした。体

格および運動能力精標としてゃ身長ゃ体■lBヽlI・☆人

・歩幅 (c ill).1(〕nl歩行時間 (秒)、推ブ」 (KH).免 技系

指標として,免 疫細胞の濃度 (ヘルバーT細 胞、TttH胞、

NK細 胞),心 理指標 として,冶:宅高齢者QOLお よび主

観的健康統制感 (1lLC)を測定した。また,肺 i,千士およ

び化強度 (アロカ村!製AOS-100)も 測定した。

lH当 た りの総消 費貴 は男性 1626 1Kcal, 女 性

1430/1Kcal→運動士は男性122 1Kcal, 女性110 1Kcal,

総活動まは男性267 6Kcal,女性262 9Kcal.歩行数は男

性53248歩・女性54669歩であり,総 消費量のみ男女と

が認められた。 IJ常生活活動量と各種精標の相「瑚分析の

結果を表1に示す.運 動能力指標では,総 消費士および

j笙動■と最大 ハ歩幅が正の相関を,10m歩 行時間が負の

村1関を示 した。10m歩行時1消jは101n歩行するのに要する

時問を測定するため,数 値が少ないほと
ヾ
壕行能力が高い

ことを示す。免技系指標では,総 活動量.運 動量.歩 数

が多い持ほどヘルパーT細 丹包が多いことが示された。田

4に総活動量 とヘルパーT細 胞の散布凹を示す。心すJ!指

標では,総 消費世および活動☆と生きがいや将来の夢な

どを示す精神的活力QOLが lFlの相関を示 し, 出芭の健

康を専PFl職にゆだねる傾向を示すIILC専門職と負の相関
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表1 相 関分析結果

総消費量  運 動量  総 活動量

最大一歩幅 (cm)

10m歩 行時間 (秒)
ヘルパーT細胞 (%)

精神的活力QOL

HLCttP弓職

骨評価値

肺活量 (VC)

!―p<001,・p<05

精神的活力QOL:生 きがいや将来の夢 などを持 つていることを

示す HLC専 門職 :自己の健康 を専門職にゆだねる傾向を示す

を示した。また,総 消費壁は肺活豊や骨評価値と正の相

関を示 した。

以 Lの結舛とより, 日常化活における活動主が多い高齢

者ほど,歩 行能力や川F活量 ・骨吉ヤflll値などの身体機能が

高いことが示された。これは,歩 行を中心としたil常生

活満動上が多い者ほど.力蹴令に伴う体力や歩行能力のllR

下が少ないという過去の1り十究結果と 致 している●卜.

またゃ 般 的に加齢に伴う胸腺の奏縮によリヘルパーT

細胞は減少するが,本 結果においてH常 生活活動量が多

いものほどヘルバーT細 円と力`多いことがラJそされた。これ

フォローアップ

( 月)

↑
図5 運 動介入プロ トコール

3ヶ月間の下肢筋力強化運動による介入期とlヶ月間のフォロー

アンプ期からなる.矢 印は測定時点.

＼

介入前  lヵ 月後  2ヵ 月後  3ヵ 月後  4ヵ 月

ネ
p<05

図6 5m歩 行時間お
一元配置の分散分析により介入前とそ

は, 日々の適度な活動量が免技系に良好な影響をもたら

すrtr能性を示唆するものである.さ らに,「]常生活活動

量が生きがいなどの精神的な活力や健康への白芭責任感

に強く関連することが示峻された.尾 崎らⅢは,適 度な

運動の継続が高齢者の生きがいや健康感を高め,認 女H機

能などの精神機能にも良好な効果をもたらすと報告 して

いる.つ まり,日 常生活活動量を適度に相t持することは,

地域高齢者の身体機能だけでなく精神機能の維持 ・向 L

にもつながるといえる。

B.下 肢筋力強化運動が運動能力および免疫系にお

よぼす効果 (調査2)

志摩市A地 |【に在住し,と期的に開催される老大会に参

加する高齢者34名 (男性6名 .女 性28名 )(平 均年齢

7829±452歳)を 対象に、 下肢筋力強化運動が運動能力

および免疫系におよぼす効果を検吉」した.対 象者は3ケ

|!間の下肢筋力強化運動プログラムに参加し、1ケ局に2

「J運動指導杵と共に運動を実施し、自宅においてもH々

の運動と記録を行った。運動能力および免技系指標は,

介人前,介 人中には1ケ)J毎, ダド入終了1カ|〕後の5時点

で測たした (図5).

測定項 目は,体 格および運動能力指標として,身 長.

体重,BMIゃ 5m歩 行時間 (秒)ゃ祐 r山:り立ち時間 (秒),

免技系指裸として,免 残細胞の濃度 IT細胞,ヘ ルパー

T細 胞 ,細 胞 障 害性 T細 1胞,N lk‐網1胞,B細 胞 ),

CD4 CD8比 を測定した。CD′4 CI)8士ヒは免技機能を反映

する.

5ni歩行時F]は介入前に比べ介ブ、lヶ用後から有意に低

14 1-  ― ―t ―――  ―      ― ――――― ! 一

介入前  lヵ 月後  2ヵ 月後  3ヵ 月後  4ヵ 月後

78+■      46!

-47■

66‐ ‐       67

69+|
-49

小

‥

（余
）
掴
甘
峰
も
Ｅ
０

（会
）
冠
世
や
料
ｒ
田
い
鰹

よび椅子座り立ち時間の変化

の後の測定時点 (1～4ヶ月後)の 比較を行 った,

下肢筋力強化運動

3 2
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卜‖比舟わブ」垣i化jtt llJの効舛t

-1

-                                15 !

lヵ月後  2ヵ 月後  3ヵ 月後  4ヵ 月後        介 入前

半
p < 0 5

lヵ月後  2ヵ 月後  3ヵ 月後  4ヵ 月後

図7 ヘ ルパーT細胞およびCD4/CD8比 の変化
一元配置の分散分析により介入前とその後の測定時点 (1～4ヶ月後)の比較を行つた.

46

44

42

40

38

36

34

32

介入前

ドし、その効果は4ケナ1後まで剤な続 した は1()).椅「1内4

りとち時|IUは介ス、2ケ |!後から徐々に低下 したもののイr

志たまでには査 ,,なかった.ヘ ルバーT細 胞は介人lヶ

)J後から徐々に L井 し,介 人前に比べ介人3ケ月後に対

加1傾向になり,そ の効身tは1ケ月後まで糾続 した。またゃ

免,党卜覧tヒを刀〔すば1,lC 1`)心lしも介人1ケナj後から徐 々によ常

加|しゃ介入前に比べ介人4ケ)j後にrr意に増加した 11判7).

以 | フ)ネli tttは, 3ケ |!1出|ブ)ド肢有行ノ」強化延IIJによるアド

人が高歯行者の歩行能力およびヘルパーTttH胞や免崚機tヒ

を示す( 1`)14 Cr)S比を増強させ,そ の効舛tが介人を中|||

したlヵナl後 まで祉続することを示峻する.j出去の研究

において, 適1芝な延動の継統が歩行能ブ」や免娃機能を向

itさせるという押十労とは多数ある「Ⅲ「Ⅲ H J`ま た、本市サi

究結果は,先 に紹介した、 11常 生活活動士の多い者ほど

歩行能力や免技利|1地が維持されるという調介結米と 故ヽ

してお り, 今|「J作成 した ド肢筋力強化j笙動の有効性を支

持するものである.

V 日まとめ

調介1ではゃ 11常生活活動の多い地域高齢者ほど,歩

行能ブ」や骨活fllll値・811活主などの身体機能が高く,獲 得

免サ定の1つであるヘルパーT細 胞が多`く,生 きがいなど

の精神的な活力や健康への白己責任感が高いことが明ら

かとなった。調査2では,3ケ ナ!問の ド肢筋力強化j筆動に

より歩行能力が増強し,ヘ ルパーT細 」包が増llllし免技機

古ヒカ`高まった。

以 liの調介により,地 域高怖者において適度な活動量

*

（ざ
）
製
霊
ト
Ｉ
Ｋ
ミ
て

の維持や積極的な ド肢筋力おヽ化運動は、歩行能力や身体

機能を向 liさせ,免 残系にも良友rな効 ,こをもた らす.さ

らにゃ健康に対する意識や精神的な活ブ」の向 11につなが

ることが示峻 さ'した.

ただ し,どこ期1出すの運動が免技系にお よはす効 果やその

メカニ ズ2、はィく明慌なことが多 く.方 法論的問題点 (例

えは,j王441Jの強度や縦統時1門,起 動以外の環境要llqゃ個

人要1大|)か ら研究 者によって|キ舛とが錯ヤネしている 今 後

虹なるイリ|ダとが必要である.

: t「'lⅢll‐1止'(十いk父材こ11「先セシヤー中 |ケ丁1 格 ~lj!小占
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平成 19年 度

三重県立看護大学

地域交流研究センター

韻

騒
■

?密 ん

地域交流研究センターは、明るく豊かな少子 ・高齢社会における 「地i或づく

り」のため、地域特性にあった 「地域ケアシステム」の研究開発、ケアに関す

る情報の収集 ・提供など、実際に活用 しうる香護支援方法を研究開発、その研

究成果を保健 ・医療 ・福祉機関等に提言 ・提供することにより、大学の 「地域

社会への買献」を目的としています。
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課題研究事業
単年から 2年 程度で達成できるテーマとし、三重県における健康ニーズ、し

あわせブランなどの行政政策に関連した課題とし、研究の最終年度には政策提言

のできるものとし、以下の課題研究事業に取り組んでいます。

(◎は研究代表者を示します)

議が騒ジ札率難怒ジ弊鞍―移ズ畿轟襲

内容 :卒後動向および卒後支援ニーズ調査および卒後支援プログラムの提案 (平成 19年度実施予定)

「心のきずな」講演会 ・・・卒業生及び県内看護職対象 (平成 19年度実施予定)

卒業生社会貢献支援基盤整備事業 (平成 19～20年度実施予定)

担当教員 i◎野呂千鶴子 J佐甲隆 口山路由実子 口奥山みき子 ・伊藤薫 ・日比野直子

番三重県に於ける外国人医療の実態調査と支援ネットワークの構築

内容 :二重県内の医療機関を対象として外国人医療の実態調査 (平成 19年度実施予定)

外国人医療に積極的に取り組んでいる医療機関へのヒヤリング調査(平成 19年度実施予定)

外国人医療を支援するネットワークの構築 (平成 19年度実施予定)

担当教員 :◎村鳴正幸 コ佐甲隆 コ佐々木由香 と山路由案子 口伊藤薫 ・深堀浩樹

轟鹸寵鶴鱗議畿総議難が義熊購韻伊プシÅ骨愚鵡靭錨

内容 :高齢者虐待予防活動実態調査および大学での高齢者虐待予防研修

高齢者虐待予防啓発パンフレッ トの作成および配布 (平成 18～19

地域での高齢者虐待予防研修会への支援 (平成 19年度実施予定)

高齢者施設内虐待の実態調査 (平成 19年度実施予定)

(平成 18年度実施)

年度実施)

担当教員 :◎伊藤薫 ・鈴木みずえ 口奥山みき子 ・グライナー智恵子 ・深堀浩樹

電欝地域専開ケア事業
地域の健康ニーズに基づいて地域住民、行政機関、看護職とともに地

域における実践活動を通して看護方法およびシステム開発に関する実

証研究を展開しています。

黄畿のための盤簾鞭談総よび率媛機談覇襲

内容 :

二重県男女共同参画センターフレンテみえ

にて相談事業口「不妊専門相談センター事業」

の運営への協力

担当教員 :

◎二村良子・村本淳子・永見桂子・中山優子い

小村明子

ゴ

内容 :

小児精尿病キャンプボランティア育成

小児糖尿病キャンプ運営へ協力

院内感染予防対策への支援

担当教員 :村端真由美

一-78-―



南勢志摩地域における健康寿命の延長を目指し

た地域ケアシステム構築

内容 :

転倒予測に関するインタビュー調査および

転倒予測プログラムの開発等

担当教員 :

◎鈴木みずえ 。若林たけ手 コ内田敦子

斎藤真 ・森京子

鞠 畿寵 密戦鰺闘寵

地域の保健医療福祉職に対する実際の支援を行う。これらの活動は今後、

保健 ・医療 口福祉 口健康増進に関する教育方法の研究・システム開発などに発

展させる。

1.香 護研究の基本ステッフ ・・・県内香護職約 30名 対象

匝.ケ アする人のためのセルフケアセミナー ・・・県内在住で、自宅で介護している人、

介護や香護を職業としてしヽる人約30名 対象

月  日 主な内容 担当教員 月  日 主な内容 担当教員

6月 2 8 日
研究のフロセス 鈴木みすえ

7月 24日
文献の読みん等 臼井徳子

文献検索と図書館の禾」用 工自由加里
(図書θ官二 幹 )

実論文の読み万 山□和世

8月 7日
アンケート調査ん法 佐甲隆

9月 4日
質的研究 永見桂子

調査のマネジメン ト術

1 0月 1 2 日
統計解析 斎藤真

1 1 月 2 0 国
ハ
°
ワドイントによる

フ
°
レセ
ド
ンテーション

佐短木由香

日時 王な内容 担当教員

l①月 27日 (土) 「ケアする人のケア」への3つ のアプローチ ◎伊藤薫 。若林たけ子 ・

小池敦 ・荒木美示□

日比野直子 ・灘波浩子

11月 24日 (土) 音楽で豊かなコミニケーションを作ろう !

12月 24日 (土) 素敵なケアに出会い、自の自身をケア しよう 1

Ill.県立病院および地域の保健 ・医療 ・福祉機関への支援

対象の機関 事業名 担当教員

県立総合医療センター 新人着護師の定着支援 ◎〉口含富美子 ・池日美智江

三重県立小児心療センター

あすなろ学園

児童精神科における暴力対策支援プロジェクト ◎服部希恵 ・鈴木敦子

県立病院の研修会への支援 着護研究発表会への支援 奥山みき子 ・草川好子

NA N D A香 護診断研修会 日井徳子

香護 Q&A 車川好子 ・林文代

者えてみよう 1琶護倫理 伊藤薫
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1.研 究支援プログラム

1) 特 定地よ或研究支援

特定地域の病院の研究指導について 2年 程度を期限として行います。

特定地域病院 玉な内容 担当教員

山田赤十字病院 看護研究研修会、看護研究への支援 ◎永見桂子

紀南病院 集団 ・個劇研究指導等 ◎玉田章 ・平野真紀

2) 香 護研究支援

平成 18年 度看護研究の基本ステップ修了生に力やへの研究指導を行います。

ダ 産学官民共同研究
県内企業、地域産業と県民の健康生活および二重県内のケアの質の向上を

目的とした共同開発研究を行います。

苦IⅢⅢが,ダ
軍

対象機関 主な内容 担当教員

三重県内企業 ,

三重県科学技術振興センター

転倒骨折予防のための福祉用具の開発 ◎斎藤真 ・鈴木みすえ

伊藤薫

司変式沐浴槽の開発 ◎斎藤真 ・村本淳子

衣料品の色彩知覚が憲者のQOLに

及ぼす影響

◎小池敦

お問合せ先

三重県立香護大学地i或交流研究センター事業に対するご意見やご相談等は、お気軽に下記連
絡先へお問合せください。

〒514-0116 二 重県津市夢が丘 1丁 目 1番 地の 1

TEL:059-233-5600 FAX:059-233-5612
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4.平 成 19年 度研修会講師などの派遣

内 容

( テー マ )

対 象

( 人教 )

同時 場 所 主 催 者 担 当教 員

看護研 究発

表会

県 立病 院 看

護 職 員

平 成 1 9 年

5 月 1 9 日 ( 土)

9 : 3 0～1 6 : 0 0

県立看護大学 病 院 事

業 庁

奥 山み き子

草川 好 子

ス テ ッブ I l

研 修

「看 護

Q&A」

県立病 院 看

護 職 員

( 1 7 名 )

平 成 1 9 年

6 月 2 0 日 ( 水)

7 月 1 1 日 ( 水)

9 : 0 0～ 1 2 : 0 0

県立看護 大 学 病 院 事

業 庁

林文代 ・

草川 好 子

N A N D A

看 護 診 断

研 修 会

県立総 合 医

療 セ ン ター

看護 職 員

( 3 0 名 )

平 成 1 9 年

4 月 2 6 日 ( 木)

6 月 2 2 日 ( 金)

1 7 : 3 0 - 1 9 : 0 0

県 立 総 合 医 療

セ ン ター

医 療 セ

ン ター

看 護 部

臼井 徳 子

「考 えてみ

よ う !

看護 倫理 」

県 立病 院 看

護 職 員

( 2 2 名)

平 成 1 9 年

1 2 月 1 5 日 ( 土)

9 : 3 0 - 1 2 : 0 0

県立看護 大学 病 院 事

業 庁

伊藤薫

「看 誇 0 & A I参 加 者 ア ン ケ ー トよ り

・ 一 人 で 考 え る と落 ち込 む こ ともみ ん な で話 す こ とで悩 み を共 有 で きた。 そ こか

ら楽 しさが生 まれ 、掘 り下 げて い くこ とで整 理 で きた。 それ らを ま とめ る こ と

の難 しさ も学 ん だ。

・ 他 の病 棟 に勤 務 す る人 との交流 が で き、ひ との考 え方 を知 っ た。 急性 期 病 棟 で

の仕 事 の情 報 の 大切 さを知 った。

・ 日常業務 の 中 で は で きない体験 が で きた。 楽 しく勉 強 で き、感 謝。

・ 勉 強 の仕 方 が わ か って 良か った。また 日頃 の不安 な こ とをみ ん な で共 有 で きて 、

本 当に よか つた。 明 日か ら活 か した い。

「考 えて み よ う看 護 倫 理 J 参 加 者 ア ンケー トよ り

・ プ レゼ ンテ ー ター の ま とめが 分 か りや す く、考 え させ られ た。

・ 楽 しく参加 で きた。 い ろい ろな人 の意 見 を聞 く事 が 出来 、 も う一
度 振 り返 リケ

ア を考 えた い。

・ 倫 理 研 修 とい うとす ご く硬 い研 修 の よ うに思 い ま した が 、身 近 な とて も大切 な

中身 の研 修 で よか った です。

・ 少 人数 で は あ った が 、意 見 な ども出 し易 く、 いい雰 囲気 で で きた と思 う。

・ 倫理 の研 修 は とて も必 要 な部 分 だ と思 い ます ので 、切 り口を色 々考 えて今 後 も

よろ しくお願 い します。
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5。 地域交流研究センター事業決算及び予算

1)平 成 18年 度地域交流研究センター事業決算額

(単位  円 )

計

報償費 8 9 7 , 4 0 7

旅 費 1 ,  5 0 2 ,  9 1 0

需用費 1 ,  9 7 3 ,  1 6 1

消耗品費 1 ,  1 6 2 ,  0 2 5

印刷製本費 8 1 1 .  1 3 6

役務費 4 0 2 ,  0 0 0

通信運搬費 4 0 2 ,  0 0 0

手数料 0

使用料及び賃借料 3 2 0 ,  0 0 0

備品購入費 0

合 計 5 ,  0 9 5 , 4 7 8

2)平 成 19年 度地域交流研究センター事業当初予算額

6 . 1 4 5 千円
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編集後記

二重県立看護大学地域交流研究センター平成 19年度年報が完成いたしました。

ご協力いただきました皆様に感謝いたします。

本年報には、課題研究事業、地域専門ケア事業、教育 ・研修開発および産学官民共同研

究の 3事 業の活動内容と資料を収録いたしました。

今年度から新センター長をお迎えし、地域における実践的なヘルスプロモーション活動

を主軸とした地域交流センター事業活動をさらに充実を図るために努力して参 りたいと思

います。今後ともよろしくお願いいたします。

本年報を通 じて、少 しでも多くの皆様方に本センター事業の活動内容と地域貢献につい

てご理解いただければと願つております。

二重県立看護大学

地域交流研究セ ンター

平成 19年 度
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